



























































ぼくの日常が変態に侵[image: 蝕]されてパンデミック!?
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富士見ファンタジア文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　夏休みも、そろそろ終わる頃ころ。

　明るい夜空を見上げて、時計の針は午後九時。

　夏の湿しめった空気をかき分けて、ぼくこと和わ藤とう尊たけるは校門の鉄てつ柵さくを乗り越こえた。

　──プールに幽ゆう霊れいが出る。

　ぼくに調査を命じた生徒会長曰いわく、夜のプールに女生徒の幽霊が出るらしい。

　それも、ただの幽霊じゃない。

　ぼくと同じ高校に通っていた女子高生の幽霊だ。

　同学年の彼女は、先日高校付近の交差点で起きたひき逃にげ事件の被ひ害がい者しやらしい。

　そんな実在した人物を、怪かい談だんに仕立てるのは不ふ謹きん慎しんで失礼なこと。

　──だから、否定してやろうと思った。

　夜の校舎に侵しん入にゆうして、一晩プールとにらめっこ。

　死者を冒ぼう瀆とくするくだらない噂うわさ話ばなしに、終しゆう止し符ふを打ってやろうと決意した。

「チョロいね」

　暗い校舎を背景に、夜の校庭を駆かけ抜ぬける。

　脳内にスリリングなＢＧＭが流れて、高まる鼓こ動どうがテンションを盛り上げる。

　ハラハラと走り抜けた夜のグラウンドからは、昼間の夕立が残した雨の匂においがした。

　ぼくは、プールに到とう着ちやくした。

　立ちはだかるのは、プールサイドを囲む金かな網あみのフェンス。

　小さな障害にすぎないと、ぼくは鼻で笑う。

　──カッカッカッ。

　近づいてくる、誰だれかの足音。

　フラフラ不規則に動く、懐かい中ちゆう電灯の光輪。

　慌あわてて茂しげみに潜もぐり込み、無言で身をかがめる。

　ギィッ……と、ドアが開けられる音。

　どうやら、プールの更こう衣い室を点検しているらしい。

　足音が近づく。

　懐中電灯の明かりが心臓に悪い。

　コツコツ……と、足音が遠ざかっていく。

　ふぅーと、安あん堵どの吐と息いきが漏もれた。

　茂みの隙すき間まから見えた、針金みたいにごついムダ毛が生えた足には見覚えがある。

　体育教師の郷ごう田た先生だ。

　47歳独身の水泳部顧こ問もんが深夜に見回りしているのは、幽霊騒そう動どうの対応かもしれない。

　安全を確かく認にんして、茂みから出る。

　あたりを見み渡わたす。人ひと影かげは見当たらない。

　プールのフェンスに手をかける。金網をつかむ。体を引き上げる。

　スタッと、プールサイドに着地。

　──ちゃぷ。

　地面に両手をついた着地姿勢で、水の跳はねる音を聞いた。

　心しん拍ぱく数すうが跳ね上がって、手のひらに汗あせが滲にじんでくる。

　本当に幽霊が……いやいや、幽霊なんて存在するハズがない。

　だけど、事故が起きたのは、

　…　　　　　　　　　　　　　　ちゃぷちゃぷ。

　……どうにでもなれ。

　…

　ぼくは、覚かく悟ごを決めてプールを見た。




　　　　女の子がいた。




　カワウソみたいに水面からアタマだけを出した女の子がいた。

『…………』

　キョトンと呆ほうけた表情で、ぼーぜん、おどろき、お口をあんぐり。

　瞳ひとみがまんまる、ハニワの表情。

　ぼくも彼女も呆あつ気けにとられて、思考停止のタイムストップ。

　深夜のプールで始まった、二人っきりのにらめっこ。

　それは、何秒か続いて、

　──ちゃぷっ。

　女の子が潜った。その動きはカワウソ娘むすめ。

　小顔で小こ柄がらな小動物系の彼女は、やっぱり絶ぜつ滅めつしたニホンカワウソの、

「ワケないからぁ!?」

　セルフでツッコみながら、水面を眺ながめるけど。

　女の子が浮ふ上じよう……しない。

　まだ浮上しない。沈しずんで行方ゆくえ不明。
















　脳内カウントは継けい続ぞく中で、もう百秒を超こえた。

　なかなかのタイムだけど……もしかしてニホンカワウソな女の子、

　──プールで溺おぼれてる？

「ちょまぁっ！」

　いや、アレ絶対に溺れてるから！

　慌ててぼくは、服も脱ぬがずにプールにロケットダイブ。

「キミっ！　大だい丈じよう夫ぶ！」

　沈んだカワウソ娘を抱だきかかえて、ぼくは気づいてしまった。

　月明かりに照らされる彼女が、とってもキュートな美少女であることに。

　つぎに、紺こん色いろのスクール水着を着ていることに。

　それと、透すけ透けで丸見えなことに……いや、違ちがうんだ。

　お肌はだが透き通ってるとか、濡ぬれた水着が透けてるとか、比ひ喩ゆ的な意味じゃなくて。

「顔が透けてる……体も透けてる……」

　彼女の全すべてが、幽霊みたいなスケルトン仕様で。

「……おばけェェ!!　むぎゅ！」

『シッ、見回りの先生にバレちゃいますっ！』

　ヤバい、こいつガチの幽霊だ！

　恐きよう怖ふで叫さけんだぼくの口が、半はん透とう明めいな手で押さえつけられる。

　唇くちびるの前で人差し指を立てて、歯の隙間から『シィー』と、息を吐はかれる。

　二人の顔はゼロ距きよ離り、女の子と至近距離。

　吐息の熱さを肌で感じて、半透明な指から体温が伝わる。

　沈ちん黙もく、しばらく、つーか幽霊にも体温あるんだね。

　そして、

『もっもぅ……らめぇでしゅ……』

「らめぇ？」

　とつぜん、幽霊が喘あえぎ始めた。

　ワッツ？　喘ぐ？　なぜ赤面するの？

　幽霊の美少女は、体をクネクネ、一体なにが起きる？

　ぼくの頭脳はショート寸前で、混乱、パニック、わけわかめー。

　もじもじとスレンダーな体をクネらせる、半透明な幽霊美少女を眺めていると、

『さっきチョロッと出たのぉ……まだ我が慢まんして……んんゅ』

　どうやら彼女は、何かを我慢しているらしい。

　それが何か分からないけど、たぶんアレを我慢しているんだろう。

　幽霊の美少女が我慢している、口に出したくないアレとは……ハハハ。

　まさかね。そんなこと、あるわけないよね？

「もしかして、おしっこ我慢してる？」

　半信半疑で尋たずねてみると。

　幽霊の美少女は、恥はずかしそうに頰ほおを染めながら、

　──コクコク。

　赤面したお顔を、上下に動かすわけで。

『もほぉ……限界れしゅ……』

　あはは、やっぱりおしっこを我慢してたんだ。

　生理現象なら仕方ないよねぇ～って、死んでるのに生理現象って起きるの!?

「つか、限界とかマジっ!?」

『は、はい……もう出ちゃいましゅ』

　それってつまり、今ここで漏らすんだよねっ!?

　ぼくに抱きかかえられた状態で……って、この状じよう況きようはヤバすぎるよッ！

　いま漏らされたら、こっちに被害がァァァ!?

「ちょっ、タンマ！」

『らめぇですよ……時の流れは万ばん物ぶつ平等……決して止まることのない』

「緊きん急きゆう事態に、ンなラノベみたいなセリフはいらないから！」

　ぎゃぁぁ！　逃げないとっ！

　幽霊とか関係なしで、爆ばく発はつ寸前の時限爆ばく弾だんから逃のがれる的な意味で！

　──だけど、遅おそかった。

　抱きかかえた幽霊ちゃんの股こ間かんぐらいの高さで、とても温かい水流を感じたから。

　それは、冷たい水とコントラスト。

　柔やわらかなぬくもりで、ぼくをじんわり温めてくる。




　Ｑ．コレは何ですか？

　Ａ．女の子のおしっこです。




『あぁ、んんゅっ』

　スクール水着の美少女幽霊は、ぼくに抱きかかえられた状態で喘いでいる。

　夢ゆめ心地ごこちな表情で、今にもダブルピースしそうな顔で『あぁんっ』とか『んくぅ！』。

「……おしっこ漏らしてるよね？」

　ぼくのストレートな質問に、半透明の美少女は、

　──コクコク。

　朱しゆ色いろに染まった頰を恥ずかしそうに上下させたって、この幽ゆう霊れいなにやってんのぉぉ!?

　おかしいよね!?　プールで放ほう尿にようとか!?

　生きてるとか、死んでるとか、もはや関係なしで!?

『んんっ』

　しかも、まだ喘いでるしっ！

　めちゃくちゃ気持ち良さそうに、抑おさえきれない快楽を漏らしてるし！

　夜のプールで幽霊の美少女を抱きしめながら放尿されるとか、シチュエーションが狂くるいすぎて前ぜん代だい未み聞もんだよっ！　自分でも何を言ってるか分からないよ！

『はぁはぁ……ぁんん』

　幽霊美少女は、速くて浅い呼吸で喘ぎ続けている。

　トロりと緩ゆるんだ瞳は、淫みだらで虚うつろでいまだ焦しよう点てんを取り戻もどしていない。

　恍こう惚こつに身を委ゆだねる幽霊は、ぼくに問いかけてきた。

『あぁ……くぅ……水の中でおしっこするのって、気持ちよくないですか？』

　アタマのおかしいことを。

『冷たい水の中に広がる、おしっこのぬくもりが』

「分からないよ……」

　それは、素す直なおなコメントだった。

　ドン引きで、ガン引きな、マジ引きのコメントだった。

　つーか、あれだよね。

　さっき感じた、みょーに生温かい水流。

　あれって、幽霊ちゃんがプールの中で漏もらした、おしっ

「うわぁぁぁ──ッ!?」

　かけられたぁ！

　半透明な幽霊の美少女に、おしっこをかけられた！

　その状況を、声に出して説明すると。

「あ、ありのまま起きたことを説明するよ……ぼくはニホンカワウソを助けたと思ったら幽霊に放尿された……なにを言ってるのか分からないと思うけど、ぼくはキミに何をされたのか分かりまくってるよ、ちくしょうっ！　キミに放尿されたんだよ！」

『わたしは最高でした……瞬しゆん間かん絶頂とか、超ちよう快感とか、チャチな快感じゃなくて……』

「キュートに恥じらいながら、変態トークをされても困るからっ！」

『余よ韻いんだけで感じて……きゃ、恥ずかしっ』

「かわいく恥じらってないで、すこしは幽霊らしくホラーに振ふる舞まってよ！」

『わたしはトムです』

「それはニューホライズン！　ホラーじゃなくて英語の教科書だよっ！」

『じゃあ、サイコロみたいにぶあつい』

「それは境界線上のホライゾンビ！　鈍どん器きの異名を持ち銃じゆう弾だんですら受け止める極ごく厚ページのヘビーノベルだから！」

『なら薄うすい方の話をしましょう。髪かみの毛が薄い人が銀行で』

「オチは聞いてないけど、全国のハゲに謝ろう！」

『オチは「毛もう根こんわ！」です』

「やっぱりキミはハゲに謝るべきだよ！」

『てへぺろっ☆　毛もう死しわけありません。話は変わりますけど、テレビのニュースで流れる謝罪会見とかで、不ふ祥しよう事じを起こした企き業ぎようの社長さんが頭を下げるとき、カメラのフラッシュが一いつ斉せいに光るじゃないですか？』

「うん。よく見かけるね」

『あれって、目くらましですよね？』

「確かに眩まぶしいけど!?　あと謝罪会見で謝る人のハゲ率は異常に高い気がするし、カメラのフラッシュが頭頂部で反射して画面がまばゆい光に包まれる光景は、ある種の神聖な魔ま法ほうを連想させるけど、今ならまだ間に合うから全国のハゲに謝罪しようね」

『はげぺろっ☆　毛もう死しません。それで質問の続きですけど』

「どんな質問だっけ……会話の飛び具合がアクロバティックで忘れちゃったよ……」

『水の中でおしっこするのって、気持ち良くないですか？』

　ぼくに、お姫ひめさま抱っこされたまま。

　幽霊は、透き通った瞳ひとみをキラキラさせながら問いかけてくる。

『分かります！　やっぱ水中放尿に言葉は無ぶ粋すいですよねっ、きゃはっ☆』

「なにそのポジティブ翻ほん訳やくっ!?」

『人の発言を意図的に誤訳するのは、人生を幸せにするコツなんですよぉ♪』

「人生終わってるキミに、幸せな人生を送るコツを語られても困るから!?　プールでおしっことか、時代が時代なら水源汚お染せんで死罪だよ!?」

『批判は覚かく悟ごです。水中放尿は他言無用で門外不出、堕だ落らくと魅み惑わくの快楽行こう為いですから』

「ただの迷めい惑わく行為だよ！」

『否定はしません。でも、気持ちいいから仕方ないんですよぉ！』

「それって、自分の行為を正当化する犯罪者の思考回路と同じパターンだよね？」

『水中放尿が罪になるなら、わたしは悪で構いません』

「どこのダークヒーロー!?」

『正義の反対はまた逆の正義です。つまり悪なんて存在しない。だから水中放尿も』

「悪いことだから、キミは反省しようね？」

『いまの常識ではそうでしょうね。でも地動説を唱えたガリレオ・ガリレイは』

「犯罪を正当化する過程で偉い人じんを侮ぶ辱じよくするのは、そこまでにしようか？」

『オチは、みんなで地球を輪姦まわしているです』

「壮そう大だいなエロ展開!?」

『ちっちっちっ。この世には間ま違ちがっているけど、じつは正しいこともあるんですよ？』

「あの世の住人であるキミは、どうしてドヤ顔で現世を語るかな？」

『その程度では、わたしを逝いかせられませんよ。さっきほぼイキかけましたけど、水中放尿は意識がふわっとイキかけるぐらい気持ちいいんです。特にパンツを穿はいたまま水の中でおしっこすると、快楽度がグーンと上じよう昇しようするんです。グーン。知ってました？』

「知らないしっ、ノリノリだしッ、ぼくの話を聞かないしッッ！」

『水の中で漏らした温かいおしっこが、股間を起点にじわーと広がるんです。冷えた下半身にぬくもりが広がっていく絶頂たるや、あぁ～んっ♪』

「言葉のキャッチボールを放ほう棄きして、余韻に浸ひたらないで欲しいな……」

『そもそも水中放尿とは、太平洋戦争中に……ハッ!?』

　まるで、スイッチが切り替かわったみたいに。

　水中放尿の魅力を力説する幽霊美少女が、ふと我われに返ったようで。

　──カァァァっ。

　半はん透とう明めいなほっぺたが、恥じらいのクリムゾンに染まり、

『はわわっ、聞いちゃいました？』

「うん。幽霊のキミが水の中でおしっこ漏らして感じる、ド変態だって」

『[image: ][image: ][image: ]ぁ──ッ！　死にます！　わたしの恥ずかしさが恥ち死し量に達しました！』

「だれがうまいことをｒｙ　それにキミはもう死んでるよね？」

『あなたこそうまいことをｒｙ　そういえばわたしって死んでましたぁ!?　申し訳ありませんが、幽霊の自殺方法をググってくれませんか？』

「なんでも知ってるグーグル先生にも回答できない質問があると思うんだ……あとググるのは無理っぽい。プールに飛び込んだせいで携けい帯たいは壊こわれただろうから」

『プールに飛び込んだ？』

「キミを助ける為ためにね。てっきり溺おぼれてると勘かん違ちがいしてたから」

『…………』

「さすがに、溺れる前に死んでいたのは予想外だったけど」

『……ごめんなさい』

「別にいいよ。とにかくプールから出よう」

　プールサイドに手を伸のばして。

　水を吸った服の重さを感じながら、気合いでよじ登ると。

『あれ？』

　ぼくの背後で、半透明の美少女が『引っ張られますぅー』へんなことを言う。

　とくに気にせず、濡ぬれた体でプールサイドをびちゃびちゃ。

　半透明の美少女は、釣つり上げられた魚みたいに水面から飛び出た。

　夏の夜空にプカプカと浮うかびながら、幽霊の美少女は頭上に『？』を浮かべている。

「どうしたの？」

『そのぉ、向こうにダッシュして下さい』

「プールサイドを走るなって先生が……こんな感じで？」

　軽く走ると、彼女も後ろから追いかけて。

　──いや、違う。

　あれは、ぼくに引っ張られている。

　ロープで引きずられるみたいに、一定の距きよ離りを保って空中を平行移動している。

『たいへん申し上げにくいのですが……』

　半透明の美少女が言った。

『幽霊のわたし、あなたに取り憑ついちゃいました……』





〈１〉






　幽霊で、水中放尿フェチで、スクール水着の美少女。

　死後も変態道を全力疾しつ走そう中の彼女は、生前の名前を「白しら瀬せ由ゆ宇う」というらしい。

「すこしは幽霊らしく振る舞おうよ……」

『わたしの人生オワタ！』

　ぼくに憑ひよう依いしたのは、幽霊要素が感じられない幽霊だった。

　プールでおしっこするし、触さわれるし、触ると温かいし、明るく元気で能天気だし。

　ずぶ濡れで帰路を歩きながら、笑え顔がおを絶やさない背後霊にポツリ。

「ほんとに幽ゆう霊れいなの？」

『イエス！　アイム、ゴースト！　です！』

「ＹＯＵ、霊？」

『ノーです！　マイネーム、イズ、由宇！　です！』

「ＹＯＵ、由宇？」

　　　　　　　『白書っ♪』

「……由宇って、ノリがいいよね」

『てへっ』

　冨と樫がしでＨＡＨＡＨＡな会話を交かわしながら。

　ぼくは幽霊の由宇から、死後の世界の仕組みを学んだ。

『四十九日システムを知ってますか？』

　由宇曰いわく、死んだ人間は四十九日間、現世に留とどまる時間を貰もらえるらしい。

　この時間は幽霊の課金ポイント的なもので、滞たい在ざい時間を代だい償しように色々なことができる。

「買い物もできるの？」

『はい。青い人ひと魂だまのオブジェとか、ドロドロした効果音とか』

「なにそれ？」

『幽霊っぽさを演出する小物です。やっぱ雰ふん囲い気きは大事ですから』

「でも、滞在時間で買い物すると」

『現世に留まれる時間が短くなりますね。ちな青い人魂のお値段は滞在時間30日分です』

「高っ!?」

『しかも、効果時間は七秒です』

「使い捨てアイテムなの!?　あの人魂って!?」

『ですね。人気商品の効果音グレネードも使い捨てアイテムですよ？』

「アイテム名だけで、なんとなく使い方が分かったよ……」

『たぶん想像した通りです。安全ピンを引き抜ぬいてヒュ～ドロロ。他ほかの人気アイテムだとメイクがありますね。滞在時間を代償に姿を変えられます。自分が死んだ瞬しゆん間かんや、死体発見時をイメージして、火傷やけどシールとか、腐ふ乱らんスプレーとか、白骨クリームとか』

「ネットゲームの課金みたいだね」

『似た感じです。日額課金が払はらえなくなると、即そくアカウント剝はく奪だつですけど』

　幽霊が滞在時間を代償に購こう入にゆうできるアイテムは、基本的にぼったくり価格らしい。

　そう簡単に心霊現象は起こさせてくれないということか。

　だからこそ、死んだ人間は与あたえられた四十九日間の滞在時間を大事にするそうだ。

「それで、幽霊は普ふ段だんなにしてるの？」

『人によって様々ですね。多いのは自分のお葬そう式しきに参加して、遺族や参列者の反応を観察することらしいです。自分の死を悲しんでくれる参列者に涙なみだぐんだり、面めん倒どうくさそうな親族にため息をついたり、遺産を巡めぐって争う息子むすこたちをニヤニヤ眺ながめたり、自分が親友だと思ってた人が葬式会場で喪も服ふく姿の彼女を寝ねとるのを見て死にたくなったり』

「リアルな反応だね」

『まあ、ほとんどの男性は覗のぞきにチャレンジするみたいですけどｗｗｗ』

「犯罪でしょ!?　それは!?」

『あはは、バレなきゃいいんですよっｗｗｗ』

「良くないから！」

　まさに、衝しよう撃げきの事実だった。

　この世にはたくさんの幽霊がいて、ぼくたちのプライバシーを覗き見していた!?

　たとえば、ぼくが自室であんなことやそんなことをしているのも……

『でも、大たい抵ていは失敗するみたいですよ？　基本的に幽霊は生前に入れない場所には死後も立ち入り規制されて入れませんし、死神さんが設定したのぞき見バリアーもあるんです。他人の家とか、異性の更こう衣い室とか、女性のスカートの中がそうですね』

「それを聞いて安心したよ」

『わたしも見たかったです……』

「由宇も覗きにチャレンジしたのっ!?」

『まさか、窓から覗くことすらできないなんて……』

「どこを見ようと!?」

『人には言えない場所です。本当になんなんでしょうね？　肝かん心じんなところが見えないように出現する、謎なぞの光とか、湯気とか、プレイエリア外とか……』

「それはいいけど、さっき死神って？」

『はい。死後の人間を管理する、公務員的な人たちです』

　死神は死後の案内係らしい。新参幽霊の下もとにやって来て、死後のルールをレクチャーしたり、課金アイテムの購入方法を教えてくれたり、各種セミナーや来世説明会への参加を呼びかけたり、死亡場所から離はなれられない地じ縛ばく霊れいには遠えん隔かく通信サービスの説明をしたり、多くの人が同時に死亡する大規模な事故現場や戦場では集団説明会を開かい催さいしたり、合格率が１％を下回る死神採用試験（霊体部門）の受験案内や、死後の幽霊をターゲットにした詐さ欺ぎや悪質な勧かん誘ゆうへの諸注意をしてくれたりと、ようするに人は死んでから三時間ぐらいは拘こう束そくされるものらしい。うわっ。面倒くさそう。

　それよりも、

「もしかして、見えないだけで由宇以外の幽霊も？」

『いますよ。生きた人間さんに比べると少ないですけど。出会う頻ひん度どは街中で野の良ら猫ねこを目もく撃げきするのと同じぐらいですね』

「喩たとえが秀しゆう逸いつで、だいたい分かったよ」

　由宇に聞いた感じだと、死後の世界はそれなりに楽しいようだ。

　だけど幽霊は怖こわい。そのイメージは正しい。

　多くの滞在時間を代償にすれば、幽霊は生きた人を呪のろい殺すこともできるそうな。

　死後の幽霊を管理する死神に申しん請せい書しよを提出して、それが受理されて規定の滞在時間を支払うことで生前の恨うらみを晴らすことができる。ちなみに呪いたい相手への恨みや関連性が強いほど必要な滞在時間は減り、その他の特例もあるとのこと。

『他にも政治や軍事目的での幽霊活動は禁止だったり、生前に信しん仰こうしていた宗教によっては幽霊にならないそうです』

「へー、フリーダムに思えてしっかりしているんだね」

『死神って、マニュアル至上主義のお役所仕事ですからね』

　なぜ死後にこんな制度ができたのかというと、日本には古来より亡なくなってから四十九日間は現世に留まるという考えがあるからで、昔はこれで上手うまく回っていた。

　だけど一九〇〇年に四五〇〇万人ぐらいだった日本の人口は二〇一四年の時点で一億二六八九万人と倍以上に増えて、年間死亡者数は約一二七万人。死後の人間を管理する死神たちの仕事量は増える一方で、ようするに「さっさと滞在時間を使って成じよう仏ぶつしろ」ということだ。死神の人手不足は深刻らしくて、最近は低コストで労働力を増やせる非正規雇こ用ようの死神も増えてるとのこと。あの世もこの世も世せ知ち辛がらいね。

　この死神の人手不足こそが、死後の課金がぼったくり価格な理由で、現世に影えい響きようを与える課金や多くの人が望む課金であるほど、価格設定はシビアになっているらしい。

　ちなみに、ぼくに取り憑いた幽霊の由宇は、

『わたしは三十九日分を費ついやして、一日に一度だけおしっこする能力を手に入れました』

　尋じん常じようではない変態行こう為いに、大きな代償を支払っていた。

　死後の滞在時間を代償に購入できるアイテムは、常にサービス価格の一部定番商品を除けば、人気だったり、現実世界に影響を強く残すモノほど、価格が高くなる。

　由宇の一日に一度だけおしっこをする能力は現実世界に与える影響は強いけど、コイツ以外は購入しないレアな願望だ。なので現実世界に影響を強く与えるというかプールの水を汚お染せんしまくるのに、滞在時間三十九日分という格安で購入できたらしい。

　余談だけど、この変態は他の無む駄だ遣づかいもしていた。滞在時間三日分を代償に水密性が高くて水中放ほう尿にようの快感が長続きする、学校指定のスクール水着に着き替がえたそうだ。

　うん、由宇って清せい楚そなツラしてガチの変態だよね。

　あと、普通の人には幽霊を見ることができないらしい。

　いわゆる視みえる人──霊感体質の人は見えるけど、ぼくみたいな凡ぼん人じんには見えない。

　でも、ぼくにも幽霊の由宇が見えた。

　なぜか？　それは由宇が購入した放尿異能のおかげだ。

　由宇は滞在時間の三十九日分を費やして、一日に一度だけ放尿する能力を購入した。

　その異能でおしっこをする時だけは、普段は見えないハズの霊体が放尿という物理行為をすべく実体化して見えてしまう。

　ぼくが目にしたのは、その放尿作業の真っ最中だったわけで……ごめん。

「アタマが痛くなってきたよ……」

『なでなで』

　幽霊にアタマをなでなでされて気持ち良かったのは秘密で、さらにアタマが痛くなる余談だけど、さっき由宇が行っていたのは膀ぼう胱こう内の尿を分ぶん割かつ放出することで一回分の放尿量で複数回の快楽を味わえる「水みな大蛇おろち」という奥おう義ぎらしいけど興味ない。

「ところで、由宇はいつまで現世に滞在できるの？」

『八月三十一日が最終日ですね。今日は八月二十八日の夜なんで……えーと、あと』

「なんか、全然悲しそうじゃないよね」

『はい、運命ですから』

　あはは、と、無む邪じや気きに笑う。

　どうやら、彼女なりに自分の死を受け入れているらしい。

『消えゆく運命だからこそ、残りのおしっこは無駄にしたくないんです』

「それ、シリアスな表情で言うセリフじゃないから……」

　変態は変態なりに、残り少ない時間を過ごすそうだ。

『おはなしは変わりますけど、わたしって地縛霊だったんです』

「地縛霊とは？」

『土地や建物などに取り憑ついた幽霊です。死んだ場所に憑くことが多いそうですね』

「由宇が死んだ場所というと？」

『交通事故の現場です』

　そうだった。

　生前の白瀬由宇は、学校付近の道路で起きたひき逃にげ事故で亡くなっていた。

『あの日、交通事故の現場で──わたしは警察が現場検証する光景を眺めていました。お巡まわりさんの会話を盗ぬすみ聞きして、自分の名前と自分が死んだらしいことを知りました』

「自分の名前を盗み聞きして？」

『はい。わたし、事故以前の記き憶おくがないんです』

　由宇は記憶喪そう失しつの幽ゆう霊れいらしい。

　死ぬ時に強く頭を打ったのが原因かもしれないが、詳しよう細さいは不明とのこと。

　記憶喪失といえど、思い出せないのは自分のことだけ。好きなアイスの味や、チョコミントへの憎ぞう悪おは覚えている。

　話がややこしくなってきたと思ったら、

『死後のわたしに残っていたのは、水中放尿への熱い想おもいだけでした。だからですね、死神さんの説明を受けた後は、自然と近くのプールにフワフワと引き寄せられて、気づいたらそこに縛しばられて移動できなくなっちゃったんです、えへっ☆』

「そして、ぼくに取り憑いたと？」

『はいっ！　不ふつ束つか者ものですが、残り少ない余生にお憑き合い下さい！』

「言い回しがホラーで怖いよ!?」

　笑え顔がおで楽しげな由宇を眺めていたら、シリアスな悩なやみはどうでも良くなった。

　けど、

「由宇、これも何かの縁えんだから」

『もしかして、わたしに協力してくれるんですか？』

「うん。由宇に取り憑かれたのも何かの縁だし、できることなら何でもするよ」

『なら、ひとつだけお願いします』

　由宇は真しん剣けんな眼まな差ざしで、ぼくを見み据すえてくる。

　きっと彼女は望むだろう。

　自分をひき逃げした犯人が、相応の報むくいを受けることを。

『明日の夜も学校に行って下さい！　わたし、また水中放尿がしたいです！』

　ぼくは、その場でずっコケた。

　だって普通は許せないよねっ!?　ひき逃げされて死んだら怒おこるよねっ!?

　無関係のぼくですら、正義感から怒いかりを覚えてるのに。

『いいですか、水中放尿の始まりは第二次大戦に遡さかのぼります。軍ぐん艦かんに乗艦していた兵隊さんが、艦を撃げき沈ちんされて冷たい海に投げ出されました。彼は漂ひよう流りゆう中に尿意を覚えて海の中で放尿したんです。それが温かくて気持ち良い……その兵隊さんは一度の放尿で快感を失うのが勿もつ体たいなくて、おしっこを二回に分けて放ちました。分割放尿の始まりです』

「へー、そうなんだ……」

　由宇の熱弁は、ぼくが自宅に到とう着ちやくするまで続いた。








八月二十九日
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　窓辺で、チュンチュン小鳥が鳴いていた。

　夏の日差しが部屋に差し込んで、まぶたを開けてウェイクアップ。

「ん……朝みたい」

　昨晩はひどい目にあったよ。濡ぬれた服で家に到着してお風ふ呂ろに入ったら由宇に裸はだかを見られて……ワザと覗のぞいたと思う。トイレで用を足してたら、ドアからヌゥーと由宇の顔がすり抜ぬけてきて、恨めしそうな表情で『貴重なおしっこがぁ……』と。

「……ひどい一日だったね」

　昨日を振ふり返って、プチ鬱うつモードの朝八時。

　ベッドから身を起こして、乱れた布ふ団とんに手をやると、

　──むにゅ。




　なにか、柔やわらかい物に触ふれた。

　寝ねぼけた頭でペタペタすると、フワッと髪かみの毛の感かん触しよくがした。

　布団の中には、

『くぅー、くぅー』

　キュートな寝息を立てながら、幸せそうに眠ねむる半はん透とう明めいな美少女。

　由宇に憑かれたぼくは、由宇が見えるし、声が聞こえるし、肌はだに触れることもできる。

「幽霊も寝るんだね……」

『くかぁー、すやぁー、むにゃ？』

「永えい眠みんしたのに寝ぼけるのはどうかと思うんだ。あと朝だから起きようよ」

　言い終わってから「幽霊は夜が活動時間だから朝は寝かしておくべき？」か悩んだけど、脳内会議の結論は「どうでもいい」だった。

『みゅふぅ……おはむにゃごにゃ……すぅーすぅー』

「まだ、半分寝てるみたいだね」

『ふわぁぁ……不慣れな枕まくらで寝ね違ちがえちゃって、首がアイタタッ……すぅーすぅー』

「セリフの途と中ちゆうで落ちないで」

　幽霊が首を寝違えたのは、もはやツッコミを入れる気も起きない。

　それより、ぼくが置かれている状じよう況きようがヤバい。

　由宇は、夢の世界に半分トリップ。

　まだ寝ぼけているのか、ぼくを抱だき枕と勘かん違ちがいしている。

　その状況を、わかりやすく説明すると、

「ぼくは、ベッドの上でスクール水着の美少女に抱き憑かれている……」

　女の子らしい膨ふくらみの感触があった。

　剝むき出しの太ももは、言葉では表現できない手て触ざわり。

　スク水のマットな質感もたまらない。

　そして、健全な男子には抗あらがうことのできない、朝の生理現象があるわけで。

　平たく言えば、ぼくの息子ジヨニーは起立しているわけで。

（仏ぶつ説せつ摩ま訶か般はん若にや波は羅ら蜜みつ多た心しん経ぎよう……）

　顔はクールに冷静に、心の中では般若心経。

　意思と別回路で荒あらぶる呪じゆ槍そうを収めるべく、脳内で「母親の全ぜん裸ら」を妄もう想そうする。

「ふぅ、ピンチを切り抜けた……」

『ふみゃっ……あ』

　目覚めた由宇が、状況に気づいた。

　半透明のほっぺが、スイッチを入れたみたいに赤くなる。

　恥はじらう幽霊は、ブツブツと言い訳っぽいことを漏もらすわけで。

『昨晩は、ずーと寝顔を眺ながめてて……』

「で？」

『そのうち飽あきて……』

「ふーん」

『ヒマでやることがなくて……だんだん、わたしも眠くなってきて』

「ぼくのベッドに潜もぐり込んだ？」

『てへっ☆』

　照れくさそうに笑う由宇は、ペロッとかわいく舌を出した。

「由宇、これからの予定だけど」

『夜はプールでおしっこ。それだけを守ってくれるならオールオッケーです』

「分かったよ。キミが筋金入りの変態だってことが……」

『きゃはっ☆　もう手て遅おくれなんですぅ♪』

「悪口をポジティブに肯こう定ていしないで欲しいな……ぼくは用事があるから学校に行くけど」

『了りよう解かいしました、アイアイサ！　わたしはどこまでもお憑き合いします！』

「そのホラーな言い回し、マジでやめてっ!?」
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　夏休みも終わりに近い、憂ゆう鬱うつな八月二十九日。

　炎えん天てん下かの道路を歩いていると、木こ陰かげで寝そべる黒くろ猫ねこが目にとまる。

　暇ひまそうにこちらを眺める黒猫は「バカじゃにゃいの？」と言わんばかりに鳴いた。

「暑いよ……」

『涼すずしくしてあげましょうか？　ほら、わたし幽霊ですし』

「うん、お願い……」

『えーと、幽霊ってどうやって怖こわがらせればいいんでしょうか？　が、がぉー』

「由宇は頑がん張ばったよ」

『うぅぅぅぅぅぅぅ、うらめしやぁ……』

　涙なみだ目めで荒ぶるアホウドリのポーズをする幽霊に、生ぬるいため息をひとつ。

　由宇は誰だれとでも仲良くなれるタイプみたいで、気づけば自然と会話を交かわしている。

　生前の彼女は、ぼくと同じ高校に通う、同じ一年生だった。

　──だった。そう、過去形だ。

　この明るく元気な幽ゆう霊れいとは、クラスは違えど同じ高校の生徒同士だった。

　できれば、今とは別の形で知り合いになりたかった。

　その機会を永遠に奪うばったひき逃にげ犯を、ぼくは絶対に許せな

『留年！　痴ち漢かん冤えん罪ざい！　古い民家の日本人形！』

「その怖さはガチだよっ!?」

　現実的な恐きよう怖ふに冷や汗あせを流しながら、学校に向かって歩いていると、

「よぅ、ワトソン」

　顔見知りのイケメンに声をかけられて、暑さで溶とけそうな足を止める。

『鬼き畜ちく眼鏡めがね!?　キタコレですよ！』

　この変態幽霊、また変な単語だけは覚えてる。以前に同じクラスの女子が教えてくれたけど、鬼畜眼鏡とはメガネを掛かけたサディストなキャラ属性のことで、受けキャラを監かん禁きんしたり、調教したり、白い液体をぶっかけたりして、従順値や快楽値やアナル開発値のパラメーターを上げて純愛エンドを目指すらしいけど、アナル開発値ってなに!?

『……ゴクリっ』

　生なま唾つばを飲み込む由宇の瞳ひとみには、勤勉そうなメガネ野や郎ろうが映っていた。

　ぼくは、同じクラスの親友に話しかける。

「おはよう雷らい斗と。今日も鬼畜な眼鏡をしてるね」

「ワトソンこそ、今日も女と見み紛まがうかわいい顔をしてるな」

「うるさいよっ！」

　ぼくの顔つきを茶ちや化かす鬼畜眼鏡なイケメン男子。名前は「綾あやの小路こうじ雷斗」。校内ＤＱＮネーム四天王の一いち翼よくを担になう雷斗の実家は苗みよう字じのイメージ通りお金持ちで、大名屋や敷しきにルーツを持つ豪ごう邸ていのガレージには色とりどりの高級外車が何台も並んでいる。こう言うと嫌いや味みな金持ち野郎に思えてくるけど、雷斗はだれとでも分け隔へだてなく付き合う裏表のない性格をしたイケメンだから、人前で頻ひん繁ぱんに全裸になることを除けば人望が厚い。鬼畜眼鏡のアダ名が容姿の全すべてを表している雷斗は、執しつ事じの格好が似合いそうな露ろ出しゆつ癖へきのある変態貴公子だけど、何かと理由をつけて服を脱ぬぎ始める異常者なだけで、ノンケでもホイホイ喰くっちまうナウい体をした脱ぎグセのある男でも悪いヤツじゃなくて、わいせつ物陳ちん列れつ罪で何度も留置所に放ほうり込まれた露出男だけど、警察幹部や議員を務める親しん戚せきの権力で書類送検すらされずに釈しやく放ほうされる「俺なら人を殺しても無罪になるだろう」と豪語する反則野郎で、ようするに変質者だ。

　露出癖と権力チートの組み合わせがサイテーな雷斗と、通学路を歩きながら会話する。

「ワトソンは、夏休みに学校か？」

「うん、生徒会の活動でね。雷斗は部活？」

「水泳部の顧こ問もんが厳しくてな。毎日部活でまったく休みの気分がしない」

「でも、プールは夏しか使えないし」

「そうだな。俺も泳ぐのは嫌きらいでないから不満はない」

『わたしもプールが大好きですっ！』

「なんせプールは、合法的に裸体を晒さらせる。見てくれ」

「……それは？」

「最近購こう入にゆうしたビキニパンツだ。ケツの割れ目に食い込むデザインをしているだろ？」

『おふっ!?　めちゃんこセクシーな水着ですね!?』

「ブーメランだね……」

「ケツの割れ目にヒモが食い込むんだ。おかげで角度によっては穿はいてないように見える。後ろもすごいが前も素す晴ばらしいぞ。伸しん縮しゆく素材で形状が丸わかりだ」

『ドキドキっ……あとで見学に行きましょう！』

「また捕つかまっても知らないよ……」

「覚かく悟ごのうえだ」

「キリッと無む駄だにかっこ良く、軽犯罪を宣言しないで！」

「構わん。どんな罪を犯おかしても警視庁で大幹部をしている叔父おじの根回しで無罪になる」

「そんなの絶対おかしいよっ！」

『この人って面おも白しろいですねっ！　わたしと同じ匂においがします！』

　ぼくにしか聞こえない声で、同志の気配を察した由宇が賛辞を送る。

　雷斗は水泳部員で、忙いそがしいことに生徒会の副会長も務めている。

　ぼくも生徒会に所属してるけど、これは生徒会長の命令で仕方なくだ。

　その理由は、何を隠かくそう名前にある。

　──和わ藤とう尊たける。

　読み方によっては「ワトソン」と読めてしまうせいで、ぼくのアダ名は小学生の頃ころからずっとワトソンだ。そのアダ名が美少女天才ＪＫの名をほしいままにして、天上天下唯ゆい我が独どく尊そんの覇は者しやとしてわが校に君臨する名物生徒会長にバレてしまい、上から目線で「いい名前だ。気に入った、私の助手にしてやろう」と命令されて、気づいたら生徒会メンバーにさせられて。

「貴様も苦労してるな」

「まあね」

　二人で校門を抜ぬけて、プールと校舎で行き先が分かれる。

「じゃあ、部活頑張ってね」

「生徒会活動を疎おろそかにしてすまない。夏の間は脱ぐことを優先させて貰もらう」

『ライトさん！　部活、頑張って下さいね！』

　古風でストイックで脱ぐと筋肉モリモリのマッチョマンは、プールに歩いて行った。

　水泳部のエースは、きっと知らないだろう。

　キミが毎日浸つかっているプールに、女の子のおしっこが混ざってることを。

　ぼくは、生徒会長に会うべく校舎に向かう。

『理科室の水道って、どこも勢いが凄すごくないですか？』

「あれ、なんでだろうね？」

　浮ういてる少女と、ゆるふわな会話をしながら。

　ぼくは、これまでに判明した由宇の基本ルールを思い返す。

　幽霊の由宇は、他人には見えない、声も聞こえない、ぼくの心の声は聞けない。

　だから雷斗と会話していた時も、由宇の発言はスルーしていた。

　人前で由宇と会話したら、見えない人と会話する、危ない人にしか見えないしね。

　あと由宇は、ぼくから一メートルぐらいしか離はなれられない。

　壁かべとか障害物を通り抜けることができる。

　寝ねれる、寝ぼける、寝ね違ちがえる、ｅｔｃ．

　そんなことを考えていたら、




「おはよう。合法の異名を持ち子供料金を自在に操あやつる高潔なるロリでお馴な染じみ、幼女な見た目に毒どく舌ぜつキュートな天才生徒会長こと、四よつ谷や愛あいだ」




　聞き慣れたロリボイスは、ぼくの足元から聞こえてきた。

　いつものように、視線を下にやると、

『……女子小学生？』

「会長は、いつ見ても高校生とは思えませんね」

　由宇が小学生と勘かん違ちがいするぐらい、背の低い美少女がいた。

　彼女の名前は「四谷愛」。

　女子児童に見える天使の容姿と、悪あく魔まみたいに狡こう猾かつな頭脳の持ち主だ。

　腰こしまであるツインテールを揺ゆらす会長は、かわいい八や重え歯ばをむき出しにして笑う。

　アホ毛がぴょこんと、夏のそよ風に揺れていた。

　幼女でツインテールでアホ毛の生徒会長は、上から目線で下から話しかけてくる。

「ワトソン君が望むなら、お兄ちゃん☆と呼んでやってもいいぞ」

「やめて下さい。世せ間けん体ていが悪くなります」

　顎あごを引かないと目線が合わせられないロリな先せん輩ぱいに、苦言をポツリ。

　このロリはロクでもないロックな性格の幼女で、次の行動が読めないから怖い。

　真夏だというのに寒気を感じたぼくに、会長は愉たのしげに言うのだ。

「いいかね。キミは私の幼児体型を見下すが、じつはツルペタな体は需じゆ要ようが高いのだよ。なにせ非合法だからな。ワトソン君もロリが好きだろ？」

「小学生は守しゆ備び範はん囲い外がいです」

「ならば、私と守備練習をしようじゃないか」

「会長と練習したら、おまわりさんに捕まりますよ」

「たまには火遊びも悪くないぞ？　あとワトソン君、携けい帯たいの充じゆう電でんはこまめに頼たのむ」

「電源が切れたというより、水すい没ぼつ事故で殉じゆん職しよくしたんです」

　昨晩プールに飛び込んだ時、ポケットの中の携帯は壊こわれていた。

「ふむ……水没事故は残念だったな。ところで夜のプールでドキドキ☆幽霊調査は」

「あー。何も出ませんでした。ガセですね」

『ガセじゃないですよぉ！』
















　ぼくにしか聞こえない声で抗こう議ぎする半はん透とう明めいさんは、完全スルーで放置決定。

　会長の前で由宇と会話したら、見えない人とお喋しやべりしている危ない人になってしまう。

　由宇について相談したくもあるけど、さすがに心霊現象を信じろは無理っぽいし。

「ふむ」

　身長と胸のサイズが女子小学生の会長はロリフェイスを悩なやましげに曇くもらせた。

　これは何かを企たくらんでいる顔だ。会長がたまに見せるシリアスな思案顔が「ニヤッ」と歪ゆがむと、この世界に新たな会長被ひ害がい者しやが生まれる。

「ガセか。クククッ」

　会長のロリ顔が、ニヤッと歪んでしまった。

　感情が昂たかぶると動き出すアホ毛も、頭頂部でぴょこぴょこ跳はねまくっている。

　もう、嫌な予感しかしない。

　ぼくが通う高校の生徒会長にして、校内一の変人で有名な彼女は、いつもマイペースだから困る。昨日も突とつ然ぜん電話がきて「やあ。見た目はＪＳ[image: →]ＨなドＭでお馴染み、本名でググるとＡＶ女優が出てくる美少女アイドルこと四谷愛だ。和藤尊と書いてワトソンと読むキミは、夜のプールの怪かい談だんを知ってるかね？」と切り出され、二分後には「今晩中に真しん偽ぎを確かめてこい」だった。人使いが荒あらいにも程ほどがある。

　おもしろキャラの登場に、由宇が瞳キラキラ、心ウキウキに問いかけてきた。

『この小学生さん、誰だれですかぁ？』

「活動内容がバーリトゥードで、常識がフリーダムな生徒会長」

『なるへそですっ』

「どうした、ワトソン君？」

「以上で報告は終わります。ぼくは帰ってよろしいでしょうか？」

『えー。面白そうなんで、もっと絡からみましょうよ』

「会長に絡まれると疲つかれるんです。ただでさえぼくは憑つかれてるのに」

『だれうまｒｙ』

「待ちたまえ。いくつか質問がある」

「どうぞ」

『わくわく』

「キミは携帯が水没したと言うが、プールに電話を落としたのかね？」

「はい。プールの水面を覗のぞきこんだら、胸ポケットから携帯電話が滑すべり落ちて」

「ワトソン君。いまキミは噓うそをついた」

『おぉ！』

「……なぜそう思うんですか？」

「日頃の観察の賜たまものだよ。私はワトソン君を常日頃から観察して記き憶おくしているが、キミが胸ポケットに携帯電話を入れるのを見たことがない。なのにワトソン君は胸ポケットに携帯電話を入れたと証言した。あやしい。実にあやしいな。だから私はこう推理したのだ。携帯電話がプールに落ちたと噓をついている、と」

『わをぉ！　この小さな生徒会長さん、凄いですね！』

「会長は体が小さいくせに態度だけは大きいですね。ナチュラルにストーカー行こう為いを告白できる図太さとか……」

「ふふふ、私はいつもワトソン君を見ているし、常にワトソン君の近くに潜ひそんでいるぞ」

『こわっ!?　でも見事な推理です！』

「幽ゆう霊れいもビビりそうな、ストーカー発言はやめて下さい……」

　半透明なスク水ゴーストが、ロリな会長の推理にパチパチと拍はく手しゆする。

　楽しそうな由宇を横目で見ながら、

（由宇が拍手する音って、ぼく以外にも聞こえるのかな？）

　どうでもいいことを考えるけど、会長の反応を見ている限りだと聞こえないらしい。

　あらためて、由宇のデタラメな存在に頭痛がしてくる。

「やめてください。会長みたいな女子小学生に手を出したら、ぼくの人生が終わります」

「そして始まる、私とワトソン君の堕だ落らくした欲望の日々が」

「始まりません」

「それは残念だ。日頃のイメージトレーニングの成果が発揮できると思ったのだが」

『ドキドキ……どんなイメトレでしょう？　ねえ、聞いてみてくださいよ！』

「そろそろ推理に話題を戻もどして下さい……」

「ならば推理を続けよう。ワトソン君は噓をついている。携帯電話が壊れたのは事実だろう。しかし、ワトソン君はプールに携帯を落としたと噓をついた。なぜか？　なにか私に説明したくない理由で携帯を壊したからではないか？　たとえばプールに携帯電話を落としたのではなく、携帯を持ったままプールに転落したとか」

『をぉ！　凄いです、この小学生さんカリスマです！』

「会長はカリスマというよりペテン師ですね。どんな言いがかりですか？」

「私が推理に至ったのには根こん拠きよがあるぞ。それはキミの靴くつだ。今日のワトソン君はいつもと違う靴を履はいている。なぜだ？　キミはおしゃれに関心ゼロで、飽あきもせず同じ靴を履き続ける男だ。うむ。同じ靴ばかりを履く男子は珍めずらしくない。だが今日のキミは違う靴を履いている。そして携帯電話の水没事故だ。これは推測だが、いつもの靴は濡ぬれて履けなかったのでは？　それゆえに仕方なくいつもとは別の靴を履いて登校した。携帯の水没と靴くつ濡ぬれが同時に起きる状じよう況きようを考察すると、ワトソン君がズボンのポケットに携帯電話を入れたままプールに落ちたと推理できるのだ」

『きゃぁぁ！　この小学生の生徒会長さん、ドラマの名めい探たん偵ていみたいです！』

「会長は正義の為ために働く名探偵じゃなくて、金の為に他人の弱みを探さぐるタイプの探偵ですよね……プールに落ちたのが恥はずか……」

「ならば問おう。なぜ、ワトソン君はプールに落ちたのかね？」

「足元が暗くて、足を滑らせて……」

「それも噓だ。転んでプールに落ちるなら、ワトソン君はプールサイドに立っていたことになる。しかし深夜のプールで幽霊を観察するのにプールサイドまで行く必要はない。少し離れた場所で見るのが普ふ通つうだ。正直に話したまえ。昨晩プールで体験したことを」

『さぁ犯人さん！　名探偵に悪あがきして下さい！　じっちゃんの名にかけて！』

「……ぼくは犯人じゃない」

　由宇がはしゃいで、ぼくが冷や汗あせを流す。

　四谷愛──生徒会に君臨する支配者。

　学校一の天才にして、学校一の変人である彼女に、ぼくは一度も勝てた記憶がない。

　ニヤッと嗤わらう会長は、ぼくに探りを入れる口調で囁ささやいた。

「ところでワトソン君は、先ほどからだれと会話しているのだね？」

「それは……」

『わたしっ、わたしっ、オバケのっ、わたしですっ♪』

　由宇が楽しそうに自己アピール。

　頭を抱かかえたぼくを、幼女な先輩が「クククッ」と見み据すえていた。





〈４〉






「おっす。キュートでマッドでツインテールが似合うロリ生徒会長でお馴染み、朝顔の観察日記を『そして世界は闇やみに包まれた』で終わらせたことが自じ慢まんの美少女天才名探偵アイドル駆く逐ちく艦かんなのです！四谷愛だ。これまでのあらすじをおさらいしよう。夜のプールで幽霊調査を命じられたワトソン君は、幽霊の美少女──白瀬由宇に取り憑かれた疲れからか不幸にも黒くろ塗ぬりの高級車に追突してしまう。後輩をかばいすべての責任を負った三浦に対し、車の主で暴力団員の谷岡に言い渡わたされた示談の条件とは？」

『み、三浦さん、どうなっちゃうんでしょうかっ!?』

「前回のあらすじに、捏ねつ造ぞうをカットインさせるのはやめて下さい……」

　推理という名の尋じん問もんが続くこと、およそ二分。

　ぼくは、会長に全てを見み抜ぬかれていた。

　夜のプールで起きたことや、ところどころ不自然な、まるで目には見えない誰かに解説してるようなセリフについて、ネチネチと責められて……

「キミは本当に愉ゆ快かいなヤツだ。まさか幽霊調査で幽霊に憑かれるとはな」

『あーあ、バラしちゃっていいんですか？』

「由宇が構わないって言うから」

　校舎の廊ろう下かを、ぼくと会長は歩いている。

　限りなく透明に近い変態ゴーストは、ふわふわと空中に浮ういていた。

　ぼくと距きよ離りが離はなれると自然に引き寄せられるので、自分で移動しなくてもいいらしい。

『らくちんでーす』

「幽霊のクセに、怠なまけないで欲しいな……」

　重力から解放されて、アクロバティックな姿勢で浮ふ遊ゆうする幽霊にため息をひとつ。

　由宇はスクール水着姿だからいいけど、仮にスカートだったら大変だ。

　きっと見えてはいけない部分が見えまくっちゃう。

　だけど、スクール水着の肌はだに密着したデザインも捨てがたい。

　体のラインが丸わかりだし、特に小さめのおしりが描えがく曲線は中々で。

「ワトソン君は、今なにを考えているかね？」

「日本経済のあるべき未来と、理想の安全保障です」

「いや、キミが考えていたのは別のことだ」

『また推理が始まりましたぁ!?』

「ワトソン君、幽霊の由宇君はスクール水着を着ていると言っていたな？」

『イエス！　水の中でおしっこするなら、コレに限ります！』

「……ええ」

　頰ほおを流れる汗は、夏の熱気のせいだけじゃないだろう。

　ぼくは平静を装よそおいながら、空中でクルンっとムーンサルトする幽霊を眺ながめる。

　うん、すごくエッチぃよね。

　紺こんの布地で覆おおわれたスレンダーな体が、嫌いやでも目についちゃうよ。

　つんっと上向きのヒップとか、ぼくの男心を摑つかんでゲッチュでたまらない。

　ぼくが妄想世界イマジンワールドに浸ひたっていると、見た目がＪＳロリのＪＫ会長は問いかけてきた。

「ワトソン君は『パンツじゃないから恥はずかしくないもん』なる名言をご存じかね？」

「聞いたことだけなら……」

「なら話は早い。下着を見られると恥ずかしくても、水着やブルマなら見られても恥ずかしくない、思春期少女の複雑怪かい奇きな乙女おとめ心ごころをひとことで表現した理り屈くつだ。類るい似じ例としては『ビキニアーマーだから恥ずかしくないもん』や『パワードスーツだから恥ずかしくないもん』があるな」

「……アタマがオカシイですね」

「素す直なおなコメントに感謝しよう。ワトソン君の言うとおりだ。ラノベのヒロインが身につけるエロコスチュームは、布地面積から判断するに、それが魔ま法ほう少女のレオタードであろうと、超ちよう科学の生み出した女性だけが着られる戦せん闘とうスーツであろうと、形状も素肌の露ろ出しゆつ度どもパンツと等しいがゆえ、見られた女性は恥じらうべきである──が」

　そこまで言った四谷会長は、ぼくとその背後の見えざる存在を見据えながら言った。

「このミステリーに興味が湧わかないかねっ！」

『わたし、気になりますっ！』

「いいえ別にってゆーか、由宇の発言は色々とアウトだよ！」

「どうやら由宇君は気になるようだな。では、博識ロリータの私が教えてやろう」

　そう言いながら、会長はスカートをめくった。

　イチゴ柄がらのパンツが見えた。

　ロリで幼女な体の利点を知り尽つくして、狙ねらいに狙いまくったパンティーのチョイスだ。

　突とつ拍ぴよう子しもないことをした会長は、ニヤけた表情で問いかけてくる。

「どうだ。エロい気分になったかね？」

「いいえ。まったく」

「なぜだ？」

「女子小学生のパンツで興奮したら、手て遅おくれですから」

　うん。会長のパンツを見ても嬉うれしくないね。

　女子小学生のパンツなんて、あっ見えた。ほほえましい。程度の価値しかない。

　いや、一部の人にはたまらないんだろうけど。

　冷めた反応のぼくに、会長は不敵な笑えみを浮かべて言った。

「告白しよう。私こと四谷愛は週に三回ほど自じ慰い──平たく言えばオ◯ニーをしている」

「ぶっ!?」

『わふぅー!?』

　スカートをめくってパンツを見せる会長が、自慰告白したロリ！

　動どう揺ようするぼくに、会長は言葉を続けた。

「お兄ちゃん……あいは体が小さくてもね、オ◯ニーだってする大人なんだよぉ？」

　スカートをめくったままの会長は、うつむいて地面を見つめている。

　その表情は窺うかがえないが、ほんのり頰が桜色に染まっているのが分かった。

　スカートの裾すそを摑む指先も、プルプルと小刻みに震ふるえている。

　会長はまぶたをぎゅっと閉じて、唇くちびるもキュっと結んで。

「もぉ！　お兄ちゃんのエッチ！」

「──はッ!?」

「ふっ、どうやらガチロリ体型の私でも、ワトソン君を興奮させられるようだな」

「なぜですかっ!?　なぜぼくが、女子小学生のパンツごときに！」

「簡単なことだよ。キミたち男子が、女の子のパンツで欲情していないからだ」

『キタコレ！　始まりました！　解説パートです！』

「また会長はろくでもない推理を……どういうことですか？」

「考えてもみたまえ。ワトソン君は三角形の布切れを見るだけで欲情するかね？」

「いいえ」

「だろうな。一部の達人を除けばパンツそのものに興奮を覚える男は少ないはずだ。でも世の男子諸君は、女の子のパンツに欲情してしまう。なぜか？」

『わたし分かります！　女の子が穿いてるからエロいんです！　だって三角形の布切れで男の人が興奮するなら、こっちの業界でスタンダードな「額に付けるアレ」を見られて、怖こわがられずに興奮されるハズですからっ！』

「由宇の発言、すごく幽ゆう霊れい目線だね……」

「発言から推測するに、幽霊が額につける三角形の布の話題らしいな。あれの正式名めい称しようは『天てん冠かん』というらしいが、地域によっては『額ひたい烏え帽ぼ子し』や『髪かみ隠かくし』とも呼ばれていて、呼び名と同じく死に装しよう束ぞくとして身に着ける理由も地域や宗派によって様々だ。閻えん魔ま大だい王おう様に失礼のないようにするための正装だの、地じ獄ごくの祟たたりを逃のがれるためだの、生前の身分の高さを表す帽ぼう子しの名残なごりだの、ようするによく分かっていない。死者の額に三角形の布切れを付けるという常識だけが残っている。世の男性が女の子のパンツを見て興奮するのも同じだ。ワトソン君は性せい行こう為いのパートナーに適した女性のパンツを見ると興奮するという常識に縛しばられているに過ぎないのだよ。そうでもなければ、布地面積的には変わらないはずのビキニの水着を目にしても、パンツを見た時と同じ興奮が得られるハズだが」

「……確かに、パンツとビキニでは雲うん泥でいの差がありますね」

「そうだ。キミたち男子は、幽霊は怖い、不良は怖い、それらと変わらぬ本能と経験則で、パンツはエロい、見たら勃ぼつ起きもんと認にん識しきして、それに従って興奮しているに過ぎない。仮に男子諸君がパンツの装着場所と形状に興奮しているのであれば、思春期ボーイの股こ間かんは夏のプールの美少女を眺めるだけで大変なことになるはずだ。しかし鼻の下は伸のばしても、そこまではならない。ようするに女の子のパンツを見て興奮するのは本能に基もとづいての反応ではなく、文化や経験則で学んだ後天的な興奮なのだよ」

『知的な推理ですっ！』

「由宇が会長を褒ほめてますよ」

「そうか。ならばついでにレクチャーしてやろう。さっきワトソン君はロリで幼女な私のＪＳパンツを見たな」

「ええ。とても反応に困りました」

「エロかったかね？」

「いいえ。まったく」

「そうか。つまりワトソン君は私のパンツを見ても欲情しないということだ。悔くやしいな。私は涙なみだ目めだぞ。だから見た目が女子小学生の私は、体は小さくても性交の対象となる大人のＪＫであることを自慰告白によってアピールした。私こと四谷愛は性行為で快楽を得られる大人の女性である──という主張だな。その結果、ワトソン君はこれまで性の対象と認識していなかった私を『ヤレる』と認識してしまったのだ。さて、スクール水着姿の由宇君にアドバイスしよう。もし男性を誘ゆう惑わくしたいと思い立ったら、堂々と見せるのは下策だ。可能な限りチラ見せにとどめて、なおかつ見られたことを恥じらうのだ。それだけで『女の子の恥ずかしいモノを見た！』と、男の欲情スイッチを強制的に入れることができ、結果として自身を性対象と認識させられる」

『来世も女の子だったら、試ためしてみます！』

　両手で握にぎりこぶしを作って、何かを決心する美少女幽霊。

　もうヤダ、このノリのいいゴースト。

　しかし、

「会長には勝てませんよ……」

「ふふふ、ワトソン君をいともたやすく翻ほん弄ろうする老ろう獪かいロリータの私だが、ベッドの上ではキミに勝てないだろう」

『たしかに！　かわいいお顔には似合わず、立派なモノをお持ちですもんねっ！』

「お風ふ呂ろで見たモノは忘れてっ！」

『いやです！　あの世まで持っていきますっ！』

「ヘルプっ！」

「私には聞こえないが楽しそうで羨うらやましい。ところで幽霊の由宇君に伺うかがうが」

『なんですか？』

「なんですか？と、由宇は言ってます」

「君は本当に死んでいるのかね？」

『間ま違ちがいないと思います』

「間違いない──と、由宇は言ってますね」

「それは興味深い。実に興味深いぞ」

　由宇の声が聞こえない会長が、アホ毛を揺ゆらしながら思案している。

　ぼくみたいな凡ぼん人じんは、この規格外な幼女が何を考えているのか分からないよ。

　死んでいるのか？　そりゃあ幽霊なんだから死んでるだろうし。

　数秒ほど沈ちん黙もくしてから、会長は口を開いた。

「……まあいい。あとこれは確認しておきたい。幽霊の由宇君は、自分をひき逃にげした犯人に相応の報むくいを与あたえたいと思うかね？」

『……いいえ。わたしは残り少ない現世の時間を、復ふく讐しゆうよりも水中放ほう尿にように費ついやします』

「会長、コイツ駄だ目めです。この変態は真性で、もはや手遅れです」

「クククッ、復讐より水中放尿が優先と答えたようだな」

『およよっ!?　この小学生さん、もしかしてわたしの心が読めるんですかぁ!?』

「空気は読めないけどね」

「由宇君。私は超能力者ではない。状じよう況きようから人の思考を推理しているだけだ」

「会話の流れだけで由宇の発言を予測するだけでなくスラスラ疑問に答えられるなら、ぼくの通訳、もういらないですよね？」

「いや必要だ。由宇君が復讐を望まないのは分かった。だが、ここには犯人に制裁を望む人間がいる。そうだろ、ワトソン君」

「ええ」

　ロリな会長に問われて、ぼくは答える。

　たとえ由宇が乗り気でなくても、ぼくは許すことができない。

　人の未来を奪うばって、のうのうと生きてる奴やつを。

「犯人を、ぼくは許せません」

「私も同意見だ。そこで、幽霊の由宇君にひとつ協力して貰もらいたい。私とワトソン君は由宇君をひき逃げした犯人を捜さがす。もちろん由宇君の崇すう高こうな趣しゆ味みを邪じや魔ますることはない。むしろ積極的に協力させよう。なぁに遠えん慮りよはいらない。ワトソン君は私の奴ど隷れいだ。弱みはいくらでも握っているから、どんなアブノーマルなプレイにも従わせる」

「会長に質問ですけど、基本的人権と脅きよう迫はく罪ざいって知ってますか!?」

『あーあー、聞こえません』

「由宇には聞いてないよ！」

「あーあー、聞こえない」

「会長もかブルータス!?　というか、ぼくのアレ返して下さいよ！　ねぇ！」

「クククッ、アレをネット上に公開されたくなければ、私に奴隷のごとく従うがよい」

『アレって何ですか？』

「フフフ、人には言えないモノだよ」

『気になりますねぇ……ゴクリ』

「どうする、ワトソン君？　無む垢くで無邪気な由宇君に──」

「会長の会話予想スキルが底しれません……この国の正義は死んだか」

『わたしは死んだ（笑）』

「由宇のネタ、ブラックすぎて笑えないからっ！」
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『ここで、わたしは死んだんですね……』

　事故現場で、由宇は悲しげな口調で言った。

　ひき逃げ事件の現場は、学校の近くにある交差点だった。

　事故現場の電柱には、情報提供を呼びかける警察の看板が立てかけられている。






　『　平成28年８月24日、午後10時ごろ。

　　　自動車と自転車の交通事故が発生しました。

　　　心当たりの方、目もく撃げきした方は左記までご連れん絡らくください。




××警察署　』








　数日前に起きた事件は、まだ捜そう査さが終わっていないらしい。

　由宇が犠ぎ牲せいになったひき逃げ事件は、ネットでも小さくニュースになっていた。




××市でひき逃げ、女子高生が意識不明の重体




　８月24日、22時00分ごろ、××高校近くの交差点で××高校に通う自転車に乗っていた女子高生　白瀬由宇さん（16）がはねられ、頭を強く打って救急搬はん送そうされた。

　××署は、ひき逃げ事件として捜査している。

　犯人の手がかりはなく、××署は事件の目撃者に情報提供を呼びかけている。





　記事を眺ながめていると、怒いかりがこみ上げてくる。

　高校近くの交差点は夜になると暗いし、人通りの少ない直線道路だ。

　スピードを出しやすい道路だし、事故を起こした運転手も故意ではないハズ。

　だけど、犯人が事故を起こしてすぐ救急車を呼んでいれば、ぼくの後ろで悲しげな表情を浮うかべる由宇は助かったかもしれないんだ。

　なのに、由宇を轢ひいた犯人は逃げた。罪を恐おそれる気持ちは分からなくもない。

　でも、身勝手な言い訳は許されない。

「あなたのハートを武力でゲッチュ！　スカートの奥はノーガード戦法でお馴な染じみ、大人のレディーを夢見て日々妄もう想そうと一人遊びに励はげむ美少女アイドルこと、四谷愛だ」

「会長、改めて実感しました。犯人を許せないって」

「私も同感だ。由宇君をひき逃げした犯人を思うと、誰だれしもが持つ正義の心がメラメラ燃えてくる。だがそれは由宇君を思ってではない。犯人を制裁して自分の感情を満たしたいと望む自己満足の欲求が生み出した感情だ。心理学的に分ぶん析せきすれば、親しい人が死んで泣く人間は、親しい人が死んで悲しんでいる自分が可哀かわい想そうで泣いているに過ぎないのだ」

「たとえおせっかいでも、ぼくはやり遂とげたいと思います」

「それでこそワトソン君だ。我われ々われの自己満足が由宇君の無念を少しでも晴らすのなら」

「はい。徹てつ底てい的にやりましょう」

『えー、そんなことより、水中放尿に余力の全すべてを注ぎましょうよぉ～』

「変態……じゃなくて、由宇も協力すると言ってくれています」

『わたしの発言を捏ねつ造ぞうしないで下さい！』

　由宇が抗こう議ぎしてくるけど、いまは無視するのが正解だと思う。

　それより、

「由宇は、自分をひき逃げした犯人を恨うらんでないの？」

『はい、覚えてませんからぁ♪』

「……会長。ぼくたちの手で、絶対にひき逃げ犯を捕つかまえましょう」

『聞かなかったことにされたっ!?』

「そうか。なら早さつ速そくだが、由宇君が事故当時のことで覚えていることを教えてくれ」

『ぶーぶー。犯人さんに迫せまるとかあぶないですよ……覚えているのは』

　記き憶おく喪そう失しつの幽ゆう霊れい、由宇が覚えていること。

　期待してなかったけど、役立つ証言は得られなかった。

　ニンジャが死すべきことや、コナミコマンドは覚えていても、事故が起きた当時の状況や、自分のことに関しては何も覚えていないらしい。死ぬ間ま際ぎわにアタマを強く打ったせいか、自分の名前さえ忘れてしまって、警官の立ち話を盗ぬすみ聞きして知ったぐらいだ。

「なるほど。さすがの私もお手上げだな」

「警察に任せますか？」

「それが最善であろう。我々が幽霊の由宇君から情報を引き出せるのは犯罪捜査においてチートに等しいが」

『役立たずで、ごめんなさい……』

「由宇は悪くないよ」

「安心したまえ。日本の警察は優ゆう秀しゆうだ。犯人が捕まるのは時間の問題であろう。私も独自に調査は続けるが、由宇君はワトソン君と自身の趣味を優先してくれ」

『もちのロンロン！　今夜もプールでおしっこです！』

「会長、こいつは手て遅おくれです……」

　ぼくが呆あきれていると、白と黒のツートンカラーの車が走ってきた。

　パトカーだ。

　警察車両は近くに停車する。警官が降りてくる。

　針金で電柱に括くくりつけられた、事故の情報提供を呼びかける看板を回収──っ!?

「それ撤てつ去きよしちゃうんですか!?」

「そうだけど？」

　おしゃべりな警察官は、ぼくが聞きたかったことを勝手に答えてくれる。

「事故が起きた日にね、隣となり町まちで飲酒運転の白い軽トラックがセルフのガソリンスタンドに突つっ込む死亡事故が起きたんだよ。運転手は身寄りのない老人で、この人がひき逃げの犯人と判明したのさ」

「なっ!?」

「つまり事件解決。もう情報提供はいらないのさ」

「そ、そんな……」

　由宇をひき逃げした犯人は、すでに死んでいた。

　自じ業ごう自じ得とくで亡なくなった犯人に、由宇を殺した罪を償つぐなわせることはできない。

『あら。ご冥めい福ふくをお祈いのりしますね』

　由宇は他人ひと事ごとみたいに言ってるけど、少しは怒おこったりしないの!?

　ぼくは、警察官に話しかけた。

「ひどい事件ですね……きっと被ひ害がい者しやの女子高生は怒ってるでしょう……」

『怒ってませんよ。ほら、記憶喪失で覚えてませんしｗ』

「まったく、やるせない事故だったね」

　看板を回収した警察官は、ぼくとの会話を切り上げてパトカーに乗り込こもうとして、

「待て」

　押し黙だまって話を聞いていた、会長が声を上げた。

「そこの公僕。私だ。ぼくと契けい約やくして淫いん行こう条例に違い反はんしようよ！でお馴染み、駅前のランジェリーショップでブラジャーを買い求めたら店員に『まだ早いかな？』と笑われて涙なみだ目めの美少女アイドルこと四谷愛だ。日本の警察の捜査能力の高さは存じている。だが、事故が発生してから数日で捜査打ち切りは尚しよう早そうでないか？」

「お嬢じようちゃん。なぜだい？」

「どのような根こん拠きよがあるかは知らぬが、百パーセント確実に老人がひき逃にげ事件の犯人であるとは限らんだろう。取り調べによる自白が得られない容疑者死亡の案件ならばなおさらだ。事故の目撃者から証言を集めて、容疑の信ぴょう性を確固たるものにするハズだ。日本の警察が度たび重かさなる誤認と証しよう拠こ不十分に起因する事件未解決の苦い記憶から、従来の取り調べによる供述の重視から、裁判で強さを見せる客観証拠の収集を重視するよう姿勢を転てん換かんしたとはいえ、目撃者の証言は今も大事な捜査情報だ。事故が起きて数日しか経過していないのに、捜査を打ち切るのは不自然ではないか？」

「でも、確かな証拠が見つかったから、捜査を打ち切ったんだろ？」

「ガソリンスタンドの事件はニュースでも流れていた。悲ひ惨さんな事故だった。犠ぎ牲せい者しやが運転手の老人だけで済んだのが幸運と感じられるほどの惨状で、火災に巻き込まれた軽トラは原形を留とどめていなかったと近きん隣りん住民がテレビ番組で証言していた。さて、私は疑問に思うのだ。原形を留めぬほど焼けただれた車から、ひき逃げ事件の科学的な証拠を十分採取できるのかと。見たところでは現場の道路にブレーキの痕こん跡せきはない。となると、衝しよう突とつで生じた車体の破は片へんや剝はく離りした塗と料りようが事件解決の重大な証拠になるだろうが」

「そこらの事情は上だけが知ってることだから、現場のお巡まわりさんには分からないね」

「だろうな。引き止めて悪かった」

　パトカーに乗り込んだ警察官は、そのまま走り去っていった。

　それを見送りながら、会長は呟つぶやく。

「ワトソン君。この事件、なんとも言えない怪あやしさを感じるな」

「ええ、プンプンと匂においますね」

　事故が起きた交差点で、ぼくは胸の高鳴りを覚えていた。

　由宇をひき逃げした犯人は、本当に飲酒運転の末に死亡した老人なのか？

『幽霊の家政婦は見た！　わたしを殺した犯人はだれでしょう!?　ひき逃げから始まる事件は新たな局面に！　犠牲者の女子高生（16）も大絶賛！　驚きよう愕がくの事件から目が離はなせません！　大好評の水中放ほう尿にようも要チェックです、チェケダン☆』

「こんのぉ……っ」

　シリアスと死ぬほど相あい性しようが悪いというか、すでに死んでる幽霊にイライラ。

　なにこの明るい幽霊……ッ。
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『廊ろう下かに浮いてると、懐なつかしくなってきます』

　能天気な幽霊を引き連れて、ぼくと会長は学校の廊下を歩いていた。

『まあ、記憶喪失なんで覚えてませんけどｗ』

　この学校に通っていた由宇は、興味深げに校内を見学していた。

　体育館の領地争いに負けたバドミントン部が廊下で筋トレする光景を見ながら『短パンからはみ出てます！　ほら、半ズボンの隙すき間まから見えてる！』興奮したり、防具から異い臭しゆうを放つ剣けん道どう部員を眺めながら『途と中ちゆうでおしっこしたくなったらどうするんでしょう？　女の子がスクール水着を着てる時は』男が知らないトイレ事情を解説してくれたり、教頭先生が校舎の裏で野の良ら猫ねこにエサ皿を差し出したら猫パンチで皿ごとひっくり返されて『次は高級猫ねこ缶かんで再チャレンジです！』エールを送ったり、明るく元気な背後霊だった。

「逮たい捕ほ覚かく悟ごでロリキャッチ☆　盆ぼん踊おどりで性の悦よろこびを知ったことでお馴染み、スマフォに『お菓か子したべたい』と入力したら『犯おかしたい放題』と予測変へん換かんされる美少女アイドルこと四谷愛が、これまでのあらすじをおさらいしよう。事故現場に向かった我々は、由宇君をひき逃げした犯人がすでに死亡していたことを知る。あまりに唐とう突とつな事件の幕引きに疑問を覚えたワトソン君は、不幸にも黒くろ塗ぬりの高級車に追突してしまう。後こう輩はいをかばい全ての責任を負った三浦に対し、車の主で暴力団員の谷岡に言い渡わたされた示談の条件とは？」

『このあと二人は男性同士でエッチな……きゃっ』

「捏造カットインは勘かん弁べんして下さい。つーか、三浦と谷岡って誰ですか？」

「詳くわしい説明が必要かね？」

「結構です。また知らない方が良かった知識が増えそうなので……」

『えー、わたし気になります』

「なら、由宇君に説明してやろう。真夏の夜の淫──」

「幽霊に変なことを教えないで下さい！　あと会長って由宇の声が聞こえてますよね!?」

「聞こえていないぞ。私の類たぐいまれな推理力を駆く使しして、由宇君がどのような反応をするか推測しているだけだ」

「なにこの超ちよう人じんロリ……」

「もっと褒ほめてくれたまえ。私の妄想フレンド遊びで鍛きたえた」

「ストップ！　友達いなかった中学時代の暗い過去は心の引き出しにしまって下さい！」

「くっくっくっ……男の知らない全ぜん寮りよう制せいの女子校って、陰いん湿しつなんだぞ」

　会長の黒歴史が掘ほり起こされそうになって、ぼくは慌あわてて止めに入る。だって二度と聞きたくないもん。男のイメージだと百合ゆりの花が咲さき乱れる女子校の世界が、あんなにもドロドロと陰惨で人間関係の醜みにくさの全てを詰つめ込んだかのような地じ獄ごくだなんて……屋上滑なめらかスリム事件とか、聞くだけで吐はき気けがしたよ。

　ぼくたちは、廊下で雑談に励はげむ。

「やっぱ死神って、骸がい骨こつで大おお鎌がまとか持ってたりするの？」

『漫まん画がの読み過ぎです。黒くろ髪かみロングでクール系の和風美少女さんでしたよ』

「ふーん。会長、死神は黒髪ロングでクール系の和風美少女らしいです」

「死神らしくない。まるで明あけ美み君じゃないか」

『アケミ＝クン？』

「比ひ良ら坂さか明美。生徒会に所属する会計担当の女子だよ。ぼくと同じ一年生で」

「ワトソン君の幼なじみで」

『ラブコメっ!?』

「由宇は変なとこに反応しなくていいから。比良坂さんと、ぼくは」

「家が隣同士で、互たがいの部屋には屋根を伝って移動可能で、幼よう稚ち園えんからの幼なじみで」

『破は廉れん恥ちですっ！』

「今の説明のどこに、性的なモノを感じたのっ!?」

『もしや婚こん約やく済みだったり!?』

「質問に質問を返すのはやめてっ！」

　歩きながら無む駄だ話で盛り上がっていると、目的地の生徒会室に到とう着ちやく。

　ドアを開けると、部屋の中に先客がいた。

（しゃっしゃっ）

　窓から差し込む陽光に照らされながら、比良坂さんはナイフを研といでいた。

　和風な容姿の比良坂さんは、いつ見ても綺き麗れいだと思う。

　腰こしまで伸のびた黒髪は艶つややかで、清せい楚そで可か憐れんな大和やまと撫子なでしこの風ふ情ぜいがある。

　長い睫まつ毛げの黒い瞳ひとみは切れ長で、キリッと凜り々りしい雰ふん囲い気きとベストマッチ。

　趣しゆ味みの刃は物もの収集はノーコメントだけど、容姿だけなら深窓の令れい嬢じようといった感じ。

　見た目だけなら、華か族ぞくや皇族の子女でも通用しそう。

　ぼくと同じ庶しよ民みんで、通とおり魔ま事件が起きるたびにドキッとする幼おさな馴な染じみに挨あい拶さつする。

「おはよう。また新しいナイフを調達したんだね」

「ロシア製のダイバーナイフよ。素材はチタン合金。海水に浸つかる環かん境きようで使用されるダイバーナイフの多くは腐ふ食しよくに強いステンレスが素材に選ばれるの。多くのステンレスは硬かたさでチタン系合金より優すぐれてるから。でも、海軍の潜せん水すい部隊は任務に海中の磁気機き雷らいの除去といった作業が含ふくまれるでしょ？　だから刀身に磁気を帯びない非鉄金属の中で比ひ較かく的てき刃物としての特性が優れたチタン合金が選ばれるの。チタン合金は熱処理で、[image: α]、[image: β]、[image: α]‐[image: β]と三種類に大別されるけど、ナイフの素材に適しているのは、最も高い強度が得られる[image: β]合金。最も硬いと言ってもＨＲＣは47前後だから、ＨＲＣが50から70ぐらいのステンレス鋼に比べるとだいぶ劣おとるわね。あたしはチタン製の刃物は好きじゃないけ──」

「あ。もう結構です」

　マニアの誰だれも聞いてない話は、この場のみんなが聞き流しモード。

　ナイフを熱く語れて、満足したのか。

　無表情で凶きよう器きを研いでいた比良坂さんは、砥と石いしに固定した視線をあげて。

『あっ。先日はお世話になりました』

　幽ゆう霊れいの由宇は、比良坂さんにペコリとお辞じ儀ぎした。

　ピタッと、刃物撫子の動きが止まる。

　凜りんとした切れ長の瞳は、ぼくの背後を漂ただよう半はん透とう明めいさんに、釘くぎ付づけ。

　しばし沈ちん黙もく、そして。

「……和藤君。ちょっといいかしら？」

「うん」

「ここ数日、疲つかれやすくなったり、肩かたが重く感じたり、妙みような寒気を覚えてない？」

「だいぶ憑つかれてるね」

『だれうまっ！　ほら、わたしですよ！　覚えてますか？』

　幽霊の由宇が、背後ではしゃいでる。

　由宇が見えてる聞こえてる感じで、比良坂さんは肩を震ふるわせている。

　楽しげな由宇は、長い黒髪の先せん端たんをプルプルと震わせている比良坂さんに言った。

『あの時の死神さんですよね？　課金の際はお世話に──』

「和藤君ッ、後ろのアレ黙だまらせなさい！」

「どひぃっ!?」

　首筋にナイフを添そえられて、ぼくはホールドアップ。

　普ふ段だんはクールな比良坂さんが、端整なお顔をパニックで赤くしながら叫さけんだ。

「あたしが死神やってるのがバレたら、仕事をクビになっちゃうの！」

「へー、そうだったんだ」

「クククッ、そうだったのか」

『あーあ。自分から白状しちゃいましたね』

「…………」

　ヤバい。やっちまった。

　そう言わんばかりに、比良坂さんの顔が青ざめる。

　その手には、チタン合金製のナイフ。

　秘密を知っているのは、生徒会室にいるぼくたちだけで。

「…………」

　何かを決意した感じで、無表情にナイフの刀身を舌で舐なめる比良坂さん。

　もしかして、ぼくの幼なじみで刃物マニアの死神さん。

　目もく撃げき者しやを殺して、証しよう拠こ隠いん滅めつを決意してたり？
















「ヘルプ！」

「ごめんね。あたしも本当はこんなことしたくないけど……」

「だれか助けて！　由宇の仲間にされちゃう！」

『楽しいですよ？』

「そっちの世界に勧かん誘ゆうしないでっ！」

「じつはね、前からナイフ本来の使い方に興味があってね……」

「だったらフルーツカットに精を出そうよ！　会長、そろそろ助けて下さい！」

「クククッ、致いたし方かたない」

　アホ毛を回転させる会長は、ニヤッと嗤わらいながらそれを口にした。

「四谷愛が令れい呪じゆを以もつて命じる──アレをバラされたくなくばその場で平へい伏ふくせよ」

「……ッ!?」

　会長の声に反応して。

　比良坂さんの頰ほおが真っ赤に染まり、その場で土下座を始めた。

　黒髪の刃物撫子は、ナイフを床ゆかに置いた平伏姿勢で言う。

「四谷会長……なんでもします……だから、アレをバラすのだけは……」

「ならば、馬ば鹿かな真似まねを控ひかえるのだな」

「はい……」

「そしてこの場でぱんつを脱ぬいで、ワトソン君に匂においを嗅かがせるのだ」

「分かり……ました……っ」

「いや、比良坂さんはまぶたをぎゅっと閉じながらぱんつを脱がなくていいから……あと会長はそこまでにしといて下さい……つーか、令呪ってなんすか？」

「明美君にどんな命令でも従わせられる魔法の呪文で、使用回数は残り85回だな」

「和藤君……こ、これ……ぬ、脱ぎたての」

「いらないよ……」

　お顔を耳まで桜色に染めた比良坂さんが、体温が残るぱんつを差し出してくる。

　会長あくまはニタァと嗤い、まぶたを閉じて恥はじらう刃物マニアに問いかけた。

「では、死神の明美君に聞きたいのだが」

「……あはっ☆　四谷先せん輩ぱい、それなんのことですかぁ♪」

「キャラが壊こわれてるぞ？　先ほど自供したではないか。キミが死神で──」

「ナイフ大好き明美ちゃんっ♪　あれは冗じよう談だんっ♪　にっこにー☆」

「無理しなくていいよ」

『はい。クールなキャラが台無しです……』

「ぐぬぬ……で、でもぉ」

「四谷愛が令呪を以て重ねて命じる──明美君、アレをバラさ」

「[image: ][image: ]──ッ！　和藤君、これ嗅ぎなさいっ!!」

「もふごっ!?」

　暴走した比良坂さんが、脱ぎたてホカホカのぱんつを顔に押し付けてくる。

　その温かさはプライスレスで、気になる匂いはノーコメント！

　ニヤつく会長のアホ毛は、ぴょこぴょこと揺ゆれていた。
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「ひっぐ……どうが、ごのごとはご内密に……」

　ぱんつを返へん却きやくしてから、数分が経過して。

　会長による、涙なみだ目めな比良坂さんへの尋じん問もんは終しゆう盤ばんを迎むかえていた。

「[image: ]だしにば……[image: ]金が必要だっだんでずぅ……」

　比良坂さんの供述によると、非正規雇こ用ようの死神は生きた人間から選ばれるらしい。

　以前に由宇が教えてくれた死神の人手不足が云うん々ぬんの関係で、視みえる人をスカウトして安いコストでこき使えるアルバイトに採用してるそうだ。

「死神をクビになっだら……研修費が自腹になっちゃうがら……」

　死神になるには、厳しい試験に合格する必要がある。

　採用試験の受験者には教科書代や実技試験の受講費用が条件付きで支給されるけど、この借金は死神業務を三年間務めないと免めん除じよされない鬼き畜ちく仕様だ。死神になりたての比良坂さんは職務規定に違い反はんして仕事をクビになると採用試験にかかった数千万円もの負ふ債さいを背負ってしまう。詐さ欺ぎというか奴ど隷れい契けい約やくに近いかもしれない。

「だがら……ひっぐ」

「明美君。安心したまえ。私は味方だ。秘密をバラしたりはしない」

　もちろん、脅きよう迫はく材料には活用するけど。

　いつも厳しい会長は、ガチ泣きしている比良坂さんに優やさしく語りかける。

「明美君は悪くない。大だい丈じよう夫ぶだ。怯おびえることはない。私を信じるのだ」

「ひぇっぐ……四谷先輩ぃぃ」

　会長の薄うすっぺらい胸に抱だきついて、わんわんと泣きじゃくる比良坂さん。

　これっていわゆる洗脳成功だよね？　だれかが追い詰つめられた時に会長が優しくなる現象って、洗脳とかマインドコントロールの手法のひとつで、ピンチで判断能力が鈍にぶってる人間を狙ねらい撃うちして盲もう目もく的てきな信者に仕立てあげる心理テクニックの一種だよね？

　ぼくが寒気を感じている横で、会長の洗脳セミナーは続いていた。

「では、いくつか質問させてもらおう」

「ひっぐ……」

「明美君は、あの日の事故現場で由宇君に死後のルールを説明したのだな？」

「えっぐ……白瀬さんは初めてのケースで少々戸と惑まどいましたけど」

「そうか。ならば、事故発生直後の現場を見たな」

「……だめ。死神の職務規定で、業務中の情報には守秘義務があります」

「どんな些さ細さいなことでも構わない」

「不可です」

　どうやら、職務には忠実らしい。

　会長は両手のひらを天てん井じように向けて「やれやれ」とツインテールを揺らした。

「なら、諦あきらめるとしよう」

「……申し訳ありません。あたしも白瀬さんの力になりたいのですが……」

『無理しなくていいですよ』

「比良坂さんにも立場があるもんね」

「ごめんね……」

　比良坂さんは、悔くやしげな口調で言った。

　何かを言いたそうに、奥歯を嚙かみ締しめている。

　きっと、事件の解決につながる情報を知っている。

　でも、死神の職務規定のせいで、なにも喋しやべることができない。

　それは、すごく辛つらいと思う。

　まあ、

『わたしは夜のプールでおしっこができれば、それで構いませんからっ♪』

「これは初めてのケースだよね……」

「まだ経験は浅いけど、あんな課金を要求されるのは、最初で最後だと思うわ……」

『てへっ☆』

　由宇がペロッと舌を出して、ぼくらはため息をついた。

「確かに、こんなお願いは前ぜん代だい未み聞もんだよね」

「……死者の課金とお願いは違ちがうの。課金は滞たい在ざい時間を代だい償しように起こせる奇き跡せきで、お願いは個人的な頼たのみごと。死神は職務規定で死者の要望に応こたえる行こう為いを禁じられてるわ」

「そうなんだ」

『お願い？　自宅のエッチなコレクションを家族にバレないように始末とかですか？』

「由宇のたとえは、リアルすぎるよ!?」

「それ系は多いわね」

「あるんだ!?　死後のそれ系の問題は重大なんだ!?」

「ええ。日記の処分とか、遺ゆい言ごんを頼まれたり、白瀬さんも……やめておきましょう」

　比良坂さんは、なにかを口に出そうとして思い留とどまった。

　きっと、職務規定で言えないことがあるんだろう。

　うん、いつもの比良坂さんだ。

「比良坂さんは、やっぱり真ま面じ目めなんだね」

「和藤君も正義感の強さは変わらないのね。見ず知らずの女の子にちょっかい出す癖くせも」

『女の子がジト目で嫉しつ妬と!?　幼なじみ同士っぽい会話、キタコレです!?』

　由宇が、ノリノリで割り込んでくる。

　それに反応したのは、幽ゆう霊れいの声が聞こえる幼なじみ。

　顔を限界まで赤くしながら、あたふたと手を振ふりつつ叫さけぶのだ。

「ちょっっ!?　白瀬さん！　そ、そういう誤解を招くような発言は控えてくれる!?　あたしと和藤君は、自宅が隣となり同どう士しなだけで……ッ！」

『将来の約束とかしてるんですよね？』

「してるわよ！　幼なじみ同士で結けつ婚こんを約束して、なにが悪いの！」

「なにそれ、ぼくは初耳だよっ!?」

「はぁ～!?　大事な約束なんだから覚えてなさいよ！　幼よう稚ち園えんの年長組の頃ころ、砂場であたしの妹、古こ都と美みと約束したじゃない！　大人になったら三人で暮らそうって！」

「それって何年前の約束っ!?」

「たったの11年16日と１時間33分前の約束よ！」

「日にちどころか時間単位で記き憶おくっ!?」

「幼稚園の砂場で、子供は合計６人って約束したじゃない！」

「合計ってなに!?」

「あたしと古都美、両方の子供を足した数に決まってんでしょ！」

『一夫多妻制っ!?　しかも姉し妹まいを独どく占せん!?　なにこれエロゲー、けしからんですたい！』

「由宇は興奮しないで！」

　暴走した比良坂さんは放置で、ぼくは事態の収束に励はげむ。

　でも、手て遅おくれだった。

『会長さん！　これは確定ですね！』

「由宇君の言うとおり、ワトソン君と明美君は」

『幼なじみで』

「バカップル」

「勝手にカップル認にん定ていしないで欲しいし、会長は絶対に由宇の声が聞こえてるし！」

「げへへぇ……あたしと和藤君がカップルだなんて、きゃーきゃー」

「比良坂さんも、ニヤけてないで否定してよ！」

　ぼくは赤面しながら叫ぶ。

　比良坂さんは、照れながら「きゃーきゃー（ぶんぶん）」と、ナイフを振り回してる。

　ぼくは、会長に助けを求めようと視線を向けた。

　ぴょこぴょこ。アホ毛が回転していた。

　うん、まずい傾けい向こうだね。

　会長のアホ毛が回転し始めると、この世界に新たな会長の犠ぎ牲せい者しやが出現するもん。

　その犠牲者は「きゃーきゃー（ぶんぶん）」の刃は物もの撫子なでしこで。

「由宇君。知ってるかね？」

『知りません。だから二人の幼なじみエピソードをもっとお聞かせ下さい！』

「承知した」

「会長って、やっぱり由宇の声が聞こえてますよねっ!?」

「聞こえていないが説明しよう。シャンプー中に髪かみからカナブンの死体が出てきたことでお馴な染じみ、つるぺたボディーで空気抵てい抗こうが少ないから燃費良好な美少女アイドルこと四谷愛が由宇君に教えてやろう。和風な容姿の刃物撫子で、脱ぬいだら凄すごいＥカップの美巨きよ乳にゆうを持つ明美君は、中学一年生までワトソン君とお風ふ呂ろに入ってい──」

「ぶぼっ!?」

『きゃぁっ!?　比良坂さんが鼻血を噴ふいて……!?』

　ぶしゅっと。

　天井に血けつ痕こんが付きそうな勢いで、比良坂さんが鼻血を噴ふん出しゆつした。

　スプリンクラーみたいに鮮せん血けつを噴きながら、床ゆかに倒たおれた比良坂さんはスプラッター。

　鼻血の水たまりに横たわる姿は、凄せい惨さんな殺人現場を思わせる。

　それはいいけど、

「会長……これ以上、幽霊の数を増やさないで下さい……」

『幼なじみ同士がお風呂っ!?　なんですか!?　ちょーエッチです！』

「ハァハァ……そ、それには事情があるのよ……」

「瀕ひん死しの出血量だけど、誤解を解くため解説をお願いするよ！」

「和藤君はロリコンなの……だから二歳年下の妹と一いつ緒しよにお風呂に入りたがって……」

「記憶を捏ねつ造ぞうしないで!?　当時小学生の古都美ちゃんが、ぼくとお風呂に入りたがっていただけだから!?　やましいことはないよ!?」

『いいえ。やましさしかないですよ（ジト目）』

「由宇に真顔で言われたっ!?」

『だって、三人でお風呂に入ってたんですよね（蔑さげすんだ目）』

「シスコンの比良坂さんにナイフで脅おどされたんだよっ!?　古都美ちゃんの純じゆん粋すい無む垢くなお誘さそいを断ってハートを傷つけたら心臓を抉えぐるって!?　あと、お風呂でぼくが古都美ちゃんにエッチなことをしないように、お姉ちゃんの比良坂さんも一緒にお風呂に入って見張るし、三人でお風呂に入るのを拒きよ否ひしたら心臓を抉るって!?　ぼくもヤバいのは承知してたけど、たったひとつの命には代えられなかったんだよ!?」

『でも、中学一年生まで一緒に入ってたんですよね（ゴミクズを見るような目）』

「中学生の時に入ったのは事実だけど、たったの数回で」

「７回よ。一学期に２回。夏休みに３回。二学期と三学期に１回ずつ」

「なぜ詳しよう細さいに記憶をっ!?」

「当たり前でしょ……あたしはお風呂で交かわした会話やプレイのひとつひとつを詳細に覚えてるし、和藤君とお風呂に入るためにした努力の全すべてを記憶してるわ……毛が生え始めた小学五年生の壁かべ、胸が膨ふくらんで女性の体つきになり始めた六年生の壁、小学五年生になった妹の古都美が『毛も生えてきたし、お兄ちゃんと一緒にお風呂に入るの恥はずかしい』とか言い始めたのを必死で『まだイケるから今日もおねだりしましょう！』と洗脳教育に励んだ中学一年生の壁、あと──」

「会長……この暴走撫子は放置で、さっさと話題の転てん換かんをお願いします……」

『はいです……全年ねん齢れいではヤバい会話になって来たので』

「クククッ、任せろ」

　アホ毛の回転が止まった会長は、ぼくに問いかけてきた。

「ワトソン君は、今回の事件をどう思うかね？」

「怪あやしいと思っています」

　なんの根こん拠きよもない直感だけど。

　由宇をひき逃にげした犯人が、自損事故を起こした老人とは思えない。

「ぼくの憶測になりますが」

「体の洗いっこもしたわ！　泡あわだらけの体で抱だき合うみたいな感じでっ！」

「由宇をひき逃げしたのが、ガソリンスタンドに突つっ込んだ白い軽トラとは──」

「ぇ!?　うそ!?」

　ぼくの声に反応して。

　鼻血の量を増やしていた比良坂さんが、会話を断たち切る驚おどろきの声を上げた。

　狼ろう狽ばいする比良坂さんは、言葉を重ねていく。

「白瀬さんをひき逃げしたのは、白い軽トラじゃなくて──」

「ほぉ？」

「…………あけみん、しにがみ、にこにこにー☆」

「死神の職務規定で言えないんだね？」

「ぐぐぐっ……そうなの」

「ワトソン君。見事な誘ゆう導どう尋じん問もんだった。褒ほう美びにお兄ちゃん☆と呼んでやろう」

「あと一歩でした。でも、これで確信できましたよ」

「あぁ、真犯人は別にいる」

『キタコレ!?　推理ドラマみたいな展開ですね！　犯人はこの地球のどこかにいる！』

「容疑者70億人だよ、それだとっ!?」

　生徒会室で、分かったことが二つある。

　比良坂さんが死神である事と、由宇を殺した犯人は別にいるということだ。

　これだけでも、かなりの収しゆう穫かくだと思う。

「会長。これからどうします？」

「そうだな。まずは」

「──事故直後、現場付近を猛もうスピードで走り抜ぬけた、左ハンドルのスポーツカー」

　比良坂さんが、ポツリと呟つぶやいた。

「白瀬さんの事故現場で近きん隣りん住民が警察官に証言しているのを聞いたの。衝しよう突とつ音がしたあと、すごい速度で事故現場から走り去る、左ハンドルのスポーツカーを見たって」

「おやおや。死神の職務規定はいいのかね？」

「その会話を聞いたのは、事故現場でオロオロと不安げだった幽霊の白瀬さんに接せつ触しよくする前です。なので、プライベートな時間に見聞きした情報になります」

「モノは言いようだな。よくぞ話してくれた」

「くれぐれも内密にお願いしますね」

　会長と比良坂さんが、ニタっと愉ゆ快かいそうに拳こぶしをコンッと当て交わした。

　それを眺ながめながら。

『次々と明らかになる新事実！　事件の犠牲者も大興奮のサスペンスに期待です！』

　未解決事件の被ひ害がい者しやは、ノリノリでナレーターを務めていた。
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「完成したわ」

　パソコンとつながった印刷機から、一枚の紙が吐はき出される。






　『　平成28年８月24日、午後10時ごろ。

　　　女子高生が被害にあった、自動車による自転車のひき逃げ事件が起きました。

　　　どんな些さ細さいな情報でも構いません。

　　　事件に心当たりがある方、目もく撃げきした方は左記までご連れん絡らくください。




０９０‐×××‐××××　』








　比良坂さんが作成した、事件の情報提供を呼びかける自作ポスターだった。

　子供じみた方法に思えるけど、警察の捜そう査さも似たようなものだ。

　情報が寄せられたらラッキー。期待はしていない。

「ぼくは、こいつを街に貼はりに行きます」

「ワトソン君、待て」

　ぼくを呼び止めた会長は、真新しいスマートフォンを渡わたしてくる。

「壊こわれた携けい帯たい電話の代わりだ。持っていけ」

「これは？」

「私のサブ携帯だ。通話やデータ通信など一通りの機能は揃そろえているぞ」

「お借りします」

「連絡手段は確保しておきたいからな。電話の他ほかにも遠えん隔かく操作やＧＰＳの位置情報を用いた監かん視し機能、特定キーワードの音声入力で内蔵バッテリーが爆ばく発はつする裏機能が──」

「やっぱり結構です……」

「自爆させる方法は、音声入力の画面に『ぼくのお尻しりに野太いチ●ポを挿いれて下さい！』と叫さけぶだけだ。遠くから自爆させる時や街のざわめきの中では、かなり大きな声で端たん末まつに叫ぶのがコツだぞ」

「それ、スマフォが爆発すると同時に社会的に死んじゃいませんかっ!?」

『歓かん迎げいしますよ？』

「まだ死にたくないよっ！」

「ポスターに書かれた連絡先は、そのスマフォの電話番号だ。失なくさないようにな」

　会長から借りたスマフォを、ポケットに入れて。

　ぼくたちは、街中にポスターを貼り回って、その日は解散することにした。
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　ぼくは、夜の学校をコソコソと歩いていた。

　昨日も侵しん入にゆうしたから、二回目の今日はいくぶん楽だけど。

『わくわく。そろそろ水中放ほう尿にようですね！』

「……うん」

　後ろでやたらとやかましい、水中放尿フェチの幽ゆう霊れいにため息。

　暗い校庭をプールに向かって横断して、体育館の脇わきをタタッと駆かけ抜けて。

　人の気配、緊きん急きゆう回かい避ひ。

　昨晩も隠かくれた茂しげみに潜もぐり込んで、やり過ごすことにする。

「…………」

『見回りのマッチョな先生ですね。毎日この時間に更こう衣い室の点検をしてるんですよ』

　それが仕事なんだろと、心の中でツッコミを入れながら。

　茂みの中で、ステルス・モード。

　連日の深夜労働に勤いそしむ、仕事熱心な体育教師を見送ることにする。

『メタルギア！　性欲持て余してますかぁ！』

「…………」

『行っちゃいましたね。明日は段ボール持ってきましょうよ』

「……由宇はいつも楽しそうだよね」

『はい、とっても楽しいです。最高にハイってヤツですね。ＷＲＹＹＹＹＹ。さあさぁ。プールに行きましょう。水中放尿がわたしを待っています（ズビズバーン！）』

「始めるんだ変態行こう為い……拒否したいけど憑ひよう依い中」
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「まだ終わらないの？」

『んんゅ、もうちょっとなんです……』

　由宇はプールに入って、カワウソ娘むすめにモードチェンジしている。

　その状態で、もう三十分ぐらい経過した。

　変態淑しゆく女じよの彼女曰いわく『極限まで我が慢まんしたほうが、水中放尿の快感が強いんです』とか『水で体温が冷えるほど、おしっこの温かみが感じられます』とか『限界の尿意が解放される快感も加わって……んんんっ』とか、凡ぼん人じん普ふ通つうなぼくには興味ない世界だよ。

『くっ……もう出そうでしゅ……』

　ついに始まったか。

　押し殺した喘あえぎ声が強まって、由宇の全身がぷるぷる小刻みに震ふるえだす。

　プールサイドで見守るぼくは、トンボの羽う化かを見守る気分だ。

　心のなかで応おう援えんしたくなってくる。

　がんばれ、がんばれ。

　由宇、がんばれ。

　水中放尿、がんばれ、がんばれ。

「何をしてるんだ？」

「そりゃもちろん、由宇を応援し」

「ＹＯＵは何者だ？」

　野太い声が、背後から聞こえた。

　毛深い腕うでが、ぼくの肩かたをガッシリ摑つかんだっ！

　心臓が止まりかける。慌あわてて後ろを振ふり返る！

　首から笛をぶら下げた、白いランニングシャツのマッチョマンがいた。

　いかにも体育教師ですと言わんばかりな、テンプレ過ぎる格好には見覚えがある。

　水泳部顧こ問もんの郷田先生だ。

　雄おす臭くさくて野太い声が夜のプールに響ひびき渡って、不法侵入のぼくを追い詰つめていく。

「おまえ、ここで何をしてた？」

「いや……そのですね、夜のプールでトンボの羽化を見守ろうと……」

　──幽霊の水中放尿を見守っていました。

　本当のことなんて、言えるわけな

「ヤバッ!?　由宇っ、いまは漏もらしちゃダメだ！」

「ユー？　いまは網もう羅らしちゃダメ？」

　ヤバいことに気づいて、ぼくは叫んだっ！

　プールでカワウソ娘の由宇は、

『も、もうらめぇですぅ……』

　喘いでるってか、いまは我慢しろおぉぉぉ！

　このタイミングで水中放尿したら、非常にすごく超ちようデンジャラスにまずい！

　幽霊の由宇は現世に滞たい在ざいできる49日間の39日分を代だい償しように一日に一度だけおしっこをする異能を手に入れた変態バカでクソたわけな美少女幽霊のどアホだ。

　異能を使った水中放尿中は、半分実体化して霊感のない人にも見えてしまう。

　だから、いま由宇がおしっこを漏らすと郷田先生にも姿が見え──

『はわぁぁ、キモヒぃぃですぅ……』

「……よし」

「おい貴様。さっき、なにを網羅すると」

「クックックッ、愚おろかな筋肉を纏まといし、罪深きプロテインの従僕、マッチョよ！」

　哄こう笑しようを混じらせて、ぼくはプールサイドをステップする。

　両手を広げた意味不明なポーズをキメて、月明かりを背景に謎なぞのダンスを踊おどる。

「空を見上げよ。月明かりの先にある、銀河の暗黒が見えるであろう！」

「天体観測と言い張るつもりか？」

「否いなである。昏くらき暗黒を求めて、闇やみの王子たるボクは夜のプールに参上したのだ！」

「貴様、先ほどから訳のわからぬことばか──」

「不敬な物言いを慎つつしめ！」

「なにっ!?」

「筋肉モリモリマッチョマンな体育教師の郷田よっ！　汝なんじが不敬は万ばん死しに値あたいする！　愚かな人間風ふ情ぜいに過ぎぬ毛深いマッチョに教えてやろう！　ボクは魔ま界かいの13侯こう爵しやく家で三番目の位にある名門ファルシオン家の長子、闇やみ公く卿ぎようルシファードであるっ！」

　自分でも、何を言っているか分からない。

　どこから、ンな厨ちゆう二に設定が湧わいてきたのか分からない。

　それでもぼくは、マッチョな郷田先生の注意を引きつける必要があった。

「貴様には見覚えがある。この学校に通う一年生だな」

「肯こう定ていしよう。高貴なる血族のボクは、この学校に通う男子生徒である。しかし、それは憎にくき太陽の怨えん嗟さが降り注ぐ昼間を過ごすための仮かり初そめの姿に過ぎない。ボクの真の姿はエイポスの呪じゆ縛ばく陣じんによって」

「その話なら、職員室でゆっくり聞かせてもらおう」

「おふぅ！」

　厨二な演説を遮さえぎるように。

　筋肉質なマッチョボディーが、ぼくを抱だきしめたっ!?

　ウアアアッ！　イヤだぁぁぁ！

　筋肉！　マッチョ！　大きいっ！　生暖かいっ！　ブ厚くてたくましいっ！

「[image: ]ーッ！」

　ナ、ナウい……ナウすぎるよっ！

　体育教師の筋肉抱ほう擁ようが、想像以上にナウすぎるよっ！

　筋肉モリモリ、ホイホイチャーハン！　滑なめらか、柔やわらか、プロテイン！

「フンッ、ハァッ！」

「ふんぐるい　むぐるうなふ　ぷろてぃん　るるいえ　うがふなぐる　ふたぐん……ッ」

　マッチョな大胸筋に抱きしめられて、ぼくは明めい瞭りような言葉を発せない。

　温かくていい匂においがする。プロテインの甘酸っぱい香かおりがする。

「ムゥゥッ、ホォッ！」

「いあいあっ！　ぷろてぃん　ふたぐん！」

　いっそう強く抱きしめられて、ぼくの視界が筋肉でうめつくされる。

　大胸筋が、三角筋が、僧そう帽ぼう筋きんが、広背筋が、上じよう腕わん二に頭とう筋きんが、腹筋が、大だい臀でん筋きんがっ!?

　アーッ!?　筋肉がァァ、筋肉がァァァ！

「って、先生はなにするんですかァ、新たな世界に目覚めさせる気ですかァァ！」

「貴様こそ、夜のプールで何をしていたっ！」

「トンボの羽化を観察してたんです！」

「ホゥ！」

「イヤダァァァ！」

　先生の歪ゆがみねぇ筋肉が、ぼくのアダム（♂）を抱きしめるゥゥ!?

　[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ！

　魔ま性しようの筋肉に抱きしめられて、ぼくのナウい息子むすこ♂は平家♂ＢＯＹッッ!?

　駄だ目めぇぇ！　ちょー気持ちいいのぉぉ！

　筋肉ッ、あはは筋肉！

　ムチムチの筋肉を味わいながら、ぼくは先生の視界を手で塞ふさぐ。

　マチョマチョな大胸筋に顔をうずめながら、手足をバタつかせて注意を集める。

「貴様！　教師に暴力を振るうのか！」

「筋肉は暴力に入りますか!?」

　郷田先生の注意を引いて、プールで放尿中の由宇を認にん識しきの範はん囲い外がいにする。

　それこそが、暴れるぼくの狙ねらいだ。

　人じん跡せき未み踏とうの変態行為、理解不能な迷めい惑わく行為。

　水中放ほう尿にようをしている最中の由宇は、半分実体化して他ほかの人にも見えてしまう。

　おまけに由宇は、ぼくと一メートルぐらいしか離はなれられない。

　つまり、この場から走って逃にげることもできない。

　だからこそ、ぼくは暴れた。

　先生がぼくに注目し続ければ、水中放尿に励はげむ由宇は気づかれないから、

「ク……クククッ！　マッチョな筋肉に敬意を表して見せてやろう！　かつて世界を七日間で焼きつくした、黒き魔導王の古代魔法を筋肉ラメぇぇでしゅゥゥ!?」

　だらしねぇ、歪みねぇ、仕方ねぇ。

　ぼくが筋肉哲てつ学がく三原則をたっぷり味わっている、すぐ側そばのプールでは。

『んんっ、くっ、はぁん……』

　スクール水着の美少女幽ゆう霊れいさんが。

　すごく気持ちよさそうに、水中放尿で喘ぎまくっていました。
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『今夜の水中おしっこはサイコーでしたね』

「ぼくのハートはボロボロだよ……」

　夜の街をさすらいながら。

　ぼくは、筋肉汚お染せんされた純情ハートに苦しんでいた。

　しなやかで、大きくて、柔らかくて、温かくて、もう女の子なんていらなくなる、郷田先生の豊満で逞たくましい筋肉の残ざん滓しが、ぼくのハートを未体験の快楽で責め続ける。

　なんだよ、あの筋肉は！　まさに魔性じゃないか！

　あんなスゴイのを知ったら、二度とノンケには戻もどれないよ！

　つーか、あと一歩で踏ふみ外しそうだったよ！

「由宇……ぼくは人がなぜ変態趣しゆ味みに目覚めるのか、分かった気がするよ……」

『ですよね。誰だれしもきっかけは些さ細さいなものです』

　水中放尿フェチの幽霊は、名前も覚えていないのに忘れなかった物語を語りだした。

　──由宇がまだ女子小学生だった頃ころの話だ。

　当時ＪＳの由宇は、家族とテーマパークのプールに出かけたらしい。

　すごく混こんでいて、どこもかしこも人だらけだった。

　楽しくプールで遊んでいた由宇は、尿意を覚えてトイレに向かった。

　女子トイレには、数十人が並んでいた。

『わたしは列に並んで尿意に耐たえていました。でも……』

　限界は訪おとずれた。

　もうコレ以上は我が慢まんできないという、まさに極限状態だった。

　それを母親に訴うつたえると、由宇のママは耳元で囁ささやいた。

　──ＹＯＵ、プールの中でしちゃいなＹＯ。

　由宇は母親の甘かん言げんに唆そそのかされて、禁断の水中放尿を行ってしまい、

『まさに天国でした。この世の極楽ごくらくとはこのことだと』

　まっとうな道を踏み外した。

　この時の快楽が忘れられず、由宇は機会があるたびに水中放尿にチャレンジした。

　水中放尿は由宇を裏切らず、必ず快感をプレゼントしてくれた。

　その結果が、この美少女で変態な幽霊だった。

「由宇の話を聞いて決意したよ……ぼくは二度と筋肉に溺おぼれないって……」

『一度でも溺れると、二度と浮うかび上がれませんからね』

「水中放尿に溺れた由宇に言われると、すごく説得力を感じるね……」

『えへっ☆』

　プールで郷田先生に捕つかまった後。

　職員室でお説教を喰くらい、プロテインを溶とかした牛乳をご馳ち走そうになった。

　ありがたいことに、ぼくが夜のプールでトンボを観察な奇き行こうは、深く詮せん索さくされなかった。

　体育大卒の先生曰いわく、思春期の奇行は稀まれに良くある珍めずらしくないことらしい。

　長い教師生活の中で、様々な生徒と出会ったそうだ。

　入学式で「ただの人間に興味ない！」と言い放った女生徒や、残念系同士で「隣りん人じん部」という部活を作った生徒がいたそうだけど、深くツッコむのはやめておこう。

　お説教が終わった後、体育教師は軍用車両を元に開発されたゴツい四輪駆く動どう車で「家まで送ってやる」と言ってくれたけど、ド派手なイエローカラーのアメ車に乗るのは、これ以上迷めい惑わくを掛かけたくないので辞退した。

　家に向かって歩いていたら。




　──お兄ちゃん、そんな大きいの入らないよぉ。




　会長に渡わたされたスマフォが、妙みような着信音を奏かなでたっていうか、なにこれっ!?

　この着信ボイス、会長の肉声を録音したものだよね!?

　しかも、ボリューム設定がデカイっ!?

「おふっ!?」

　発信者も確認せず、慌あわててスマフォを操作する。

　すると、受話部から聞こえてきた。

『目もく撃げき者しや募ぼ集しゆうのポスターを見て、電話したものだが──』

　情報提供者だった。

　街中に貼はったポスターを見て、電話してくれたんだろう。

　だけど、この声は。

「もしもし」

『その声、ワトソンか？』

「まさか、雷斗？」

　間ま違ちがいない。

　電話の向こうにいるのは、ぼくの親友だ。

『あのポスターを貼ったのは、ワトソンだったのか？』

「うん。雷斗が電話してくれたってことは？」

『ひき逃げに関する情報を提供できる。せっかくだ、直接会って話をしよう。集合場所は学校近くの公園だ』

「分かった。待ってるよ」

　通話を切って、ぼくは由宇に話しかける。

「由宇、ちょっと寄り道していくよ」

『ドキドキ、ドキドキ、縄じよう文もん式しき土器な展開ですね！』

　物語が、また動き出した。

　由宇のひき逃げ事件の情報を持つのは、ぼくの親友だった。

　はたして雷斗は、どんな情報を提供してくれるのか。

　蒸むし暑い夜の空気が、今は心地ここちよく感じられる。
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「待たせたな」

『やっほー、鬼き畜ちく眼鏡めがねの雷斗さん』

　先回りした公園で、しばらく待っていると。

　真っ赤なスポーツバイクに乗った雷斗が、ブロロロロォォォンとやって来た。

　さすがはお金持ち。便利な足があって羨うらやましい。

　ライダースーツを着た雷斗は、大きなリュックサックを背負っている。

　真しん紅くのバイクから降りた雷斗は、ぼくの瞳ひとみをまっすぐ見み据すえながら言った。

「この下は何も身に着けていない」

「なんのアピール？」

『……全ぜん裸らに革かわ製のライダースーツ、セクシーメンズですね』

　露ろ出しゆつ癖へきのあるクラスメイトには、変態幽霊の由宇も興味なさそうだった。

　雷斗は鬼畜眼鏡な執しつ事じ顔で、真ま面じ目めに話しかけてくる。

「ワトソンが、ポスターの作成者とはな」

「生徒会の活動なんだ」

「そうか。なら早さつ速そくだが、俺が出せる情報を教えよう」

「……ゴクリ」

「ひき逃げが起きた日、俺は事故に巻き込まれる直前の被ひ害がい者しやを見たんだ」

『鬼畜眼鏡さん！　さては見てましたネ！』

「続けて」

「俺はあの日、夜の学校に忍しのび込んでプールに潜せん入にゆうしていた」

「は？　いまなんて？」

「疑問にはあとで答える。まずは俺に喋しやべらせてくれ。夜のプールにとある目的で侵しん入にゆうした俺は、もう一人の侵入者がプールにやって来るのを目撃した。面識のない女子だった。同じ制服を着ていたので、この高校の生徒であることは分かった。俺は物もの陰かげに隠かくれた。彼女は物陰に潜ひそんだ俺に気づかず、水着になって夜のプールに入った」

「……で、なにしてたの？」

『たぶん水中放尿だと思います。覚えてないですけど』

「さあな。水に浸つかっていただけだ。恐おそらく死ぬほど水泳が苦手で」

『死ぬほど死にましたけど、水泳は得意ですよ？』

「プールの水に浸かる練習でもしてたんだろう。30分ぐらいプールに浸つかったら、女生徒は水から上がった。そしてプールを立ち去ったが、時を待たずしてその女生徒が何者かと言い争う声を聞いたんだ」

『クククッ、聞かれたからには仕方ありません。続きを話して貰もらいましょう！』

「その女生徒と言い争っていた相手は？」

　ぼくが問いかける。

　すると、雷斗はしばし沈ちん黙もくしてから答えた。

「確信を持って言える。水泳部の顧こ問もんだ」

「……」

「言い争いの内容までは聞き取れなかった。だが、あの野太い声は聞き間違えない」

「……普ふ通つうに考えたら」

「夜のプールで生徒を見つけたら、説教ぐらいするだろう。だが直後に起きたひき逃にげ事件だ。信じがたいが、俺は顧問を疑った。密ひそかに顧問の自家用車をチェックしたが、黄色い外車にそれらしい衝しよう突とつの痕あとは見つからなかった。だが、顧問の車は軍用車をベースに開発されたジープタイプのディーゼル車だ。軍用品らしく破損した部品をユニット単位で交こう換かんできる構造かもしれない」

「可能性はゼロではない……ね」

「俺はゼロだと信じている」

　眼鏡越ごしの瞳で、雷斗は断言した。

　ぼくは、先ほどのワンシーンを振ふり返る。

　郷田先生はいい人そうで、誰かを殺すタイプには思えなかった。

　だけど雷斗によると、郷田先生は夜のプールで由宇と言い争っていたという。

　引っかかる部分はあるけど、かなり怪あやしくもある。

　あと、

「聞きたいんだけど、なぜ雷斗は夜のプールに侵入してたの？」

　どうして雷斗は、夜のプールに来てたのか。

　この答えによっては、雷斗も犯人の関係者と疑わないといけない。

「教えてやろう」

　静かに答える雷斗は、背負っていたリュックサックからソレを取り出した。

　伸のばしたベロの形をした、発はつ泡ぽう樹じゆ脂し製の板だった。

　背後を漂ただよう由宇が、ポツリと呟つぶやく。

『ビート板ですね。でも』

「ビート板だね。でも、この大量に付いた歯形は？」

「俺が嚙かんだのさ」

　露出癖のある親友は、クールな表情で隠された性癖を語りだした。

　雷斗には、とある秘密の趣しゆ味みがあった。

　それは、

「俺はビート板の処女を奪うばうことに快楽を覚えるんだ」

「わけがわからないよ……」

「無む垢くのビート板に歯形を刻むことだ。俺がこの快感に目覚めたのは小学生の時。プールの授業で配られたビート板に刻まれた、名前も知らぬ誰だれかの歯形。それが愛いとおしく思えて、俺も歯形を刻み付けたくなった。そして嚙んだ。まさに至福だった。サクッとした歯ごたえはクリスピーで、十分な厚みはもっちりとした歯ごたえ。嚙み付いた時に染しみ出してくる塩素の味は至福だった。他人の理解は得られぬだろうが、俺はビート板の歯ごたえと味に取り憑つかれ、学校中のビート板に歯形を刻みこんだ。そして、帰りの会でクラスの女子にボコボコにされた」

「当然だね……」

「俺は二度とビート板を嚙まないと誓せい約やくさせられた。だが、一度覚えてしまった快楽を忘れられるわけがない」

『分かります！　すごく分かります、その考えっ！』

「そこで俺は新品のビート板を購こう入にゆうしたが、どうもイマイチだった。やはり実際にプールで使われて塩素の染みこんだ中古品でないと駄だ目めだ。しかし、学校のビート板を嚙むことはできない。俺は悩なやんだすえに妥だ協きよう点を見つけた。新品のビート板と学校のビート板を密かに交換すれば、誰にも迷惑をかけないと」

「他人の迷惑をちゃんと考えられる雷斗は立派な変質者だね……世の中には他人の迷惑を考えないで、欲望のままに変態行こう為いをする迷惑な人もいるから……」

『うっ、プールでおしっこして、ごめんなさい……』

「そう褒ほめるな。ここまで説明すれば分かるな？」

「うん。雷斗が新品のビート板と学校のビート板を交換するために、夜のプールに忍び込んだってことが。予想の斜ななめ上を行く変態具合で頭痛がするけど」

『この鬼畜眼鏡さん、かなりの猛も者さですね』

　超ちよう上級者の変態幽ゆう霊れいは、変態眼鏡の雷斗を猛者と評した。

　変態のおまえが由宇なｒｙ

　しかし、これでまた新しい情報が手に入った。

　ひき逃げにあう直前、生前の由宇は体育教師と夜のプールで揉もめていた。

　由宇が夜のプールに来た理由は、きっとアレで間違いない。

　だけど、そのあとの揉めごとの詳しよう細さいは気になる。

　ぼくが思案していた、その時だった。




　──お兄ちゃん、そんな大きいの入らないよぉ。




「だぁぁぁっ!?　ほんと、この着信ボイスは最低だよ!?」

　スマフォが鳴り出した。

　このまま鳴りっぱなしだと社会的にまずいので、とにかく電話に出ると、

『　も　し　も　し　』

　奇き妙みような違い和わ感かんがある声だった。

　まるで機械で合成したかのような……いや、まさに機械で合成された人工音声だ。

　ぼくは、受話器の向こうに話しかける。

「はい」

『　目　撃　情　報　を　提　供　し　た　い　』

「…………」

『　直　接　会　っ　て　話　が　し　た　い。場　所　は　事　故　現　場　付　近　の　公　園　だ　』

　偶ぐう然ぜんだと思うけど、ぼくはその公園にいる。

　だけど、あまりに怪しすぎる。

　ただならぬぼくの雰ふん囲い気きに、雷斗と由宇もこっちを不安げに見ている。

　なんとなく、嫌いやな予感がする。

　けど、万が一にでも有用な情報が手に入るなら。

「……ぼくは今、指定された公園にいます」

　受話器の向こうで、キーボードが叩たたかれる音が聞こえてきた。

　しばらくすると、さっきと同じく機械で合成された声が流れてきた。

『　お　前　は　制　服　姿　の　学　生　か　？　』

「はい。革のつなぎを着た眼鏡の男と一いつ緒しよの学生です」

『　警　察　に　行　け。す　で　に　事　件　は　解　決　し　て　い　る　──、──　』

　非通知設定の電話の主は、そう告げると「ガチャン」と電話を切った。

　真夏だというのに、ぼくは背筋に寒気を感じた。

　そして、

「ワトソン、今の電話は」

「……たぶん、犯人の関係者だと思う」

　先ほどの不ふ審しんな電話の内容を説明すると、雷斗はしばし黙する。

「そうか。ならば」

　変質者を止めようとしたけど、間に合わなかった。

　眼鏡を「キラッ」と光らせた雷斗は、凄すさまじい疾はやさでライダースーツを脱ぬぎ捨てる。

　啞あ然ぜんとする由宇。ぼくもお口をあんぐり。

　布の一枚すらも纏まとわない『全ぜん裸ら』になった雷斗は、叫さけぶのだ。

「ワトソンに電話をかけたひき逃げ犯に告ぐ！　どうせ見ているのだろう！　貴様に罪の意識があるなら出てこい！　俺は逃げも隠れもしない！　怒いかりに身を任せて暴力に訴うつたえることもしない！　卑ひ劣れつな犯罪者の貴様が罪を認めて更こう生せいすることを願うだけだ！　非暴力の証しよう拠こに俺は全裸になろう！　俺は丸まる腰ごしで貴様の邪じや悪あくな行いを受け入れ──」




　　ぴーぽー、ぴーぽー




「またおまえか！　なんど捕つかまれば学習するんだ！」

　近きん隣りん住民の通報から、近くをパトロール中の警官が公園に到とう着ちやくするまで一分だった。

　駆かけつけた警察官に、全裸で手て錠じようを掛かけられたわいせつ物陳ちん列れつ罪の現行犯は、

「ふっ。欧おう米べい諸国の一部ではヌードが社会的に認められて──」

「お巡りさん。ぼく見ました」

「ワトソン。また明日会おう。俺は何度でも──」

　露ろ出しゆつ男の鬼き畜ちく眼鏡めがねは、パトカーに乗せられて警察署に連れて行かれた。

『愉ゆ快かいな人ですね』

　由宇の冷めたコメントが、雷斗のキャラ属性を物語っていた。

　どうせ明日には、警察幹部の叔父おじさんの権力で無罪放ほう免めんになっているはずだ。

「さて、今夜は帰ろうか」

『ええ』

　ドップラー効果で遠ざかっていくサイレン音を聞きながら、夜の公園を後にする。

　自宅に戻もどると疲ひ労ろうが出てきたのか、一気に眠ねむくなってきた。

　布ふ団とんにくるまりながら、心のなかで思う。

　由宇を殺した犯人に、ぼくは絶対たどり着いてみせる──と。
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『すやー、くかー』

　規則正しい寝ね息いきが、ベッドの侵しん入にゆう者しやの半はん透とう明めいな口から響ひびいてくる。

　夜中に目覚めたぼくは、人の気配を感じて窓の外を見る。

　月明かりを反射しないカーボン塗と料りようの漆しつ黒こく──タクティカルナイフが見えた。

　黒い刀身と同じ色しき彩さいの黒くろ髪かみは、いつ見ても艶つややかで綺き麗れいだと思う。

「……比良坂さん？」

　一気に目が覚めた、ぼくの問いかけに。

　屋根伝いでぼくの部屋までやって来た、隣となりに住む幼なじみの刃は物ものマニアは、

「窓の外、来て」

「…………」

　言いたいことを察して、静かにベッドから立ち上がる。

　開けっ放しの窓から屋根に出て、寝ている幽霊を起こさないように窓を閉める。

　これで、小声で喋しやべれば由宇に会話を聞かれずに済む。

　ぼくは、深夜の訪問者に尋たずねた。

「比良坂さん。こんな深夜にどうしたの？」

「白瀬さんを見張ってたのよ。寝ている和藤君に悪さをしないようにね」

「由宇とぼくが、いかがわしいことに及およばないか？」

「それもあるけど」

　凜り々りしい表情の比良坂さんは、柄つかにガラス割りの付いた軍用ナイフを握にぎっている。

　窓越ごしに部屋を見て、幽霊のくせに『ぴーすか』寝てる由宇を確かく認にんする。

　そして、

「死後の幽霊が依い存そんする四十九日システムには、禁じ手があるの」

「禁じ手？　やっちゃいけないこと？」

「そう、違反行為。幽霊が生きた人間を殺すと、幽霊に殺された人間が貰もらえるハズだった死後の滞たい在ざい時間を丸ごと全部奪うばえるの」

「まさか……」

「本当よ。幽霊の殺人行為に寛かん容ようだった江え戸ど時代の名残なごりね。現在は人間社会と同じで、幽霊界かい隈わいでも殺人はルール違反。和藤君は、こんな怪かい談だんを聞いたことある？　ある日、山道をドライブ中の男性がヒッチハイクの女性を車に乗せる。女性が道案内する通りに山道を走ると、目の前に崖がけが出現する。急ブレーキが間に合って『あぶなかったね』と後部座席のヒッチハイカーに声をかけると『しねばよかったのに』と恨うらみの声を残して消えてしまう。これが典型的な人を殺して滞在時間を稼かせぐ悪い幽霊よ。あたしたち死神の業務にはね、こういった悪あく霊りようを探しだして始末することも含ふくまれているの」

　比良坂さんの言いたいことが読めた。

　そして、なぜ睡すい眠みん中で無防備なぼくを見守っているのかを察した。

『くかー、すぴー』

　窓の向こうでは、キュートな寝顔の幽霊が能天気にいびきをかいている。

　爆ばく睡すい中の由宇は、ぼくに憑ひよう依いしたすでに手て遅おくれド変態な水中放ほう尿にようマニアの幽霊だ。

　ぼくに憑依中の由宇は、ぼくに声を届けたり、ぼくの体に触ふれたりできる。

　だから、

「白瀬さんが、和藤君で滞在時間を増やすことを企たくらむ可能性はゼロじゃないでしょ？」

「……仮に由宇が、ぼくを殺そうとしたら？」

　問いかけに、比良坂さんはナイフを自分の首筋に添そえる。

　漆黒の刀身を、横に引く仕草。

「こういうこと。あとは察しなさい」

「……」

　ぼくは、言葉を失った。

　あの由宇が、ぼくを殺すなんて考えられない。

「あたしには和藤君に取り憑ついた白瀬さんをいつでも狩かれる権限があるわ。人間に憑依した幽霊は潜せん在ざい的な危険とみなされて、予告なく魂たましいを刈かり取ることが許可されているの」

「由宇に危害を加えたら、ぼくは比良坂さんを許さない」

　黒曜石みたいに透すき通った瞳ひとみを見み据すえながら言う。

　月明かりに照らされた黒髪が、夜風でさわさわと揺ゆれている。

　あと、

「比良坂さん、無理せず寝ようよ……」

「大だい丈じよう夫ぶよ。まだイケるから」

　ぼくの部屋から徒歩三秒、比良坂家とつながった屋根の上には。

　レッドボル、モンスターエレジー、眠みん眠みん超ちよう破は、ロゲイン、ユンゲル、メガジャキ。

「くかー」

「比良坂さんっ!?　ここで寝おちしたら屋根から落ちるっ!?」

　徹てつ夜やモードの比良坂さんが、眠気に負けた。

「完全に寝おちしたね……」

　頰ほおをぺちぺち叩くけど、意識が落ちた比良坂さんは目覚めない。

　相手のお部屋まで運ぶにも、爆睡中な由宇と一メートルしか離はなれられないので難しい。

　万ばん策さく尽つきた、ぼくがどうしたかだけど。








八月三十日
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　窓辺でチュンチュン小鳥が鳴いていた。

　夏の日差しが部屋に差し込んで、まぶたを開けてウェイクアップ。

「ん……朝か」

　昨晩は、ひどい目にあった。

　夜のプールの筋肉責めで新たな性せい癖へきに目覚めかけたあと、親友がビート板イーターなことが判明して、謎なぞの人物から怪あやしげな電話があり、公共の場で全裸になった雷斗が国家権力に逮たい捕ほされて、自宅に戻ったら由宇に『お風ふ呂ろですね！　フフフのフ』やっぱり覗のぞかれて、社会の窓に興味を示されて『それってアレを出す穴ですよね？　出てるとこ見てみたいです！　わたし気になります！』セクハラされたと思ったら、幽ゆう霊れいも寝静まる丑うし三みつ時に、ナイフを持った寝不足の死神さんが深夜の自宅訪問で、

「ひどい一日だったよ……」

　昨晩のインフェルノとカオス展開を思い出しながら、プチ鬱うつモードの午前八時。

　いつまでも寝てられないと、ベッドから立ち上がろうとする。

　なにか柔やわらかいものが、ぼくに抱だきついていた。

　すやすや眠る半透明な美少女と、くぅーくぅー眠る黒髪ロングの大和やまと撫子なでしこだ。

　つまりぼくは、ベッドの上で二名の美少女に抱きつかれている。

　スク水越しの美乳が、ぼくの右側頭部を挟はさみ込んでいた。

　張りのあるＥカップの美巨きよ乳にゆうが、ぼくの左側頭部を挟み込んでいた。

『すぴー、くかー』

「すゃー、すゃー」

（やばいよ……やばいよ……）

　ナイフマニアの死神さんによる深夜のお宅訪問から、これまでの説明をするね。

　さっさと諦あきらめて、ふて寝した。

　ぼくも疲つかれて憑かれて眠かったし、なんか適当に扱あつかってもＯＫぽかったし。

　寝落ちした比良坂さんを床ゆかに転がして、ベッドに戻って夢の世界に旅立って。

　朝になって目覚めたら、床で寝ていた比良坂さんがベッドにいた。

　この状じよう況きようが、どういう事態を招くかといえば。

『……ふわぁ？　パチクリ』

　ぼくに抱きついて寝ていた、由宇が目覚めた。

　寝起きでまぶたを『パチクリ』する由宇は、驚おどろきのまんまるに広がった瞳を、

「すかぴー、すぴぴー」

　ぼくの頭を抱きかかえて幸せそうに眠っている、比良坂さんに向けていた。

　しばしの沈ちん黙もく、そして。

『あのぉ……ちゃんとゴム使ってあげました？』

「使ってないから！」

『まさか生で!?』

「そっちの意味じゃないよ！　ぼくは何もヤってないから！」

『昨晩はお楽しみでしたね！』

「由宇は何を勘かん違ちがいしてるのっ!?　ぼくと比良坂さんが、どういう関係だと!?」

『どういう関係って、そりゃあ肉体関係ですよね？』

「もういいよ……由宇は黙だまって」

『はいはい。お二人の熱い夜は見なかったことにしておきますね（ニヤニヤ）』

「比良坂さん。起きてウェイクアップ。この勘違い幽霊の誤解を解くのに協力して」

「ふにゃ？　和藤君……ハッ!?」

「おはよう。よく眠ねむれた？」

　比良坂さんが目覚めた。ぼくの頭をＥカップで挟んだまま硬こう直ちよくしている。

　わなわなと震ふるえる体が、一気にヒートアップしていく。

　ぼくの頭を挟んだＥカップが体温上じよう昇しようで熱くなり、ナイフを取り出す音がして。

「和藤君のバカァァァ！」

「なぜっ!?」

「寝ねているあたしにエッチなことしたんでしょ！　エロ同人みたいにっ！」

「してないよ！」

「なんでしないのよっ!!」

「そこで逆ギレっ!?」

　限界まで赤面した比良坂さんは、涙なみだ目めでほっぺをふくらませている。

『その表情、かわいいです！』

「うぇぇぇえん……あたしの初めては、ギャリソン・ブレイド社製のバトルナイフで和藤君の素す肌はだに消えない傷を刻みながら……」

「ちょっと待って!?　比良坂さん、いますご～く怖こわいことを口走らなかったっ!?」

『はい、今のはガチで怖かったです……』

「意思とは無関係に、猟りよう奇きな本音が口から出たって感じだったよね……」

「女の子が痛い思いするんだから、男もすこし痛いのぐらい我が慢まんしなさいよっ！」

「ナイフで刺し突とつは、男の我慢を超こえてるよっ!?」

「先っちょだけだから！　先っちょでチクっとして切れ味を堪たん能のうするだけだから！」

「由宇！　この死神、どうにかして！」

『ニヤニヤ』

「楽しんでないで助けて！」

『仕方ないですね。死神の比良坂さん』

「ハァハァ……今から第二ラウンドを始めましょう……今度はあたしが上になって」

『今から二人で、ワトソンさんのお部屋でエッチな本探し、やりませんか？』

「やる」

「なぜ比良坂さんは、そこで正気を取り戻もどすのっ!?」

　いや、不自然でしょっ!?

　会話が嚙かみ合ってないし、いきなり冷静さを取り戻して超ちよう展開というかっ!?

「当然でしょ？」

『当然ですよね？』
















「なにが当然なのか、ぼくには意味不明だからっ!?」

　エロ本とかいう不ふ穏おんなワードが出てきて、ぼくはうろたえてしまう。

　そう、ベッドの下には危険物があるから。

　親友のＡ君（仮名）から借り受けた、秘蔵のエロ本が一冊だけ。

　ガクブルなぼくに、ドヤッと偉えらそうな表情の由宇が言った。

『やっぱりほらー。女の子が男の子の部屋に来たらお約束じゃないですかぁ？』

「やっぱりホラーな幽霊の由宇は、なにがお約束なのっ!?」

『レッツ☆男の子のお部屋のエッチな本探し！』

「なんの目的でっ!?」

『机の上に男子が隠かくしていたエロ本を並べたいんです』

「前から疑問なんだけど、女子とか母親って男のエロ本を見つけて何が楽しいの!?」

「恥はじらう男子に萌もえるのよ」

『サイコーですよねぇ♪』

「それ絶対にやめてっ！　男に与あたえる精神ダメージ半はん端ぱないから！」

『それが乙女おとめのターゲットゥ！』

「まさに快感！」

「二人とも、寝起きの瞳ひとみをキリッと凜り々りしくさせて言わないで！」

「和藤君のエロ事情は、是ぜ非ひ調査したいわ」

『はい！　一いつ緒しよに頑がん張ばりましょう！』

　偉そうに胸を張る由宇と、正気を取り戻した比良坂さんがハイタッチ。

　ぼくの部屋のエロ事情を探さぐるべく、共同で捜そう索さくに入った。

『わたしはベッドの下を探りますね』

「なら、あたしはパソコンを調べてみるわ」

『青少年のエロ事情も、近ちか頃ごろではＩＴ化が著いちじるしいですものね』

「やめてぇぇ！」

　ベッドの下に、紺こんのスクール水着に包まれた、半はん透とう明めいの上向きヒップが潜もぐり込む。

　比良坂さんが、パソコンの検けん索さく欄らんに「ＪＰＧ」と入力している。

『ごそごそ……えーと、男の人はみんなここに隠してるって……あ、見つかりました』

「出てきたわよ。デスクトップの『新しいフォルダー（４）』に隠してたわ」

「ひぎっ!?」

『投とう稿こう熟女写真塾じゆく……マニアックなエロ本ですね……』

「由宇、それは借り物だから！　決してぼくが熟女趣しゆ味みなわけじゃないから！」

『わたし幽霊なんで、エッチな表紙をめくれないんですけど……』

「うん。由宇は知らなくていい世界だよ。君はずっと綺き麗れいなままでいてほしいな……」

「どうして熟女に走るのよ！　あたしという美少女が目の前にいながら！」

「なぜ比良坂さんが、そこでキレるっ!?」

「こんな汚けがらわしいモノは……ッ」

「[image: ][image: ][image: ]──ッ!?　ナイフで借りモノのエロ本をスライスっ!?」

「和藤君のエロは、あたしが管理するの！」

「男子のプライバシーを主張します！」

『却きやつ下かします』

「由宇には聞いてないから！」

　テンポのいい、ボケとツッコミの応おう酬しゆう。

　もう何年もしてるように思えるけど、ぼくたちは出会ってまだ数日に過ぎない。

　そして、この日々は長く続かない。

『えへへ。ワトソンさんは、どんなコレクションを隠してるんですかぁ？』

　もうすぐ消えてしまう由宇は、楽しそうな笑えみを浮うかべている。

　そこに悲ひ愴そう感はなく、悔くいも未練も感じられない。

　既すでに死んでいる由宇は、残された短い時間を楽しく生きている。

　だからこそ、ぼくは怒いかりを覚えた。

　どうしてひき逃にげ犯は、この天てん真しん爛らん漫まんでド変態な美少女を見殺しにしたのか。

　湧わき上がる怒りと悲しみの感情が、犯人への憎にくしみに変へん換かんされていく。

「ちっ。このフォルダー、パスワードが設定されてるわね」

『……チラッ』

「男子の黙秘権を使います！」

『ダメです。ワトソンさんのエロ事情を見るまでは、あの世に逝いけませんから』

「なにその現世への未練っ!?」

『というわけで、冥めい土どの土産みやげに秘蔵のメイド画像とか見せてくださいよぉ。わたし、ずっと前から興味あるんです。男の人がどんなのでオ◯ニーし』

「ストップ！　下品！」

『せんずり』

「言い換かえがサイテーだよっ！」

『しこる』

「変わらないから！」

『抜ぬくとか？』

「記き憶おく喪そう失しつの癖くせに、そっち関係の知識が豊富なのはなぜっ!?」

「そうよ。白瀬さんは記憶喪失のはずでしょ？」

　比良坂さんが、由宇にチクリと言った。

　その発言に何かを察したのか、由宇はしばし黙って。

『……むむっ！　じゃあなんて言い換えればいんですか！　オ◯ニーも駄だ目め！　せんずりも駄目！　抜くのもしこるのも……表現規制は理り不ふ尽じんです！』

「規制以前に、女の子としての自覚を持とうよっ!?」

『女の子らしく振ふる舞まっても、どーせ見てくれる人はいないですし……』

「ごもっともな意見だけど、それでもぼくは女の子らしく振る舞って欲しいな……」

『女の子らしい振る舞いですか？　普ふ段だんは仲良く親友ごっこしてるけど、本人不在の場所では陰かげ口ぐちを言いまくるみたいな？』

「リアルで夢のない女の子らしさは、もっとやめて！」
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『ちくわで殺人ですけど、わたしは可能と考えます』

　真昼の幽ゆう霊れいと無駄話をしながら、夏休みの通学路を歩く。

　今日も炎えん天てん下かな８月30日は、外を歩くだけで体力が削けずられていく。

「さすがに無理だよ」

『いいえ、斜ななめに切断して凍こおらせれば殺人は可能なハズです』

「つららなら、人を殺せるらしいけど」

『ちくわを凶きよう器きにした推理小説とか、探せばきっとあると思いますよ？』

「それ書評サイトで非難囂ごう々ごうだよ」

『あはは、推理小説のファンはうるさいのが多いですからね』

　由宇はいつもの通り。

　ちなみに比良坂さんは、今日も忙いそがしいそうだ。

　自宅で死神業務の報告書を上司に上げてから、生徒会室に行くと言っていた。

　学校に向かって歩く。

　その途と中ちゆうで、ひき逃げ事件が起きた交差点にたどり着いた。

　ポスターの貼はられた電柱の根本で、黒くろ猫ねこがかったるそうに毛づくろいをしている。

『あ、にゃんこです。煮に干ぼしあげましょうよ』

「持ってないし、野の良ら猫ねこの餌え付づけはマナー違い反はんだよ」

『道路にポイ捨てした煮干しを、にゃんこが勝手に食べるなら構いませんよね？』

「その屁へ理り屈くつ、マジで言ってそうだからやめて」

『というわけで、煮干しを』

「持ってないって」

『臓器の一つや二つを売ってでも調達しましょう』

「なにその悲ひ壮そうな覚かく悟ごっ!?」

　内臓がない由宇は黒猫をモフるべく、透すき通った瞳を『キラリン☆』とさせる。

　でも、

「由宇って、猫に触さわれないでしょ？」

『……ハッ!?』

　既にこの世の存在ではない由宇は、この世を生きる野良猫をモフれない。

　あまりに悲しい現実。死せる幽霊の悲ひ哀あい。

『うぅぅ……』

　由宇は、泣きそうな顔で野良猫を眺ながめていた。

　生きてさえいれば、犯人が由宇をひき逃げしなければ、いくらでもモフれたのに。

　一人の犯罪者の愚ぐ行こうが、猫をモフれない悲劇を生み出した。

　改めてぼくは犯人を許せないと──

『あっ、モフれました』

「えっ!?」

　ちょっと待って、ルール違反じゃないっ!?

　野良猫をひょいっと持ち上げて、股こ間かんを眺めて『男の子ですね』と頷うなずいてる由宇だけど、由宇を見れない普通の人には野良猫が空中浮ふ遊ゆうしてるように見えるよね!?

「つーか、なんで猫に触ふれられるのっ!?」

『奇き跡せきです』
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「ネットの掲けい示じ板ばんで叩たたかれても……あれ、黒猫が喋しやべってる？」

『おいコラそこの幽霊。オレ様を捕つかまえるとは、いい度胸だな』

　由宇に抱だかれた黒猫が、喋った。

　喉のどをゴロゴロ鳴らして、不ふ機き嫌げんそうに悪態を吐ついている。

　ぼくと由宇は、ピタッと固まる。

　予想の斜め上を行く超ちよう展開に、思考停止状態で言葉が出てこない。

　ガラのわるい黒猫は、流りゆう暢ちような日本語で話しかけてきた。

『おい。幽霊じゃない方』

「ぼくのこと？」

『そうだ。この風変わりな幽霊が視みえてるんだろ？』

「うん。見えてるけど」

『やっぱり霊視能力者か。てめぇの所属はどこだ？　忘ぼう却きやく機関か、賢けん人じん協会か、それとも退たい魔ま連盟のエージェントか、邪じや教きようで有名な降魔霊団の狂きよう信しん者しやか？』

「…………」

　よく分からないけど、たぶんアレだ。

　この世界には一いつ般ぱん人が知らない、闇やみだか裏だかの世界があるんだと思う。

　比良坂さんの死神稼か業ぎようみたいに。きっとよくある量産型ラノベな感じで、色々な闇に属する勢力が、裏路地や、夜の公園や、ビルの屋上で、それぞれの正義のために、異能や魔法で戦ってるんだと思う。
















　邪気眼に憧あこがれるぼくとしては、かなり興味ある世界だ。

　なんの異能も魔力もないけど、そのハンデが逆に主人公補正を期待できて妄もう想そうが捗はかどる。

　けど、

『さぁ答えろ』

「ただの一般人だよ……」

　裏世界のバトルとか、リアルで関かかわったら面めん倒どうくさいからっ！

　戦争映画を見るのは楽しいけど、実際に機き関かん銃じゆう陣じん地ちへ突とつ撃げきするのはイヤでしょ？

　異能者や魔導師とヒロイン巡めぐって殺しあう青春なんて、絶対にゴメンだよ！

『ドキドキ……』

「関わらないからね！　ぼくは平へい凡ぼんな青春を過ごすんだっ！」

『わたしがサーヴァントになります！　ワトソンさんも聖せい杯はい戦争に参加しましょう！』

「聖杯戦争ってなにっ!?」

『ちっ』

　舌打ちをする黒猫は、由宇の腕うでからスルリと抜け出た。

　空中で半回転しながら接地した黒猫は、よく透き通ったバリトンの声こわ音ねで言った。

『オレ様と一いつ緒しよで、てめぇも主を持たない野良か』

「おはなしが読めないよ……」

『気にするな。一般人は知らなくていい世界の話だ』

「さいですか……」

　伏ふく線せんでも何でもない、由宇の事件とは無関係な話らしい。

　きっとぼくと同じ時間軸じくでは、ラノベみたいに戦う主人公がいるんだろう。

　世界のために、ヒロインのために、エッチなお願いのために。

　うん、絶対に関わり合いたくないね。

　空から美少女ヒロインが降ってくる前に、ぼくはこの場を離はなれようとするけど。

『ちょいと待ちなっ』

　偉えらそうに上から目線で喋る黒猫は『けっ仕方ねぇな』とか『こんなことも知らねぇのか』とか『本当は人間なんぞに』とか、イチイチ悪態をつきながら、ぼくの知らない世界の一いつ端たんを親切に解説してくれた。ツンデレだ。

　説明によると、しゃべる黒猫の名前は『クロ』。毛色そのまんまだ。

　ここら一帯をねぐらにする野良猫のボスで、大好物はフライドチキン。

　クロ曰いわく、年を重ねた猫は稀まれに魔ま性しようを帯びるそうだ。

　いわゆる『猫ねこ又また』という妖よう怪かいで、人の言葉を理解できるらしい。

　一通り説明を終えると、クロは電柱のポスターを肉球で指差しながら言った。

『コイツを貼ったのは、てめぇだろ？』

「そうだけど」

『なら話は早いな。オレ様はそこの幽霊が轢ひかれるのを見たのさ』

「ほんとに!?」

『をおっ！　新展開ですっ！』

　ぼくは驚おどろいて目を見開き、由宇がクロをモフろうとして猫パンチで迎げい撃げきされる。

『むむっ』

『おい幽霊。気安くオレ様に触るんじゃねぇ』

　ドサクサに紛まぎれてモフろうとした由宇に、クロは不快を隠かくさずに言った。

　その俊しゆん敏びんな動きと態度は、人に媚こびぬ孤こ高こうな野良猫そのもの。

『イヤです。わたしはモフります』

『ほぉ？　言葉で駄目なら力ずくってか？　にゃーご、嫌いやだねぇ、せっかくてめぇらの言語に合わせてやってるのに。だから人間は嫌きらいなのさ。野や蛮ばんで身勝手で自己中心的だ』

『万ばん物ぶつの霊長を侮ぶ辱じよくする、無礼な物言いは控ひかえて下さい』

『抜ぬかせ幽霊。なにが霊長だ。てめぇらの都合で何匹びきの仲間が動物病院で玉なしにされたと思ってる？』

『人と猫の共存には去勢手術が必要です。そういうわけで、モフります』

「由宇は、ただ単にモフりたいだけなんだね……」

『はい。モフります。わたしの全身幽霊を以もつて、モフってみせます』

『ほぉ？　オレ様に仕し掛かける気か？』

『覚悟ですッ！』

『死に損ぞこないの幽霊風ふ情ぜいがァ！　野良を舐なめんなっ！』
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　謎なぞのバトルを始めた、妖怪と幽ゆう霊れい少女。

　放置するわけにもいかないので、二人の間に入って引き離そうとする。

　半はん透とう明めいな右ストレートで殴なぐられて、爪つめで顔を引っ搔かかれた。

『ふしゃぁぁぁ！』

『にゃーご！』

「あべしっ!?　モフり合戦はあとでいいから、まずは目撃情報を聞かせてよ！」

　ぼくの声は、ガン無視で。

　由宇とクロはにらみ合い、言葉を交かわすわけで。

『ハァハァ、やりますねっ』

『にゃーぜ、にゃーぜ、てめぇもなっ』

『迅じん雷らいが如ごとき尻尾しつぽの一撃、旋せん風ぷうよりなお疾はやい猫パンチ、お見事です』

『けっ。恐きよう縮しゆくだね』

『貴方あなた様の素す晴ばらしき肉球の爪捌さばき。さぞかし名のある妖怪と見受けました』

『黒こく面めん九きゆう尾びの賢けん猫びようといえば、オレ様のことさ』

『あなたと拳こぶしを交わせた幸運に感謝します。つきましては、その肉球に敬意を表してプニらせて頂くことを所しよ望もうします』

『よきに計らいな』

『感謝の極きわみです。ふへへ、ぷにぷに、もふもふっ♪』

「プニられたままでいいから、ひき逃にげの目撃情報を教えてよ……」

『教えてやるさ。ただし条件がある』

「条件？」

　由宇に肉球をプニられるクロは、交こう換かん条件を提案してきた。

『てめぇの学校に毒入りのエサをバラ撒まいてるヤツがいるのさ。人間のテリトリーに深入りしたオレらにも問題あるが、もう何匹も若いのが殺やられている。ここらを治める長老として見過ごすわけにはいかねぇが、暴ぼう力りよく沙ざ汰たはこっちとしても避さけたい』

「つまり、学校に毒エサを設置する人を説得しろと？」

『そうさ。オレ様の依い頼らいをこなしたら、そこの幽霊を轢いた車の特とく徴ちようを教えてやる』

「クロ。ぼくに任せて」

『けっ。期待してるぜ。猫ねこ殺しの情報を提供したいが、てめぇらが猫の顔を見分けられないように、オレ様も人間の顔をほとんど見分けられねぇ。判断付くのはガキか大人か老人かぐらいで、雄おす雌めすの判別すら怪あやしいぐらいだ。その上で情報を提供してやる。毒エサをバラ撒いてるのはおっさんだ。いつもは地味なスーツを着てるが、ここ数日はド派手な黄色い衣い装しようを着て、変な帽ぼう子しを被かぶっていたぜ』

「……一人、心あたりがいるよ」

　ぼくは、昨日学校で見た光景を思い出す。

　会長と校舎を歩いている時、廊ろう下かの窓から見た光景を。

　教頭先生が黒猫に餌えさ皿を差し出して、猫パンチでお皿をひっくり返されていたのを。

　幸せそうに黒猫をモフっている、半透明な憑き人に言った。

「由宇、学校に行くよ」

『アイアイサー。おつかいミッションスタートですねっ』

　由宇と出会って、今日で三日目。

　ボーイ・ミーツ・ゴースト。

　出会った美少女幽霊は変態だけど、物語はサスペンスでミステリー。

　ひき逃げから始まった謎解きの物語は、登場人物を増やしながら加速していく。

　──ロリな生徒会長、

　──露ろ出しゆつ男でビート板マニア、

　──刃は物ものオタクの死神、

　──ガチでムチな体育教師、

　──猫の妖怪、

　うん、ロクな登場キャラがいないよね。

　だけど──待ってろ。

　由宇をひき逃げした真犯人。

　由宇が望まなくても良い。無意味な自己満足でも構わない。

　ぼくは絶対、お前にたどり着いてみせる。
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『教頭先生や校長先生って、普ふ段だんはどんな仕事をしてるんでしょう？』

「さぁね。たまに授業を覗のぞきに来るけど」

『あれって緊きん張ちようしますよねｗ』

「由宇って、本当に記き憶おく喪そう失しつなのっ!?」

　学校生活のあるあるネタを話しながら、ぼくと由宇は校舎裏を歩いていた。

　昼間なのに薄うす暗ぐらい校舎裏は、いかにも野の良ら猫ねこがたまり場にしてそうな雰ふん囲い気きだ。

　そこに、目当ての人物がいた。

「なんだね？」

　目当ての人物が、ぼくの存在に気づいた。

　今から対たい峙じする人物は、実直そうな顔を不ふ愉ゆ快かいそうに歪ゆがめる。

「おはようございます。教頭先生」

「……ああ、おはよう」

　僅わずかな沈ちん黙もくの後、普通の挨あい拶さつが返ってきた。

　一体だれかと怪しんだけど、ぼくの制服を見て生徒と把は握あくしたのかもしれない。

　教頭といえど、生徒一人一人の顔や名前は覚えてないだろうし。

　不ふ機き嫌げんそうな教頭先生は、表情を曇くもらせている。

　普段はスーツ姿の教頭先生だけど、今日は異様な服装をしていた。

『うほっ！　ド派手でセクシーな格好です！』

「…………」

　ぼくは、生なま唾つばをゴクリと飲み込む。

　教頭先生は通勤途と中ちゆうに校舎裏へ立ち寄ったのか、いつものスーツを着ていなかった。

　流線型のヘルメット、ピチピチのサイクルスーツ、もっこりを強調したハーフパンツ。

「どうしたのかね」

　威い風ふう堂どう々どうと仁に王おう立ちする教頭先生は、赤いサイクルスーツを着ていた。

　体に張り付いて空気抵てい抗こうを極限まで減らすサイクリストの戦せん闘とう服は、ぼくみたいに自転車に興味のない人から見たらセクハラっぽいよ。股こ間かんの盛り上がりがスゴすぎる。どこぞの大だい企き業ぎようの社長でも通用しそうな厳格な佇たたずまいの教頭先生が、血の色よりも鮮あざやかな赤色のもっこりハーフパンツで仁王立ちとか異様すぎる。

　クロの証言では、ここ数日はド派手な黄色い衣装との話だったけど。

『すごく……大きいですね』

　そんなことはどうでもよくて、あのデカさはやばい。

　教頭先生の股間は、ノーマル状態とは思えないほどの盛り上がりだ。

　しかもハーパンがピチピチだから、形状シルエツトまで丸わかり。

　つーか、あのサイズでこの服装とか、教頭先生は悪くないけど軽犯罪でいいよ。

「なんの用だね？」

「いや……教頭先生の手にあるモノに用があって」

「これかね？　猫のエサ皿だが？」

　原色レッドのハーパンにモザイクが必要な教頭先生は、薄うす汚よごれた餌皿を持っていた。

　前日に仕掛けたエサ皿を回収して、これから洗いにでも行くのだろう。

　まあ前日に仕掛けた毒エサは、クロの猫パンチでひっくり返されたのを見たけど。

　ぼくは、核かく心しんに迫せまることにした。

「教頭先生。野良猫の餌え付づけはマナー違い反はんですよ」

　探さぐりを入れるべく語りかける。

　すると教頭先生は不機嫌そうな顔つきはそのままで、ぼくの苦言に答えた。

「そうか。ならば今後は気をつけるとする」

　短くそう言うと、教頭先生はその場から立ち去ろうとする。

　その背中を、言葉で引き止める。

「待ってください。違ちがうんじゃないですか？」

「なんのことだね？」

「野良猫の餌付けではなく、野良猫を毒殺してたんじゃないか──です」

「……ふん」

　小さく鼻で笑う教頭先生に、心の動どう揺ようは見られない。

　たかが生徒と舐なめているのか、ぼくを冷たい瞳ひとみで睨にらんでくる。

　こわい。怖こわすぎる。

　老武士を思わせる厳めしい顔つきの教頭先生が、股間もっこりで睨んでるんだから。
















　でも、ぼくは退ひかない。

「知ってますよ。教頭先生が毒エサを仕し掛かけて、野良猫を殺していることを」

「…………」

　証しよう拠こがないからハッタリ上等だけど、沈黙の反応を見た感じでは正解みたいだ。

　さすがに毒エサを仕掛ける犯罪を、

「それがどうしたかね？」

「毒エサを仕掛けるとか犯罪ですよ。動物愛護法とか」

「キミはホームセンターでネズミ駆く除じよ用の薬やく剤ざいが売られているのを知っているかね？」

「ええ。それぐらいは」

「私が仕掛けたのはネズミ用の毒エサだ。何の問題もない」

「……はい？」

　あれ？　教頭先生に論破された？

　平静な顔を装よそおいながらも、ダラダラと汗あせを流すぼくに。

　教頭先生は、淡たん々たんと冷れい徹てつで理論的かつ分かりやすく説明してきた。

「鳥ちよう獣じゆう保護法では環かん境きよう衛えい生せいに重大な支障を及およぼす恐おそれのある鳥獣は保護動物に含ふくまれないとされており、ネズミ類の三種が具体名として定義されている。ネズミを駆除するために毒エサを仕掛ける行こう為いのどこに問題があるのか教えてもらおうか」

「ぐっ、野良猫が間違って毒エサを」

「そちらも罪にならない。動物愛護法で禁止されているのは『みだりに殺す』事だ。ネズミ駆除の副産物で、糞ふん尿にようやトキソプラズマ原虫など衛生被ひ害がいを発生させ、鳴き声や爪つめとぎで環境被害を引き起こす、迷めい惑わくな野良猫が死んだとしても、なんら問題はない」

「でも……」

　ぼくの背後の半はん透とう明めいさんが、ゾワッ……と、殺気を放っている。

　その殺気は放射線みたいに無色無む臭しゆうだけど、第六感を刺し激げきするヤバさで満ちている。

　半透明の猫好き幽ゆう霊れいが、半透明の据すわった瞳でボソっと言った。

『ワトソンさん……この人、事故に見せかけて殺っちゃいましょうよ……』

「猫好きにその発言を聞かれたら、後ろから刺さされちゃいますよ……」

「同意しよう。動物愛護者の中には過激な奴やつがいる。やたらと公言することではなかった」

「もう遅おそいですよ」

　言いながらぼくは、録音モードのスマートフォンを取り出した。

「この音声を公開されたら、面めん倒どうなことになりますよね」

「…………」

「たとえ法律で禁止されていなくても人の感情は理り不ふ尽じんです。教頭先生がネズミ駆除の名目で野良猫を駆除していることが世間に知られたら、それはもう大変なことになりますよ。特に教頭先生みたいに役職のある公務員だと」

『ですよね！　犯罪を犯おかした教師とかマスコミの大好物ですから！』

「……きっとフルボッコにされますよ」

『タレコミしましょう！　マスコミだけに許される大人の合法イジメです！』

「…………」

　冷たい瞳はそのまま。教頭先生は押し黙だまった。

　そして、

「キミの目的は、なんだね？」

『猫殺しのあなたが、もがき苦しんで死ぬことです』

「もう毒エサを仕掛けるのはやめて下さい。それでぼくも見なかったことにします」

『甘ったるいです！　この世の地じ獄ごくを味わわせましょうよ！』

「ふん。約束しよう」

　短くそう宣言すると、教頭先生は後ろを振ふり向いた。

　ピチピチデザインのハーフパンツは、筋肉質なケツのシルエットも凄すさまじかった。

　尻しりの割れ方まで丸わかりで、色々とアウトな見た目だ。

　教頭先生の、セクシーな後ろ姿に見み惚とれていたら。

「和藤君。キミの将来には期待してるよ」

『いーっ、です！』

　こちらを振り返りもせず、教頭先生は捨て台詞ぜりふを呟つぶやいた。

　つーか、ぼくの顔や名前を知ってたんだね。

　さすが教頭先生だ。記憶力がいい。

　もしかしたら、全校生徒の顔と名前を覚えているのかもしれない。

　ぼくが無む駄だなことを考えていると、どこからともなく人外の黒猫は現れた。

『よお、見事だったな。物もの陰かげから一部始終を見守ってたぜ』

「クロ。来てくれたんだ」

『義ぎ理り堅がたい猫なんて存在しねぇが、約束した報ほう酬しゆうは渡わたさないといけねぇからな』

　カギしっぽを揺ゆらしながら、黒猫の妖よう怪かいはニヒルな笑えみを浮うかべた。

　そして、

『──黄色い車だ。そこの幽霊を轢ひいたのは』

「他ほかには？」

『悪いがオレ様が覚えているのは車の色ぐらいだ。他にも何か聞きたいことがあったら近所の神社にフライドチキンを持参して訪おとずれな。そこがオレ様のねぐらだ』

　クロは、それだけを言うと、

「にゃーご」

　猫の鳴き声をひとつ響ひびかせて、街のどこかに消えていった。

　ツンデレ……いや、ニャンデレな猫ねこ又まただ。

　しかし、またひとつ真犯人につながる情報が手に入った。

　比良坂さんが聞いた「猛もうスピードで現場から立ち去る左ハンドルのスポーツカー」

　雷斗が盗ぬすみ聞きした「事故発生の直前、由宇と体育教師がプールで言い争っていた」

　猫又のクロが証言した「由宇を轢いたのは黄色い車」

　これらの情報は、警察の公式見解「ガソリンスタンドに白い軽トラで突つっ込んで死んだ老人が由宇をひき逃にげした」と矛む盾じゆんする。

　それと、昨晩かかって来た怪電話も気になる。

　どちらにせよ。

「会長のところに行こう」

　そう、推理ならあの人に限る。

　合法の異名を持ち子供料金を自在に操あやつる、高潔なる変人ロリな先せん輩ぱいに。
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「ぐっもーにん。ロリは何にでもあう万ばん能のう調味料でお馴な染じみ、フリルと合わせれば『ゴスロリ』で、巨きよ乳にゆうと合わせれば『ロリ巨乳』、老ろう婆ばと合わせれば『ロリババア』と、属性ジャンルは変へん幻げん自じ在ざいな美少女アイドルこと四谷愛だ。ランドセルのガチ幼女から、裸はだかエプロンの幼妻まで対応可能な私が、これまでのあらすじを説明しよう。情報募ぼ集しゆうのポスターを貼はり終えたワトソン君は、夜のプールでガチムチにハァハァ……」

『濃のう厚こうな一夜でした……ぽっ』

「意味深なとこで切らないで、ちゃんとあらすじ紹しよう介かいしてくださいよ！」

　生徒会室に行くと、ロリな会長がいた。

　さっそく、昨晩から今朝までのことを説明したら……このザマだよ。

　憑つかれて疲つかれきったぼくは、ため息混じりで言った。

「会長は、今日もトバしてますね……」

「そうだな。こんな天気のいい日は、ワトソン君の白い液体をトバしたくなる」

『白い液体？』

「由宇は知らなくていいから！」

「くっくっくっ、粥かゆの如ごときものだよ」

　不敵に笑う獰どう猛もうな捕ほ食しよく系ロリは、腕うでを組んでも胸が邪じや魔まにならない小学生モドキだ。

　他人の不幸でご飯三杯ばいはいける幼女は、絶対に由宇の声が聞こえてると思う。

　規格外のバグキャラな先輩に、憔しよう悴すいしきった声で呟いた。

「会長は楽しそうでいいですよね……ぼくは昨晩エライ目にあったというのに」

「エロい目にあっただとっ!?」

『はい、とてもエロティックな夜でした』

「エロ要素は皆かい無むで、筋肉要素たっぷりな悪夢だったよ！」

「ど、どんなエロい筋肉プレイなのだっ!?」

「会長には耳じ鼻び科かを紹介するんで、今日中に鼓こ膜まくを診みてもらって下さい」

「筋肉要素か！　ＢＬじゃないか！　受けか!?　やはり、ワトソン君は受けなのか!?」

「ぼくが間ま違ちがってました……会長に紹介すべきは耳鼻科の前に精神科でした……」

「ふっ。先送りしていた精神鑑かん定ていは、またの機会にしよう」

　それから、数分間。

　会長に、昨晩から今朝にかけての、どエライことを説明した。

　ぼくの説明に聞き入る会長は「ふむふむ」「なるほど」「興味深い」と頷うなずく。

　アホ毛を揺らして思案しながら、うんうんと一人で納なつ得とくして。

「改めてあらすじだ。夜のプールで由宇君の憑き添そいをしていたワトソン君は、体育教師にホイホイチャーハンされてしまう。ナウい筋肉の余よ韻いんも冷めやらぬ帰り道、情報提供の電話を通じて親友がビート板を捕食する変質者であることが判明して、事故直前に夜のプールで例の趣しゆ味みを堪たん能のうしていた由宇君が体育教師とトラブルを起こしていたことを知る。その後、匿とく名めいの通報者から警察の捜そう査さが終わっていると忠告が寄せられて、綾小路君は逮たい捕ほされた。謎なぞと混迷が深まる事件の日付が変わり、幽霊と死神の３Ｐ朝チュン・ラッキースケベが発生。黒猫の妖怪から加害車両は黄色という情報がもたらされた疲れからか、ワトソン君は不幸にも黒くろ塗ぬりの高級車に追つい突とつしてしまう。後輩をかばいすべての責任を負った三浦に対し、車の主で暴力団員の谷岡に言い渡された示談の条件とは？」

「会長、お願いですからマトモに推理して下さい……」

「任せろ。トリック・オア・ロリータ、お菓か子しをくれないと痴ち漢かん冤えん罪ざいだぞ☆でお馴染み、理科の『水上置ち換かん法』で妄もう想そうし、英語の『母ぼ音いん』でニヤけ、数学の『代だい入にゆう』で貧乳に涙なみだする、オマセな美少女アイドルこと四谷愛が推理してやろう」

　ツインテールとアホ毛を揺らしながら、会長は言った。

「ズバリ、犯人はこの学校にいる！」

『そんな危険な学校にいられません！　わたしはあの世に帰らせてもらいます！』

「死亡フラグの置き土産みやげを残して、来世に旅立たないで！」

『あはは、冗じよう談だんですよ。夜のプールで、まだまだおしっこしないと──』

「会長ォ！　この幽霊もうヤですゥ！」

「くっくっくっ、安心したまえ。由宇君の崇すう高こうな趣味は邪魔しない」

『……ほっ。水中放ほう尿にようの障害になるなら、この人生を賭としても妨ぼう害がいするつもりでした』

「由宇の人生はすでに終わってるし！　会長は由宇の声が聞こえてるし！」

「これは私のアビリティ『会話予想スキル＋３』とか、ソレ系のアレなのだよ」

『わおっ！　高校生が書くネット小説みたいですね！』

「くっくっくっ、無意味にステータスの羅ら列れつでもしてやろうか？　68‐55‐66のツルペタ体型だ。とにかく推理を披ひ露ろうするには証しよう拠こ集めが必要だろう」

『分かります！　狼ろう狽ばいして言い訳する犯人さんに、容よう赦しやない証拠を次から次に突きつけて追い詰つめていく快感といったら、水中放尿の次ぐらいに気持ちいいですもんね！』

「もうやだ……ノリノリなこの人たち」

「クククッ、ワトソン君、今日は忙いそがしくなるぞ」

『くっくっくっ、です』

　ロリぃ会長の哄こう笑しようが響いて、由宇の哄笑がぼくだけに聞こえる、夏休みの生徒会室。

「嫌いやな予感しかしないよ……」

　ぼくは、不ふ穏おんな気配に身を震ふるわせた。
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『警　察　に　行　け。す　で　に　事　件　は　解　決　し　て　い　る　──、──』




「ふむふむ、なるほどな」

　パソコンのスピーカーから、昨晩の通話を録音した音声が流れる。

　画面には、不ふ審しんな電話を音声解かい析せきした波形が記されていた。

　ぼくが持つスマートフォンは会長に借りた私物だ。当然ながら違い法ほう改造のオンパレードで、自じ爆ばく機能やＧＰＳ位置把は握あく機能以外に、デフォルトで通話を自動録音する裏ソフトが仕込まれていたらしい。他にも様々なプライバシー侵しん害がい機能が付いてる気配がするけど、会長に詳しよう細さいを聞いたら「いずれ分かるさ」と笑われてしまった。

　電池の消しよう耗もうもやたら早いし、たぶん遠えん隔かく操作で盗とう聴ちようとか盗とう撮さつとかされてるに違いない。

　色々と諦あきらめてる、ぼくの横で。

　ロリな生徒会長が、真ま面じ目めに音声を解析していた。




　『解　決　し　て　い　る　──、──』




「ここで巻き戻もどす」




　『　い　る　──、──』




「通話終しゆう了りよう時、聞こえる音だ」




　『──、──』




　通話が切れる際に聞こえる、小さな雑音。

　それを繰くり返し聞いている会長のアホ毛は、くるくると螺ら旋せんを描えがいていた。

　感情が昂たかぶると動くアホ毛を観察していると、会長が楽しんでることが分かる。

　やがて、

「ワトソン君。分かったぞ」

　会長の口元が「ニヤッ」と愉ゆ悦えつに歪ゆがんだ。

　流れるような旋律で、鮮あざやかな推理が紡つむがれていく。

「昨晩、ワトソン君のスマフォに怪かい電話がかかってきたな。ただのイタズラ電話に思えなくもないが、私は調査に値あたいすると考えた。なぜか？　怪電話の目的がワトソン君の正体を確認することにあったからだ」

『──ッ!?　あ、ノリで驚おどろいてみました』

「続けて下さい」

「怪電話の主は直接会って話がしたいと主張しておきながら、最後は電話で簡潔に用件を述べている。不自然だ。そして通話を終える直前、夜の公園内に複数人いる中の誰だれがワトソン君であるかを確認している。ゆえに私は、怪電話の目的が用件を伝えることではなく、事件を嗅かぎまわっている厄やつ介かいな人物の特定にあると考えたのだ」

「なるほど。マトモに推理してますね」

「ワトソン君がたまたま公園にいて、向こうが公園を集合場所に指定したのは都合が良すぎるように思える。だが、夜の公園は事故現場との距きよ離り関係を考こう慮りよすると集合場所として選ばれるに相応ふさわしい。偶ぐう然ぜんの可能性は捨てきれないな」

「……」

　ぼくを公園に呼び出したのは、誰だったか。

　オートバイに乗って公園にやって来た、露ろ出しゆつ男の雷斗だ。

　まさかとは思うが、たぶん会長は雷斗も容疑者の一人に数えているはずだ。

　雷斗の実家は資産家で、自宅のガレージには高価な外車が複数台並んでいるという。

　外車……左ハンドルの車。

　考えたくないけど、親友が事件に関かかわっている可能性は……ゼロではない。

　ぼくは、ゼロだと信じているけど。

「次の解析に移ろう」

　どこで覚えた技術なのか。

　パソコンで声せい紋もんを解析する会長は、怪電話の推理を続けていた。

「怪電話は、機械合成された音声で会話しているな」

「ええ。声からは身元を調べられませんね。電話番号から個人情報を調べる方法は？」

「無む駄だだった。犯人もそこまで迂う闊かつではないらしい」

「警察に相談して、調べて貰もらうのは？」

「ただのイタズラ電話を捜査してくれるとは思えない。それに、由宇君の事件は公式には解決してる。わざわざ電話会社に調査依い頼らいなどしてくれないだろう」

「お手上げですね」

「そうだな。しかし──」

　会長はパソコンのキーボードを「カチャカチャ、ッターン！」と叩たたいた。

「声や電話番号以外から分かる情報もあるのだよ」




　　　『　い　る　──、──』




　怪電話が切れる際の『ブッ、ツ』という音が流れた。

「ここだ。通話終了時、かすかに『カチャッ』という音が聞こえる。これは固定式の電話機に受話器をカチャッと置いた時の音だ。携けい帯たい電話で通話した時には、このような音はしない。つまり犯人は固定電話のある室内からワトソン君に電話をかけたことが分かる」

『おぉ、マトモに探たん偵ていしてます！』

「由宇も驚いてますよ。会長がマトモに探偵してるって」

「もっと褒ほめてくれ」

　座高が低すぎる会長は、椅い子すの上に正座する幼女スタイルでパソコンを操作した。

　画面に映されたのは、無機質なグラフと心電図を思わせる波形。

「このグラフは音を図形化したものだ。そして」

　会長がパソコンを操作して、怪電話を受信した公園付近の地図を展開する。

　細かく区分けされた地図上には、いくつも建物が描かれていた。

「これは公園付近の地図だ。公園全体を見下ろせるマンションがいくつか、商業店てん舗ぽが三さん軒げん、公衆電話も一つある」

「さすがに、ここから発信場所を特定するのは厳しいですね」

「そうだな。でも、絞しぼり込むことは可能だ」

　会長は『──ブツ、─ツ─』という、通話が切れるときの雑音をスピーカーから流した。




　　　『──、──』




「これだ。通話終了時『ブッ、ツ』と変な音が聞こえるだろ。これを『ダイヤルパルス』という。受話器を持ち上げると『ツー』という音が聞こえたり、番号を打ち込んで通話に移る前に『プツプツプツ』と断続的に途と切ぎれるような音を聞いたことがないか？　アナログ回線の電話はこれら特とく徴ちよう的な音で信号のやり取りをしており、番号を押すときの『ピポパポ』も適当に思えて、実は厳格なルールの下もとに運用されている大事な信号音なのだ。先ほど流した通話切断時の音は、リセットパルスという通話が切断される際に流れる通信音だ。電話は各地区の電話交こう換かん機を経由して電話機に繫つながるのだが、リセットパルスの音は各交換機で違ちがいがある。さて、地図を確かく認にんしてみよう。ワトソン君が呼び出された、学校近くの公園付近の建物は三つの電話交換局のエリアに分別される」

　会長は言い終えると、パソコンを操作する。

　いくつか出現したグラフは、あらかじめ採取していた近きん隣りんのリセットパルスらしい。




　　『──、──』

　　『───、─』




「これは外れだ。リセットパルスの音が違う」




　　『──、──』

　　『─、───』




「これも外れだな」




　　『──、──』

　　『──、──』




「……絞り込めたぞ。怪電話は、このマンションの固定電話からかけられたものだ」

　ニヤッと笑う会長が、アホ毛を回転させながら地図を指差す。

　そこは、公園に面した高級マンションだった。

　愉たのしげな表情の会長は、椅子から飛び降りながら言った。

「さて、怪電話の件は」




　──お兄ちゃん、そんな大きいの入らないよぉ。




　突とつ如じよ、室内に響ひびいたロリボイス。

　アウトな着信音は、ぼくが持つスマートフォンから聞こえてきた。

「出たまえ」

　会長が静かに促うながして、ぼくは通話ボタンを押した。

「もしもし？」

『　死　に　た　く　な　け　れ　ば　余　計　な　こ　と　は　す　る　な　』

「ワトソン君、スマフォを貸せ」

　会長はスマートフォンを奪うばいとり、電話の向こうに言った。

「事故直後、現場付近の道路を左ハンドルのスポーツカーが走り去った」

『　…………　』

「私は、犯人が誰であるか知っている。聞きたいか？」

『　…………　』

「キミが極ごく悪あく人にんであるとは思っていない。今なら罪は軽くて済むはずだ」

『　忠　告　は　以　上　だ　』

「待て。最後にひとつだけ聞いてもらいたいことがある」

　会長はテーブルの上に転がっていた、ハンドマイクを手に取った。

　そして、マイクの拡声ダイヤルを最大に開いて。





「　私のアソコを舐なめろっ！　」






　学校中に響き渡わたる大音量で叫さけんだって、この人なにしてんのぉぉ!?

　耳を押さえるぼくと由宇は、アウトオブ眼中な感じで。

「さて、先ほどの電話を声絞解析するぞ。ちっ。また非通知設定だが、今回は携帯かコードレス電話だな。通話終しゆう了りよう後のガチャッがない」

「会長、さっきのは？」

「簡単なテクだよ。まずは情報を小出しにして様子を見る。心理的な揺ゆさぶりをかけ会話の糸口を引き出そうとする。次に電話の主を賞賛して態度の軟なん化かを狙ねらった。話にならんと確信できたので、興味をそそる一言で引き止め、とある目的で罵ば倒とうしてやった」

　会長が声絞分析を始めると、モニターに波形が現れる。

　大声で「を舐めろっ！」と叫んだ箇か所しよは、特に波形が乱れていた。

「ワトソン君、コイツを聞いてみろ」

「なにを聞くんですか……」

「コレだ」[image: →]　[image: →]　[image: →]　『アソコを舐めろっぉ！』

「これですか……」[image: →]　『アソコを舐めろっぉ！』

「そう、コレだ」　[image: →]　『アソコを舐めろっぉ！』

「他の部活から苦情が来るんで、リピート再生は止めて下さい……」

「ワトソン君は、これを聞いても気づかないのかね？」

『うーん、どこかに違い和わ感かん？』

　由宇が首を傾かしげて、ニヤニヤと笑う会長は、ぼくに問いかけてくる。

「私の発した『アソコを舐めろっ！』という声に注目するんだ」

「嫌いやでも注目せざるを得ませんよ……」

「ほんの少しだけ遅おくれて、相手側からも『アソコを舐めろっ！』と聞こえないか？」

『わたし、分かりました！』

　由宇が声を上げて、ヒントを元にした推理を披ひ露ろうした。

「電話をかけてきた犯人は、この学校にいるってことですね！』

「なるほど！」

「どうやら由宇君が先に気づいたようだな。そう、先ほど電話をかけた人物は校舎内にいる可能性が高い。推理の根こん拠きよは音速だ。大気を伝でん播ぱする音の速さは条件によって変化するが、だいたい秒速３４０メートルほどになる。先ほどの電話からは一秒ほど遅れて『アソコを舐めろっ！』が聞こえたので、少なくとも校舎の近辺から通話したので間違いないだろう」

『をぉぉ！　さすがです！』

　アホ毛をクルクルと回す会長は、ニヤッと犬歯を剝むき出しに嗤わらった。

　やっぱりこの人は、ただものじゃない。

　そして、常識もない。

　だけど、いざという時は頼たよりになる。

「会長。例のマンションを調査しましょう。駐ちゆう車しや場に黄色い車が停とまっていたら」

「いや、まだ早い」

「えっ？」

「私は黒くろ猫ねこの証言を疑っている。妖よう怪かい変へん化げの存在は信じよう。だが黒猫の『由宇君を轢ひいたのは黄色い車』という証言は、非常に疑わしい。だから──」

　その時、生徒会室のドアが開いた。

　比良坂さんだった。

「四谷先せん輩ぱい、いまの大声はなんですか？　なんか口に出せない単語のきゃぁ!?」

「クククッ、今日も明美君は、ええ乳をしてるな」

「きゃぴっ!?　四谷先輩っ!?　あたしの胸を揉もみながら脱ぬがし……ッ!?」

『ワトソンさん。見ちゃだめです』

「ゴクリ……」

「あ、あたしは露ろ出しゆつバカと違うんです！　人前で素す肌はだを晒さらす趣しゆ味みは……にょへぇっ!?」

　生徒会室に現れた比良坂さんに、会長が性的な意味で襲おそいかかった。

　意味がわからないけど、脱がしていることだけは分かる。

　比良坂さんの耳たぶをペロペロ舐めたり、制服越ごしにブラのホックを外している。

「あ、んんっ!?　らめえです！」

「会長……いきなり何を始めてるんですか？」

「ちゅぱちゅぱ……ふぅ、至極美味。何をやっていると思う？」

「口に出しては言えないことです……」

　電光石火の早はや業わざで半はん裸らにされた比良坂さんは、涙なみだ目めで「見ないでぇ……」エロかった。

「上のお口で放送禁止なら、下のお口で肉体言語だ！」

　比良坂さんのパンツを奪い取った会長は、いきなり制服を脱ぎだした。

　あまりに唐とう突とつな出来事に、呆あつ気けにとられるぼくと由宇に。

　頼れるロリな生徒会長は、つける必要のないブラジャーを丸出しで命令した。

「フライドチキンを買ってこい。クロ君に聞き込みだ」
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『なんだ。もう来たのか？』

『はい。モフりに』

『けっ』

　由宇にモフられながら、クロはまんざらでもなさそうに喉のどを鳴らす。

　学校近くの神社に、猫ねこ又またのクロはいた。

　フライドチキンを献けん上じようすると、黒猫は揚あげたてのソレに夢中で喰くらいつく。

　そして、

『ちっ。三分間だけ待ってやる』

「猫舌なんだね」

『人の言葉を覚えて妖術を操あやつるようになっても、こればかりは種族が生まれ持った体質で変わらねぇのさ。ところで、オレ様に何を聞きに来たんだ？』

「それは……」

　言いよどみながら、隣となりの幼女と刃は物もの撫子なでしこに視線を向ける。

　不敵な笑えみを浮うかべる会長と、頰ほおを朱しゆに染めてもじもじしている比良坂さんがいた。

　ぼくが不安げに見つめていると、会長は例の長なが台詞ぜりふでクロに語りかけた。

「おは幼女！　ＡカップではないＡＡＡカップだっ！でお馴な染じみ、生えてないから男湯に入ってもギリギリセーフな美少女アイドルこと四谷愛だ。ワトソン君、私にはこの黒猫が『にゃーにゃー』言ってるようにしか聞こえないのだが？　うむ、確かにオス猫だな」

　クロの肛こう門もん付近に目が釘くぎ付づけの会長は、猫語しか聞けてないらしい。

「ぼくには日本語に翻ほん訳やくされて聞こえます。猫舌みたいです」

『おいコラ！　恥はずかしいこと言うんじゃねぇよ！』

「猫舌をバラすなと、猫に怒おこられました……」

「楽しそうで羨うらやましいニャン」

　悲しげに笑う会長は、語ご尾びにニャンを付けながら言った。

　ごめんなさい。それ反応に困ります。

　ぼくがツッコむべきか悩なやんでると、会長はいきなり制服を脱ぎだした。

　ワッツ？　会長、どうして脱ぐの？

　つーか、

「会長、なにやってんですかっ!?」

「諸君。私からのサービスだ。ありがたく目にするがいい」

　身につけた衣服を一枚ずつ脱ぐ会長は、威い風ふう堂どう々どうと無む垢くな下着姿を晒した。

　穢けがれなき柔やわ肌はだ、盛り上がりのないバスト。

　滑なめらかなツインテールが夏風に揺れて、木こ漏もれ日びがスリムな裸体を照らした。

　お子ちゃまブラと、ストライプ模様の縞しまパンが目に眩まぶしい。

　下着姿になった会長は、

「クククッ、まだ私は止まらないぞ」

　背中に手を回して、お子様ブラのホックを「パチンッ」と外した。

　呆気にとられるぼくに見せつけるように、それを足元に音もなく落とす。

　瞳ひとみを妖よう艶えんにすぼめる会長は、流し目でぼくを一いち瞥べつして、

「ふぅー」

　甘い吐と息いきを、漏もらしながら。

　縞パンのサイドラインに、両手の親指を滑すべりこませた。

　どこかで見たような光景かと思ったら、会長が脱ぐ光景は親友の雷斗にそっくり。

　何かと理由を付けて服を脱ぐ、変質者とノリが同じだ。

「ワトソン君。脱いだ私は綺き麗れいだろ？」

　会長が瞳を細めながら、口くち裂さけ女めいた問いかけをしてくる。

　反射的にポマードと言いかけたけど、ギリで我が慢まん。

　ほんのり頰を朱に染める会長は、側面に指を添そえた縞パンを脱ぎ始める。

　親指でクルクルと丸めるように、縞パンを太ももの高さにスライドさせていく。

『……水着ですかね？』

「どうだろ？」

「くっくっく、出版ギリギリの限界露出、アウト覚かく悟ごでチャレンジしてみたぞ」

　制服と下着を脱いだ会長は、ちゃっかり下に赤い水着を着用していた。

　ただし、布地の面積は限りなく少ない。

　乳ち首くびを隠かくす布は親指サイズで、下半身の布切れは味付け海苔のりの大きさに等しいよ。

『真っ赤なマイクロビキニですね……』

「変態仮面とか、そっちの系列の可能性もあるよね……」

「ふふっ、どうだね？」

『水着というより、赤い紐ひもです……』

　ドン引きな由宇が言うとおり、目にも鮮あざやかな真しん紅くのマイクロビキニは紐だよ。

　裸体を隠すというより、逆にエロく見せるための水着だよ。

　でも、全然エロくないんだよね。

　ほとんど全裸でも、会長のマイクロビキニでは、まったく興奮しない。

　だって幼女の裸はだかに欲情したら、ぼくは変態さんだからね。

　男として、まっとうな反応だよ。

『あの水着は水中放ほう尿にように不向きですね……』

　由宇が変態の目線でツッコミを入れるけど、エロ要素には触ふれなかった。

　昼下がりの神社に、アホらしさだけが満ちていた。

　……あ、ごめん。普ふ通つうにツッコミ忘れてた。

　ぼくは、役目を果たすべく叫さけぶ。

「会長っ、なんすかその格好!?」

「エッチで真っ赤なマイクロビキニだ」

「そのまんまのネーミングですねっ!?　つーか、恥ずかしくないんですか!?」

「恥ずかしいぞ。見られて興奮してきた」

「あ、そうですか」

「ワトソン君の反応が冷たいな。気温はこんなに高いのに」

「とにかく制服、着てくださいよ。エロとは違ちがうベクトルで恥ずかしいんで……」

「いや、私はまだ攻せめるぞっ！」

　会長はクルッとその場で一回転。気づけば猫耳を模したカチューシャを握にぎっていた。

　猫耳を手にする、赤いマイクロビキニをつけた会長は、

「ラブ・強化にゃん！」

　アホ毛ツインテールの頭に「しゃきーん！」と、猫耳のカチューシャを装備した。

『猫耳幼女っ!?　ちょーかわいいですっ！』

　由宇が、瞳をハートにして叫ぶけど、

「私の強化は、これだけで終わらないニャン！」

　会長がその場で一回転すると、どんな手品かフワフワの尻尾しつぽが握られていた。

　尻尾のオブジェを手にした会長は、

「四谷・チャーミング・キャットパワー☆　メイク[image: ][image: ]──ッぷっ!!」

　──ズブュリっ!!

　不ふ穏おんな音を伴ともなって、会長のお尻しりにフワフワの尻尾が装着される。

　つーか、その尻尾ってどこに装着したのっ!?

「ぐぐっ……」

　会長がケツを押さえて悶もん絶ぜつしているけど、両面テープだと思いたい。

　涙を浮かべる会長の横で、興奮した由宇がマイクを持つポーズで解説を始めた。

『説明します！　会長さんはネコ耳と尻尾を装着するとかわいさが三倍にパワーアップするのです！　ただのロリとは違うのです、ネコミミ幼女なのです！　アホさも三周回って見れば、かわいくキュートにメガ進化だニャン！』

　もう、相手したくないよ。

　だけど尻尾と猫ねこ耳みみのマイクロビキニに突然変異した、会長の暴走は止まらない。

　女の子座りで手首を丸めて、にゃんこのポーズ。

　猫耳ツインテールの首を斜ななめに傾かしげて、無む邪じや気きな笑みを浮かべながら。

「にゃ～ん♪」

　玉たま砂じや利りの敷しかれた、静せい謐ひつな神社の境けい内だいに。

　──にゃん、にゃん、にゃ～ん。

　なんともコメントに困る、甘ったるい声が響ひびいた。

「にゃーんっ♪」
















「……」

「ロリにゃーごぉ♪」

「……」

「にゃんにゃんっ♪　クククッ、どうにゃん？」

「素す直なおにコメントすると、会長はアタマがおかしいと思います……」

『かわいいですっ！』

「にゃにゃーん♪　これも私の作戦の一いつ環かんなのだよ。オス猫のクロ君をキュートでキャットな猫耳幼女の魅み力りよくで籠ろう絡らくしてやろうと──」

『コイツ、バカなのか？』

「会長、クロからコメントを頂けました……」

「聞かせてにゃんっ♪」

「ば[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っかじゃねぇの？　だそうです」

「このクソネコがァァ！」

　会長の足が神速で伸のびて、小動物の腹部にめり込む。

『ぐふっ!?』

　会長は黒猫の頭をガシっと摑つかんで、顔面五センチの距きよ離りに吊つるしながら言った。

「聞け妖よう怪かい。幼女で妖女な幼怪ロリータでお馴染み、一部で不老との疑ぎ惑わくまである生きる都市伝説な猫吊るしアイドルこと、四谷愛を舐なめるなよ」

　会長のぶちキレ顔、ロリなのに怖こわいよ。

　眉み間けんに現れたシワの深さが、グランドキャニオンみたい。

「会長……それ、動物虐ぎやく待たいです」

「ジャレてるだけだ。それよりワトソン君、私の真っ赤なマイクロビキニ（Ｖｅｒ猫耳）の感想をクロ君に聞いてくれたまえ」

「……とのこと、だけど」

『ぐげげっ、このガキ一体なにひぐっぉぉ!?』

「いいかクソネコ、私が質問したこと以外は答えるな。愚おろかな野の良ら猫ねこに過ぎない貴様に質問してやろう。私の赤いマイクロビキニは似合ってるか？」

『クソがァ……ひぎっる!?』

「いまなんて言った？　私には『みーごぉー』としか聞こえない」

「とてもお似合いだそうです……」

「そうか。さすが年長者なだけあって世よ渡わたりが上手だな。長生きできるぞ。では次の質問だ。私のマイクロビキニは、何色だ？」

　妖怪猫耳ロリータで、真紅のマイクロビキニを身につけた痴ち女じよロリは質問した。

　私のビキニは何色だ──と。

　その質問に、フルボッコな黒猫は答える。

『てめぇの水着の色だぁ？　ンなの決まってんだろ！』

「正直に答えろ、けだもの」

『黄色だ！』

「…………えっ？」

『黄色に決まってんだろ！　とっととオレを降ろしやがれ！』

「ワトソン君、クロ君はどう答えたかね？」

「……黄色に見えるそうです」

「協力に感謝する。もう行っていいぞ」

『けっ！　てめぇん家ちの花か壇だんを公衆便所にしてやるからな！』

　捨て台詞ぜりふを吐はいて、クロは茂しげみに消えていった。

　でも、

『どうしてクロちゃんには、会長さんの赤いビキニが黄色に見えたんでしょうか？』

「由宇君の疑問に答えよう」

「いや、会長ってやっぱり由宇の声が聞こえてますよね？」

「『会話予想スキル＋３』の恩おん恵けいだ。さて、我われ々われ人間の目は『赤』『青』『緑』の三色を認にん識しきすることができる。赤と青が重なると紫むらさき、緑と赤が重なると黄色、こんな風に色とは基本の三色が混ざることでできている。人間の網もう膜まくは三色を認識できるが、猫科の動物は『青』と『緑』の二色を主に認識している。言い方を変えれば、猫は赤系統の色をほとんど認識できないというわけだ」

『なるへそ！　真紅のマイクロビキニから赤色が抜ぬけると、黄色だけが残るんですね！』

「実験してみよう。ワトソン君、私の猫耳マイクロビキニ姿を撮さつ影えいしてくれ」

「なぜっ!?」

「撮影した画像から赤色成分を画像処理で除外すると、猫が見ている世界が分かる」

「……はい」

　ぼくがアホくさいとは思いながら、スマフォのカメラを起動させると。

「だが待て」

　ぼくを、会長が制止する。

　ニタニタと嗤わらう会長は、愉しげに言うのだ。

「キミたちは忘れてないか？　この場に明美君がいたことを」

「そういえば？」

　なんかいた気がする。まったく会話に参加しないから、迂う闊かつにも存在を忘れてた。

　たしか頰ほおを染めてもじもじしてたけど、いつの間にか姿をくらましていた。

　ぼくは、神社の境内をきょろきょろ見渡して。

「あ、狛こま犬いぬの陰かげに隠かくれてました」

「イヤです！　あたしは絶対にイヤですからね！」

　狛犬に抱だきついて泣き喚わめく比良坂さんは、樹木に止まったセミとよく似ていた。

　うん、だいたい展開が読めたよ。

　ぼくと由宇がフライドチキンを買いに行ってる間、会長と比良坂さんは生徒会室でマイクロビキニに着き替がえていたんだね。

　そう、会長と比良坂さんが。ＡカップじゃなくてＡＡＡカップの会長と違って、張りのあるＥカップの美巨きよ乳にゆうを所有する黒くろ髪かみロングで和風美人の比良坂さんが。

　背後を漂ただよう半はん透とう明めいの幽ゆう霊れいが、ボソリと感情の失うせた口調で囁ささやく。

『ワトソンさん。会長さんに加勢です』

「うん」

「ちょっっ!?　和藤君、あたしの腕うでを摑んで……白瀬さんもきゃぁ!?　あたしの制服を脱ぬがして……ら、らめぇぇぇ！」

「くっくっくっ、よいではないか、よいではないかぁぁぁ」

『くっくっくっ、よいではないですか、よいではないですかぁぁぁ』

「ぜんぜん良くないわよ！　和藤君、助けっ！」

「ごめん。無理」

「そ、そんなぁ……」

　比良坂さんの瞳ひとみからハイライトが消えて、ニヤつく会長の細腕が乱らん舞ぶする。

　制服が剝はぎとられて、隠された扇せん情じよう的な姿が露あらわになる。

　野外で脱がされた、比良坂さんは。

『なんとマニアックっ!?』

「クククッ、和風美人の明美君に相応ふさわしい水着を用意してやったぞ」

「……ゴクリ」

　ぼくは言葉を失って、視線を比良坂さんに固定したまま生なま唾つばを飲み込んだ。

　だって、格好がマジで凄すごいんだもん。

　会長のマイクロビキニは紐ひもだったけど、比良坂さんには『和の心』がある。

　そう、

「和藤君……あたしの『ふんどし姿』を見ないでぇ……」

　ふんどし。

　圧あつ倒とう的てきな真しん紅くのふんどし。

　股こ間かんに密着した布切れは、露ろ出しゆつ度どが高めの『和の魂たましい』。

　ぷるんと形の良いお尻に食い込むは、捻ねじられて紐状になった『和の魂』。

　上半身は江え戸どっ子こらしく、何も身につけないトップレス！

「明美君、我々の格好は捜そう査さの一環だ。恥はじらって裸ら体たいを隠してどうする？」

「で、ですけどぉ！」

　羞しゆう恥ちに頰を染める比良坂さんは、ほとんど丸見え状態のおしりを震ふるわせている。

　上半身はトップレスで、下半身はふんどし一丁。

　乳ち首くびには絆ばん創そう膏こうが貼はられていて、これがまたエロい。

　太ももには、これだけは譲ゆずれないとナイフのホルスターが巻き付いている。

　真夏だというのに、恥じらいで震える比良坂さん。

　あまりの光景に言葉を失ったぼくに、会長が命じた。

「ワトソン君。ふんどし一丁の明美君をスマフォで撮影したまえ」

「あたしは撮影を拒きよ否ひします！」

「クククッ、これも捜査の一環だ。猫の見る視界だと真紅のふんどしが何色になるのか検証する必要がある。そして──」

「乳首に貼られた絆創膏ですけど、カラフルに着色されてますね……」

「そう、乳首の絆創膏は色しき彩さいサンプルになる。つまり科学捜査だ。明美君のふんどし一丁に乳首絆創膏の姿を撮影する行こう為いは、正当な捜査活動なのだよ」

「ひっぐ……」

　涙なみだで瞳をうるませる比良坂さんが、ぼくに上うわ目め遣づかいで訴うつたえてくる。

「かわいく撮影してね……」

「いや、断ろうよっ!?」

「あたし、和藤君になら恥ずかしい姿を撮影されてもいいと……ハァハァ」

「なぜ興奮してるのっ!?」

「ワトソン君！　ふんどし姿の明美君を見てみろ！　エロくないかね！」

「悔くやしさを感じますが、エロいです」

「だろうな。特に尻しりは素す晴ばらしい。捻られて紐状になったふんどしの布地がヒップの割れ目に食い込んでいる。緩ゆるやかに弧こを描えがくＥカップの美巨乳＠絆創膏。まさにメス死神、エロ死神だ。しかしまだ足りない。まだ強化の余地があるニャン」

　クルリと回転した会長が、手にしたアイテム。

　それは──

『猫耳カチューシャっ!?　キュートでキャットな猫耳をっ!?』

「ふんどし姿の明美君に、装着ニャン！」

　マイクロビキニの痴女ロリが跳ちよう躍やくして、空中で無意味に一回転。

　ふんどし一丁の比良坂さんの頭に、猫耳カチューシャを装着ニャン！

『きゃぁぁ！　猫耳ふんどし！　テラ萌もえす！』

「にゃんこ撫子なでしこになった明美君に命令する。私が指導した通り演技をするニャン」

「四谷先せん輩ぱい……わ、分かりましたニャン」

　羞恥で頰を染める、妖よう怪かい☆猫耳ふんどしの比良坂さんは。

　玉たま砂じや利りの敷しかれた境けい内だいで四よつん這ばい、絆創膏で強化したＥカップの美巨乳をアピール。

　手首を丸めて、にゃんこのポーズ。

　甘え上手な子猫の雰ふん囲い気きで、恥じらい混じりの鳴き声を漏もらすわけで。

「あけにゃん。にゃんにゃん……ねこ、にゃん、にゃん」

「…………」

「死神にゃんにゃん、あけにゃんにゃん……」

「…………」

「絆創膏は慈じ悲ひにゃんにゃん……ど、どうよ！　エッチでキャットなあたしに欲情し」

「ぷっ（笑）」

『ぷっ（笑）』

「ぷっ（笑）」

「笑ってんじゃにゃいわよぉぉぉ！」

「どひぃっ!?　猫ねこ耳みみふんどしが太もものホルスターからナイフを取り出してッ!?」

「斬きる刺さす抉えぐる落とす！　刈かる断たつ削そぐ捌さばく！」

「会長ォォ！　切り裂さきにゃんこです！　ヘルプヘルプ！」

　静せい謐ひつな神社の境内で、猫耳ふんどしがナイフ乱舞。

　周囲の構造物を切り裂きながら、なぜかぼくをロックオンして迫せまってくる。

「助けて刺される！　殺されるゥゥ!?」

『仲間が増えますっ♪』

「やったね、由宇──って、おいやめてっ!?　つーか会長、助けて下さいよ！」

「クククッ、頭脳は大人で映画館では子供料金でお馴な染じみ、下げ剤ざいと下げ痢り止めを同時に服用したら何が起きるのか気になって夜も眠ねむれない美少女アイドルこと四谷愛は、ふんどし一丁の和風美少女がナイフを振ふるう映像を撮影していて忙いそがしいのだ」

「どひぎぃぃ!?　それでも助けてください」

　神社の境内にぼくの悲鳴が轟とどろいて、由宇と会長はにこやかに会話を始めだした。

『おっ、揺ゆれてますね～』

「うむ、さすがの乳揺れだ。しかもＥカップで垂れてない美巨乳という」

『そろそろ助けてあげては？』

「そうだな」

「いやっ!?　会長って明らかに由宇の声が聞こえてますよねっ!?」

「由宇君の声は聞こえないが、クククッ……私の声は明美君に届くであろう」

「ひぎっ!?」

　猫耳ふんどしの比良坂さんが、会長の声でピタッと動きを止める。

　ふんどし一丁の裸体が震えだし、黒曜石の瞳から大おお粒つぶの涙がこぼれ落ちてくる。

「お願いです……それだけは……」

　懇こん願がんするような口調の比良坂さんに、会長は無慈悲な言葉を囁いた。

「これより撮さつ影えい会を始める。カメラマンはワトソン君に任せよう」

「い、いやですっ！」

「令れい呪じゆを──」

「分かりました！　撮影に……ひっぐ、令呪だけは……令呪だけはやめて下さぃ」

「賢けん明めいな判断だな。私に令呪を使わせれば、撮影会はさらに過激なモノになっただろう」

「……二人を撮影すればいいんですね」

　ぼくは諦あきらめて、ノリノリの会長と涙目で恥じらう比良坂さんをスマフォで撮影する。

　マイクロビキニの会長は「もっとローアングルで撮影しろ」とか「おしりをアップで撮影するのだ」とか「くっくっくっ、はみ出てしまったぞ」まったく興味ない「興奮したかね？」いいえ全然「Ｍ字開かい脚きやくを正面から」勘かん弁べんして下さい。

　猫耳ふんどしの比良坂さんは「胸を寄せるポーズなんてできない……」や「そんな角度から撮影されたら……」とか「絆創膏やお尻ばかり取らないで……」エロいよ。

「クククッ。エッチな撮影会だったな」

「もうお嫁よめに行けません……」

　そんなこんなで撮影会は終しゆう了りようして、ぼくは幼女の卑ひ猥わいな画像一覧を確かく認にんする。

　ほほえましいだけで、エロくはない。

　いや、幼い女の子が好きな一部のマニアには生唾ものだろうけど……

『じゅるりっ……』

「えっ!?　由宇もマニアだったのっ!?」

『すごく、かわいいです……』

「さいですか……」

　続けて、猫耳ふんどしな大和やまと撫子の撮影画像一覧を拝見する。

「…………」

「黙だまってにゃいで、なんか言いなさいよぉぉぉ！」

『いや、ほんとエロいですね……』

「うん……これはヤバい」

「ふえっ!?　エロいっ!?　うぅ……うわぁぁ～ん！　和藤君の馬ば鹿かァァァァ！」

　なぜかぼくを罵ば倒とうする、涙目で赤面にゃんこの比良坂さんは。

　脱ぬがされた制服を羽織ると、顔から湯気を噴ふいて、どこかに走り去っていった。

『……行っちゃいましたね？』

「そうだね」

「クククッ、明美君は放置で撮影画像を用いた科学捜査を始めるぞ。私の赤いマイクロビキニに注目だが、猫耳ふんどしな明美君の乳首絆創膏にも注目だ。カラフルに色分けされた絆創膏の色彩を色調補正すると、クロ君が見ている世界が分かる」

　全裸に紐と味付け海苔のりの会長が、スマフォのイラストソフトを操作する。

　すると、画像の中で鮮あざやかな赤を映す、マイクロビキニやふんどしの色彩が変わった。

　その色は──黄色。

　赤色を認識できないクロが目もく撃げきした、由宇を轢ひいた車の色と同じだった。

　会長は、不敵な笑えみを浮うかべて言った。

「ワトソン君。つぎは事故直前に由宇君と揉もめていた、水泳部顧こ問もんの調査だ」

「ええ。向かいましょう」

「学校のプールだ。私の推理が正しければ、事件解決のヒントはプールにある」

　奇き人じん変人の日本代表だけど、やっぱり会長は頼たよりになる。

　ぼくたちは、確実に真犯人へと近づいている。

『プールっ!?　でも、わたしがおしっこできるのは、夜ですし……チラッ』

「ちゃんと付き合うから……」

『ありがとうございますっ、うれしいですっ！』

　もうやだ、この変態な幽ゆう霊れい。
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　夜の学校に侵しん入にゆうして、プール近くの茂しげみに隠かくれるのも三度目だった。

「…………」

「…………」

　午後九時、夜の学校で。

　ぼくと会長は、茂みに隠れていた。

　息を殺してひっそりと、目当ての人物が来るのを待ち構えていた。

　時折、会長がまったいらの胸を押し当てて、ニヤリと反応を窺うかがってくる。

　肋ろつ骨こつが硬かたくて痛いし、ひっつかれると暑苦しいから、わりとマジでやめて欲しい。

『いつやるの？　今でしょ！』

　偵てい察さつ担当の由宇が、ぼくに飛び出すタイミングを教えてくれる。

　どうやら、待っていた人物が来たらしい。

　証しよう拠こは万ばん全ぜん。犯罪行こう為いの立証は可能。

　ぼくは、小声で囁ささやいた。

「由宇の合図です」

「ワトソン君、いざ出しゆつ陣じんしよう」

　ぼくと会長は──ガサッ。

　茂みから立ち上がって、水泳部の顧問がいる更こう衣い室に走った。

　夜の更衣室からは、野太い悪態が聞こえる。

「クソッ！　なぜないんだ！」

「郷田先生、こんな夜よ更ふけに何をお探しなんですか？」

　背後から声をかける。

　水泳部顧問の体育教師は、こちらを振り返りながら言った。

「だれだ！」

「ぼくですよ。昨晩はお世話になりました」

「貴様は一年の和藤か、昨日の説教では分からなかったのかっ！」

「よく分かりましたよ。先生が毎晩プールの更衣室を点検している理由が」

「………ッ」

　ぼくの態度に何かを察したのか、郷田先生の顔つきが変わっていく。

　焦あせりから怒いかりに、怒りから殺意に。

　怖こわい顔にビビるけど、ぼくは平然を装よそおってソレを取り出した。

　ソレを出した瞬しゆん間かん、郷田先生の表情が「あっ」という風に変化する。

「先生が探しているのは、コレですよね？」

「──ッ」

　先生は、野や獣じゆうの視線でこちらを睨にらんでくる。

　先生の荒あらぶる吐と息いきと、血走った視線の先にあるもの。

　それは、ぼくが手にしたビデオカメラだ。

　冷静沈ちん着ちやくな態度を演じるぼくは、少しだけ膝ひざを震ふるわせながら言葉を続けた。

「せ、先生が探してるのは、更衣室に仕し掛かけたビデオカメラですよね」

「貴様ァ……ッ」

「こ、硬こう派はな先生に盗とう撮さつ趣しゆ味みがあるとは思いませんでした」

　恐きよう怖ふで嚙かみながらそこまで言うと、ぼくは余よ裕ゆうを見せるべく不敵に笑うけど。

（こわっ！　先生、マジで怖い顔してるよぉ！）

　心の中では、ビビリまくり。

　ちょっとでも油断したら、ガクガクと足が震えそう。

　というか、今すぐ逃にげたい。

『頑がん張ばれファイト！　この後は水中放ほう尿にようですからね！』

　由宇のエールに気が抜ぬけそうになる。

　けど……ここが正念場だ！

　こわばる表情に喝かつを入れながら、ぼくは郷田先生に言った。

「聞へぇ！　盗撮犯の」

「ワトソン君、無理は良くないぞ？」

「……会長にバトンタッチします」

「ならば私が引き受けよう。セミの鳴き声を日本語に翻ほん訳やくすると『ヤラせてくれぇぇえ！　ヤラせてくれぇぇ！』になるのを知っていますかでお馴な染じみ、自宅で育成中のサボテンを狙ねらい通り卑猥な形状に育てたことを自じ慢まんしたい美少女アイドルこと四谷愛だ」

『それ、見たいですっ！』

「クククッ、あとで写真を見せてやろう。本当にすごい形状だからな」

『ドキドキ……』

「何度でも言いますけど、会長って由宇の声が聞こえてますよね!?」

「由宇だと？」

　突とつ然ぜん出てきた名前に、郷田先生の太ふと眉まゆがビクッと震える。

　由宇の名前は特別なものだから、反応してしまうのも無理ないと思う。

　会長も聞き逃のがさなかったようで、不敵に笑いながら言った。

「盗撮犯の郷田よ。気になる名前であろうが、今はスルーしてくれたまえ」

「貴様は……ッ」

「私は四谷愛。キミが勤務する学校に通う二年生で、ロリロリロリータ☆ロ～リロリでお馴染み、現実世界で絶ぜつ滅めつした体操服のブルマも創作の中では22世紀まで生き続けると予言する美少女アイドルだ。さて、進化を忘れて先祖返りした類るい人じん猿えんのような容姿のキミに質問してやろう。夜のプールの更衣室で、なにをお探しだったかな？」

「グッ……」

　女子小学生にしか見えない会長が、身長１９０㎝の大男を問い詰つめていく。

　プールの更衣室にビデオカメラを仕掛けていた、憤ふん怒ぬの形相を浮かべる体育教師を。

　野獣な息いき遣づかいの郷田先生を、透すき通った瞳ひとみで見み据すえる会長は。

　アホ毛ぴょこぴょこ、ニヤリと不敵に笑った。

　それはビビリなぼくの笑みとは異なる、獲え物ものを追い詰める肉食獣の哄こう笑しようだった。

　正義の名の下もとに罪を捕ほ食しよくする会長は、追つい及きゆうの手を緩ゆるめない。

「クククッ、まず初めに宣言しておこう。貴様に逃げ道は存在しない。更衣室に設置されたビデオカメラの映像はコピー済みだし、私の身に異常が起きれば協力者の手で盗撮の証拠が警察に届けられ、念のためにネット上の匿とく名めい掲けい示じ板ばんにもアップロードされる手はずとなっている。あとこれは余談だが、更衣室で回収したビデオカメラに残されていた映像には、間抜けなことにカメラを設置する筋肉ダルマが映っていたことも指し摘てきしておこう」

「ぼくは、先生のしたことが信じられません……ッ」

『わたしもビビリました……』

　あふれんばかりの怒りを込めて、ぼくは体育教師に言った。

　思い返せば、数時間前のことだ。

　更衣室で盗撮ビデオカメラを回収した会長に「盗撮映像の検証をしようじゃないか」と持ちかけられた時、天にも昇のぼるハートの高まりを感じたのを覚えている。

　ドキドキした。ワクワクした。由宇の非難は無視した。見るのはヤバかった。

　それでもぼくは、盗撮映像を見ることを選んだ。

　それは卑ひ劣れつな犯罪の証拠をつかむため。この世の悪を成敗するため。

　正義の心と、持て余された性欲に導かれるまま。

　ぼくは、更衣室を盗撮した映像を鼻血をこらえながら再生した。

　モニターに映ったのは──

　極限の怒りを込めて、ぼくは叫さけんだッ！

「どうして先生は、男子更衣室にビデオカメラを仕掛けたんですか！」

　ふつうは逆でしょ！

　モニターに映ったのは、更衣室で全ぜん裸らになった水泳部の男子たち！

　日焼けした裸体を惜おしげもなく晒さらす、筋肉質な水泳男子の、

　──白いケツ！　白いケツ！

　あぁ、そうさ！

　水泳部員は、日焼けで全身が真っ黒だったさ！

　だけど海パンに守られたソコだけは真っ白で、ちょー目立ってたんだよ！

　水泳男子の白いケツと！　水泳男子の白い股こ間かんが！

　見たくないのに、それでもぼくの視線を奪うばって離はなさなかったさ！

　ブーメラン状のホワイトゾーンは、認めたくなかったけど美しかったね！

　ちなみに由宇は興奮していた。

　良かった……キミは水中放尿だけじゃなくて男子の裸はだかにも興奮できる健全な乙女おとめだったって、どう考えても不健全です。本当にありがとうございました。

　だって、ぼくは見たもん……

　会長と由宇が水泳男子の股間を観察して、容よう赦しやなく採点する乙女の本ほん性しようとやらを。

　見た目、サイズ、形状、毛の具合、曲がり方。

　二人の乙女が要素ごとに採点して、淡たん々たんと総合点を算出する光景は恐おそろしかった。

　水泳部の男子は、会長の採点だと平均点は53点。

　最高は88点、最低は７点だった。

　ちなみに由宇の採点は、会長よりも厳しくて……もうやめておこう。

　余談だけど、７点のアレには、ぼくも哀あわれみを感じたよ。

　由宇は『かわいいですねぇ』と、控ひかえめにコメントを述べていた。

　その優やさしい残ざん酷こくさに、ぼくは泣いた。

　とにかく、

「先生が、男子更衣室を盗撮した証拠は揃そろっていますっ！」

「う……うおぉぉぉぉっ!!」

　郷田先生は、雄おす臭くさく泣き崩くずれた。

　その場でがっくし膝を折って、野獣みたいに涙なみだを流して言葉を漏もらした。

「俺は真っ黒に日焼けした男子高校生の……」

　先生は、嗚お咽えつ混じりに自分の性せい癖へきを語り始める。

「日焼けした男子高校生の真っ白な股間に……性的な興奮を覚えるんだ……っ」

「マニアックすね……」

『はい……とても上級者向けです……』

　お前が言うなと喉のど元もとまで出かけたけど、なんとか言葉を飲み込んだ。

　先生は、野太くてキモい涙声で言葉を連ねる。

「黒い裸体の真っ白なエリア……それに心こころ惹ひかれたのが過あやまちの始まりだった……」

「さいですか……」

「盗撮を認める……俺が悪かった……警察に突つき出すなり、好きにしてくれ……」

　郷田先生は、涙ながらに罪を認めた。

　それを会長は睥へい睨げいしていた。

　絶対零れい度どの冷えきった視線を、ギロリッと盗撮犯の教師に向けている。

　会長は、静かな怒りを内包した言葉を発した。

「体育教師の郷田よ。貴様は盗撮の事実を認めるのか？」

　不快と嫌けん悪おを露あらわにする会長は、涙を流して懺ざん悔げするマッチョに問いかける。

「俺は卑劣な盗撮犯だ……過ちを認めて、罪を償──」

「──貴様は、盗撮しか認めないのか」

　シャンパングラスを叩たたいたような、硬かたくて透き通った問いかけ。

　真夏の空気が冷えるのを感じた。周囲の気配がパッと変わるのを感じた。

　ピリピリとした殺気が、ぼくの周囲を押し包むのを感じた。

「……お前は何を？」

「全すべてバレているのだよ。貴様が男子更こう衣い室を盗撮したことも、白瀬由宇をひき逃げした犯人を知っていることも」

　その一言が、決定打になった。

　郷田先生は筋肉質な体を硬直させ、ぐぐっと拳こぶしを握にぎりしめる。

「おまえが何を言っているのか、俺には……」

「ならば北京ペキン原げん人じんの貴様にも分かるよう言ってやる。貴様は白瀬由宇が交通事故にあった日、夜のプールで彼女と会ったハズだ。不幸なめぐり合わせだったな。まさか女生徒が夜のプールに忍しのびこむとは予想外だ。しかし彼女は夜のプールに来た。そして更衣室のビデオカメラを回収する貴様を偶ぐう然ぜん目もく撃げきした。盗とう撮さつを知られた貴様は彼女に見逃して欲しいと懇こん願がんしたはずだ。彼女はきっと了りよう承しようしただろう。ただし、脅きよう迫はくじみた条件付きで」

　そこまで一気に言い終えると、会長は呼吸を整えた。

　すぅーと息を吸い込んで、記き憶おく喪そう失しつの本人が覚えていなかった事実をさらけ出す。

「彼女は提案したハズだ──盗撮は黙だまってやる。だから毎日夜のプールで泳がせろ、と」

　会長の推理に、ぼくは盛せい大だいにずっコケた。

　あろうことか生前の由宇は、先生の弱みを握って脅おどしていた……らしい。

　なんのために脅したか？

　言うまでもない。アレの為ために決まってる……

　なんのお咎とがめもなく、夜のプールで変態的なアレをする為に教師を脅した。

　恐るべし水中放尿の執しゆう念ねん、アホらしい事件の始まり。

　水中放尿の物語は、由宇と郷田先生の不幸なめぐり合わせから始まった。

　そこに偶然居合わせた雷斗は、由宇が先生を脅迫する声を聞いたようだ。

　雷斗の証言の真相はコレで、単独イベントだと悲劇には程ほど遠とおい。

　だけど、このあと悲劇が起きた。

　体育教師の反応を見る限りでは、会長の推理は正しかったらしい。

　老ろう獪かいロリータは、言葉巧たくみに体育教師を追い詰めていく。

「白瀬由宇に盗撮の弱みを握られた貴様は怯おびえただろう。いつ秘密がバラされるか。要求がどんどんエスカレートするんじゃないか。そして──」

「黙れッッ！」

　体育教師は、会長の言葉を制した。

　だが、会長はこの程度でビビるようなタマじゃない。

「正直に答えろ！　貴様に盗撮ビデオを貢みつぐように脅していた共犯者を！」

「ぐぐっ……」

「私は貴様が変態紳しん士しであることを知っている！　誰だれにも迷めい惑わくをかけずに歪ゆがんだ欲望だけを満たすという、ノータッチを信条として観察者に徹てつする盗撮の姿勢はまさに紳士だ！　世間の評価は最低だろうが、私は素す晴ばらしき変態紳士を祝福してやる！　それに貴様は変態として優すぐれているだけではなく教師としても評判が高い！　生徒の気持ちで悩なやみに付き合い、間ま違ちがった生徒は体たい罰ばつを恐れず指導する、今時は珍めずらしいタイプの熱血派だ！　そんな貴様がなぜ、白瀬由宇の事故に反省もせず盗撮行こう為いを続けるのだ！」

「そ、それは……」

　狼ろう狽ばいする先生の愛車は、左ハンドルの外車だ。

　車体のカラーは黄色で、これは黒くろ猫ねこのクロが証言した車の色と合がつ致ちする。

　でも、比良坂さんが教えてくれた情報──由宇を轢ひいた車は左ハンドルのスポーツカーと矛む盾じゆんする。先生の愛車は軍用車ベースのゴツい形状をした四輪駆く動どう車。

　あとクロの証言も怪あやしい。猫の色覚が信しん頼らいできないのは会長のマイクロビキニと比良坂さんのカラフルに着色された乳ち首くび絆ばん創そう膏こうで実証済み。

　夜のプールで由宇と起こした揉もめごとの真相もアレだったし、先生が由宇を轢き殺した犯人である可能性は限りなく低いと会長は推理した。

　そして、男子更衣室の盗撮映像だ。

　あの盗撮映像には、郷田先生のひとりごとが収録されていた。

　先生はビデオカメラを設置する際「いつまでこんなことを続ければいいんだ」と悔くやしげに呟つぶやいていた。

　なぜ、やりたくもない盗撮を続けないといけないのか。

　自分でも抑おさえきれない性欲のせいとも考えられるが、会長の推測は違った。

　獲物を追い詰つめる会長は、威い風ふう堂どう々どうとロリボイスで言う。

「白状しろ。貴様に盗撮を命じた人物を」

　そう、先生は何者かに脅迫されて盗撮を強しいられていた。

「盗撮の始まりが貴様の意志だったか、それとも貴様が同性愛者であるのを知った何者かの命令で始めさせられたのかは知らない。だが貴様を脅迫して手に入れた男子更衣室の盗撮ビデオで利益を得る共犯者──否いな、脅迫者がいるはずだ！　そいつを吐はいてもらう」

『あのぉ……』

　さぁ、会長の尋じん問もんを期待しよう。

　天才ＪＫの名をほしいままにして、あらゆる難事件を解決してきた変人の推理を。

『ワトソンさぁ～ん……うぅぅ……』

　由宇を轢き殺した真犯人は、果たして誰なのか！

　ぼくは、それが知りたい！

『ワトソンさん、も、もほぉ、らめぇみたいでぇ……』

「ん？　由宇、どうしたの？」

『そのぉ、もう限界みたいれぇ……』

　頰ほおを真っ赤に染めた由宇が、もじもじと身をくねらせている。

　どうしたの？と、ぼくは首を傾かしげると。

『じつは、おしっこが漏れ』





「四谷老師！　約束が違うではないか！」






　ぼくたちの頭上から、その声は響ひびいてきた。

「だれっ!?」

『も、もう出ちゃりゅ……』

「何者だ！」

「ふふふっ、私の用意した協力者たちだ」

　突とつ然ぜんの声に、ぼくたちは上を向く。

　更衣室の屋根、十五夜の満月をバックに、黒々としたシルエットを見せる集団。

「我われらは運動部七英えい雄ゆう！」

「四谷老師の提示した報ほう酬しゆうを目当てに！」

「依い頼らいを引き受けた童どう貞てい集団なり！」

　月夜に現れた集団は、ぼくと同い年ぐらいの男子生徒に見えた。

　それぞれの武具を担かついだ集団は、月に吠ほえる狼おおかみのように感情的な言葉を叫さけび続ける。

「我らは選ばれし童貞者である！」

「ゆえに報酬を目当てに依頼を引き受けた！」

「話が違うではないか！」

「我らが求めしは盗撮映像の検証に参加する権利なりッ！」

「盗撮映像を預かり！　老師の身に何かが起きれば警察に通報する役目だった！」

「我々は聞いていなかった！」

「男の着き替がえなど、我らは求めていない！」

「四谷老師！　なぜ我らを騙だました！」

　更衣室の屋上に陣じん取どった運動部員たち（※全員童貞）は、怒いかりを隠かくさずに叫んだ。

　うん、その気持ちは分かるよ。ぼくもドキドキしながらモニターに映る白いケツを眺ながめた仲間だから。男子更衣室の盗撮映像の次は女子更衣室かも──と、淡あわい期待を胸に最後まで動画を見たのも一いつ緒しよだよね……ずっと白いケツだったけど。

　童貞軍団の矛ほこ先さきは、不敵に笑いながら佇たたずむロリ美少女に向けられる。

　会長こと四谷老師は、自分を見下ろす童貞たちに言った。

「七英雄の諸君。私は言ったハズだ。更衣室の盗撮映像を見せてやる、と」

「女子更衣室ではなく、男子更衣室と言い張るつもりか……ッ」

「いかにも。私が提供したのは更衣室の動画だ。諸君らにコピーを渡わたし、もしも私の身に何かが起きたらコレを警察に届けろ、何も起きなければ好きに処分していい──と」

「この悪あく魔まめぇ……」

「我ら選ばれし童貞のぉ……」

「期待と純情を踏ふみにじりおってェ……ッ」

「許さん……ッ！」

「貴様の血は何色だッ！」

「この憎ぞう悪おは幾いく千万の星河を駆かけ抜ぬけても消えぬほど深いッ！」

「我ら童貞は女子生徒の裸はだかが見たかった！」

「ならば見せてやろう」

「なんだとぉ!?」

「クククッ、私の穢けがれなき」

「「「「「「「小学生の裸に興味ない！」」」」」」」

「恥はずかしがり屋どもめ。諸君らは溢あふれる性欲を発散させたいのか？」

「「「「「「「応ッッッ！」」」」」」」

「ならばよい方法がある。それは暴力だ。満たされぬ性欲を暴力にて解放する。その対象に相応ふさわしい人物がここにいる。何を隠そう私こと四谷愛だ」

「「「「「「「我らは男子！　女は殴なぐれぬッ！」」」」」」」

「自うぬ惚ぼれるなよ、クソガキども。私を誰だと思っている？　四谷愛だぞ？　生徒会に君臨する合法ロリにして、キュートで残ざん虐ぎやく☆ロリータでお馴な染じみ。その属性は──」

「おいっ！　喧けん嘩かはやめんか！」

　生徒同士の不ふ穏おんな気配に、体育教師が動いた。
















　争いを仲ちゆう裁さいしようと、マッチョな体を盾たてにして会長の前に立ちはだかる。

　──シュバッ。

　目にも留まらぬ疾はやさで、会長の回し蹴げりが放たれた。

　その一撃は地面のホコリを巻き上げて、激しい颶ぐ風ふうが髪かみを揺ゆらすほど。

　超ちよう速そくの一いつ蹴しゆうは大男をたやすく宙に舞まい上げて、数メートルに亘わたって吹ふき飛ばした。

　筋肉質なマッチョを、女子小学生にしか見えない幼女が蹴り飛ばす。

　信じがたい光景に、運動部の童貞たちは息を吞のんだ。

　呆あつ気けに取られた彼らを見上げるのは、男湯にギリで入れると自じ称しようするロリ美少女。

「私こと四谷愛のキャラ属性を説明しよう」

　カッと瞳ひとみを見開いた会長は、腹の底から音もなくケタケタと笑っていた。

　悪あつ鬼き羅ら刹せつも喰くらい尽つくす、獰どう猛もうかつ幼い凶きよう顔がんを歪めて宣言した。

「私こと四谷愛は『反則キャラ』だ。いわゆる『バグキャラ』や『チートキャラ』に属する最強無敵の『壊こわれキャラ』である。七英雄に告ぐ。私が憎にくければ報復せよ。その力を以もつて性せい衝しよう動どうを発散させろ。今こ宵よい、同志童貞諸君の性欲の煌きらめきは黒き殺意の波動へと変へん換かんされるだろう。汝なんじらの性欲は破は壊かいの権ごん化げへと変換されるのだ。放たれるハズだった数億のオタマジャクシへの手た向むけは、私の血をもって他ほかならない。同志童貞諸君、戦いを始めよう。相手は私だ。四谷愛ただ一人だ。諸君らは七名の選ばれし童貞たち。胸に宿すは妄もう想そうと劣れつ等とう感。それらを全すべて放つがよい。思う存分に出すがよい。中に出してもかまわない。幾百にも及およぶ自じ慰いで放たれた白はく濁だくミルクがごとく、全ての殺意を私の体内に解放してみよ。期待を裏切った私に裁きを下してみよ。童貞の名に恥じぬ戦いを見せてみよ」

「四谷老師……」

「老師の覚かく悟ごを見届けた……」

「我らは全力で参る！」

　突然はじまった、七人の童貞と女子小学生のガチバトル。

　開始二秒で三人ほど沈しずめて、童貞の返り血でアホ毛を赤く染める会長は。

　ニコッと、優やさしい笑え顔がおを見せながら言った。

「ワトソン君、ここは私に任せろ。なに大だい丈じよう夫ぶだ。私はスーパーヒーローさ。あいつらに負けるハズない。この戦いが終わったら結けつ婚こんし」

「死亡フラグを立ててないで、さっさと用件をどうぞ……」

「キミたちには、やることがあるだろ？」

「やること？」

『ワトソンさぁーんっ、もふぅ出ちゃいそうで……えっぐ』

「……忘れてた」

　ぼくは変態に取り憑つかれていて、その幽ゆう霊れいは夜のプールで水中放ほう尿にようを……

「由宇、まだ我が慢まんできる？」

『んゅ……んん、んんんゅ（内うち股またでもじもじしながら涙なみだ目めになる）』

「プールまで持つ？」

『ぁぁ、んんぁんっ！（泣きながら首を横に振ふる）』

「無理っぽい？」

『んゅ、んんゅんっ！（首を上下にコクコク）』

「オーマイゴッだよ……」

　悪態をつくぼくは、由宇をお姫ひめさま抱だっこした。

　幽霊の癖くせにしっかりと重みを感じて、膝ひざがビキッと悲鳴を上げる。

　だけど、

「だぁぁぁぁぁぁ──ッ！」

　プールに向かって全力疾しつ走そう。

　ここでお漏もらしされたら、由宇の姿が見られちゃう！

　死んだハズの同級生がスクール水着姿で現れておしっこを漏らして喘あえぐとか学校の七不思議を一人で全部制せい覇はできる勢いだから！

『ら、ラメェェェ……』

　プールまで、あと十メートル。

　涙をポロポロこぼしながら、由宇の体が小刻みに震ふるえ始める。

　プールまで、あと五メートル。

　スクール水着の股こ間かん辺りに、気のせいか染しみが広がってる気がする。

　プールまで、あと三メートル。

　なんか生なま温ぬるい感かん触しよくが、うぎゃああぁぁ、アレが付いたあああぁぁッ！

　プールまで、あと一メートル。

「由宇、ごめんっ！」

　ぼくは、体をひねりながら急ブレーキ。

　急停止の反動で由宇をジャイアントスイング、プールにぶん投げて。

　半実体化した幽霊が、水面に『じゃぼんっ』と波は紋もんを作って、

『出てるゅぅ、出てますぅぅ！　出ちゃってましゅぅぅぅ！　あ、あぁっ！　アァァ──ンッ！　おしっこぉぉ！　おしっこぉぉぉんんぁっ、おしっこ漏れちゃ……あぁぁぁんっ！　あぁ、んんっ、水の中で……ビクンビクッ、あぁぁん、んっ、むぅんぁ、温かいおしっこがぁ、んんんっはぁぁんんっ！　がっ我慢してたからぁ、快感ビクビクゥ、……ハァハァ、わ、わたしのおしっこ……水の中で、きっ気持ちいい……おしっこ温かくてもっもほぉ……あ、あははっ、おしおし、おしっこ（びくっびくぅ！）』

「ぜぇぜぇ……」

　どうやら、間に合ったらしい。

　極限まで放尿を我慢してた由宇は、念願の水中で恍こう惚こつとしながら喘ぎ続けてる。

　その光景は、美しく官能的で、淫みだらで背徳的で、

「やっぱり由宇は変態だよ……」

『あへ、あへあへ……』

　どこまでも変態的な光景でした。








八月三十一日
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　鉄てつ格ごう子しの付いた窓辺で、チュンチュン小鳥が鳴いていた。

　夏の日差しが面会室に差し込んで、ぼくは小さなため息をひとつ。

「会長、何をやってんすか……」

　昨晩は、ひどい目にあった。

　会長と一いつ緒しよに盗とう撮さつ犯を捕つかまえた後、謎なぞのバトルが発生。

　ぼくは由宇と一緒にアレをこなして、戻もどってきたら死し屍し累るい々るいだった。

　七人の童どう貞ていとのバトルは、グラウンドの地形を変えるほどの激しさだった。

　それは、すごい戦いだった。

　あまりにすごい戦いであったがゆえ、近きん隣りん住民が警察を呼んじゃうぐらい。

「会長、差し入れのプリンです」

「ワトソン君。すまない……」

　両手に手て錠じようをかけられた会長は、しょぼくれた表情で言う。

　透とう明めいなアクリル板で隔へだたれた数センチの距きよ離りは、手が届くほど近くて遠い距離だった。

　ここは、警察の留置所。

　アホな会長は夜の学校でとっつかまって、様々な容疑で留置所にぶち込まれている。

　逮たい捕ほの一部始終を目もく撃げきした、近隣住民の話によれば。




　近隣住民の証言「高校生がヤンキー漫まん画がみたいに殺し合ってた」

　近隣住民の証言「血まみれの幼女が次から次に警官を殴ってグラウンドに沈めた」

　近隣住民の証言「終わったら警官も生徒もみんなが笑顔だった。あれは良い喧嘩だね」




　うん。傷害罪や公務執しつ行こう妨ぼう害がいの現行犯で、普ふ通つうに捕まるよね。

　童貞軍団を見捨てた会長は、自分は小学生と言い張って逃にげようとしたらしいけど無理で、得意の「ロリツ」だか「ロリ＝カタ」だか「電でん磁じ発はつ勁けい　炉ろ電でん掌しよう」だかの格かく闘とう技ぎを駆く使しして警官隊の第一波を秒殺、第二波に投入された機動隊もワンターンキルして、最終的には警視庁が闇やみの組織との戦いに備えて秘ひ密みつ裏りに整備していた特とく殊しゆ部隊「防人さきもり機関」に鎮ちん圧あつされたとかで、小学生とか関係無しで射殺されなかったのが奇き跡せきだよ。

「どうするんですか？　今日、真犯人を追い詰つめるんでしょ？」

「ワトソン君が単独で解決してくれ！」

　会長はデカイ声でそう言いながら、消え入りそうな声で（脱だつ獄ごくは努力する）と囁ささやいた。マジっぽくて怖こわい。この人ならやる。

『事件の解決？　大丈夫ですか？　あぶないですよ？』

「やるよ」

　ぼくは覚悟を決めている。

　由宇をひき逃げした犯人は、もう把は握あくしていた。

　あとは、どう断罪するかだ。

　留置所の面会室を見み渡わたすと、交通安全と書かれたカレンダーが目についた。

　今日は八月三十一日。

　夏休み最後の日にして、由宇が現世に留とどまれる最後の日。

『今日が最後のおしっこです』

「…………」

　この変態幽霊の未練を果たして……いや、由宇は真犯人とか興味ないだろうけど。

『えへへっ。今夜のおしっこは、スゴイのを予定してますからね』

「…………」

　こいつは、自分の趣しゆ味みさえ無事ならそれでいいらしい。

　だから、由宇が現世に留まってる間とか、こだわらなくていいかもしれない。

　会長の支し援えんが得られない状じよう況きようで、焦あせって真犯人を追い詰めるのは不要かもしれない。

　でも、ぼくの正義感は犯人を許さない。

　由宇が見ている前で、真犯人に罪を認めさせてやりたい。

「会長、絶対に犯人を成敗しましょう」

「武運長久を祈いのる」

　面会室を隔てるアクリル板ごしに、ぼくと会長は拳こぶしを交かわす。

　アクリル板を殴なぐった会長が、小声で（アクリル板の固有振しん動どう数すうは……共鳴を起こせばイケるか？）不ふ穏おんなことを呟つぶやいていたのは聞こえない。この人はやるハズだ。

「それで、会長の推理だと真犯人は誰だれなんですか？」

「クククッ、推理なら任せてくれたまえ。占うらない師によると前世は『ヨーグルトの蓋ふた』でお馴な染じみ、イヤホンは二千円台の商品で十分と主張してやまない幼女なＪＫアイドルこと四谷愛が、白瀬由宇ひき逃げ事件の真犯人を推理しよう」

『ドキドキ……』

「だが、真犯人とは別に、私はとある人物の尋じん問もんを行わなくてはいけない」

『尋問プレイ!?　淫らで甘かん美びな響ひびきですっ!?』

「構いませんけど、会長は警察署に留置中ですよね？　誰を連れてくるんですか？」

「いや、誰かを連れてくる必要はない」

　ニヤッとアホ毛を回す会長が「ドロリドロリドロリドロリドロリドロリドロリドロリ……ジャカジャン！」と、人間の声帯では不可能なボイスパーカッションで「尋問対象☆発表タイム～ッ！」と、いえーい、どんどん☆ロリロリな宣言をする。

　無意味な三文芝しば居いを終えた会長は、ぼくの背後を漂ただよう半透明の幽霊を指差して。

「尋問するのは、ワトソン君の背後にいる──白瀬由宇だ！」

『な、なんですってぇぇ！』

　ぼくの背後で、由宇が驚きよう愕がくしている。

　不敵に嗤わらう会長のアホ毛は、ぴょこぴょこと回転していた。

　この世界に新たな会長犠ぎ牲せい者しやが生まれる前兆が、不ふ吉きつな螺ら旋せんを描えがいている。

　獰どう猛もうなる捕ほ食しよくロリは、見えない尋問対象に問いかけた。

「由宇君。キミは記き憶おく喪そう失しつだったな？」

『は、はい！　わたしは事故で頭部に衝しよう撃げきを受けたせいで……くるくるぱー☆』

「それはウソだ」

　ぼくの通訳を必要としない会長は、絶対に由宇の声が聞こえてるはず。

　しどろもどろの由宇は、笑え顔がおを引きつらせて、冷や汗あせをたらり。

『ホラーぁ☆　物語の都合とかではなくて……』

「由宇君、記憶喪失とは目のつけどころが素す晴ばらしい。いったい誰の入れ知ぢ恵えかな？」

『そ、そりは……』

『記憶喪失の詐さ称しようを医学的に証明することは不可能とされている。これは人間でも幽ゆう霊れいでも同じであろう。だからこそ私は、由宇君との会話の端はし々ばしに罠わなを仕し掛かけ──」

『ごめんなさい。ウソでした』

「自白するの早っ!?　会長に推理させてあげてよっ！」

『だって、カッコ悪いじゃないですかぁぁ！　名めい探たん偵ていに矛む盾じゆんとか指し摘てきされまくった挙句、惨みじめな自供に追い込まれるのって！』

「気持ちは分からなくないけど、そこが物語の山場なんだから！」

『うぅぅ……事故直後の記憶が曖あい昧まいなのは本当なんです……野の良ら猫ねこを追いかけて道路に飛び出たら、ヘッドライトに照らされて「ドンッ」。車は覚えてないですし……』

　記憶喪失のウソがバレた由宇は、ぐちぐちと言い訳を続ける。

　会長のアホ毛は高速回転を継けい続ぞく中で、由宇は涙なみだを浮うかべながら『探偵さん、これには深い事情があるんです！』と、悲劇の被ひ害がい者しやポジに収まろうと足あ搔がいていた。

　会長による幽霊への尋問は、それから数分間に亘わたって続いた。

　尋問の最中に『あの人は悪くないんです！』とか『水中放ほう尿にようのためなら闇にだって堕おちてやります』とか『世界の半分を取らんかね？』とか、色々な発言が飛び出したけど、尋問の結果をまとめるとこうだ。

「事件の解決はワトソン君に任せた。主人公のノリで励はげみたまえ」

「はい。約束します」

『ドキドキ……風変わりな幽霊の記憶喪失は噓うそだったぁ!?　次々と明らかになっていく驚愕の真相！　物語は終しゆう盤ばんに向けて加速していく！　ラストの水中放尿も要チェック☆』
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「おはよう。雷斗」

「よう、ワトソンか」

　ぼくと雷斗は、夏休みの通学路を歩いていた。

　平日昼間の通学路に人通りは少なく、二人で密談するには最適な場所だ。

　鬼き畜ちく眼鏡めがねで露ろ出しゆつ男の雷斗は、一いつ般ぱん庶しよ民みんとは別世界に暮らすセレブだ。

　大だい豪ごう邸ていのガレージには、高価な外車が何台も並んでいる。

　由宇を轢ひいたのは、左ハンドルのスポーツカーだ。

　事故を目撃した黒猫のクロに、昨日撮さつ影えいした比良坂さんの乳ち首くび絆ばん創そう膏こうの画像を見せて確かく認にんを取ったところ、由宇をひき逃げした車は黄色ではなく赤色だったことが判明。

　雷斗は、真しん紅くのスポーツバイクと、真紅のライダースーツを愛用している。

　そして親しん戚せきに金持ちや権力者が溢あふれている雷斗は「たとえ人を殺しても無罪になる」と豪語する権力チートの露出男でビート板イーターの鬼畜眼鏡だ。

　だからこそ、ぼくは雷斗に話さないといけない。

「ぼくが何を言いたいか、分かるよね？」

「あぁ」

　雷斗は静かに答えた。

　ぼくの手には、とあるものが握にぎられている。

　それを一いち瞥べつしただけで、頭脳明めい晰せきな露出野や郎ろうの雷斗は全すべてを察したのだろう。

「ワトソンは親友だと思っていた」

「ぼくもだよ」

　通学路を歩きながら、ぼくと雷斗は目も合わせずに会話を続ける。

　そう、ぼくは雷斗に言わないといけない。

　本当はこんなことを言いたくないけど、それでも言わずにはいられない。

　ぼくは、雷斗に一冊の本を差し出した。

「ごめん……借りてたエロ本だけど、比良坂さんにバレて切り刻まれちゃった……」

「気にするな。たかがエロ本の一冊や二冊で……ぐすっ」

　親友Ａ君こと綾小路雷斗は強がるけど、鬼畜な眼鏡の奥で流れた涙は隠かくせない。

　ぼくが差し出したのは、ずたずたに裁断された『熟女系のエロ本』だった。雷斗が家宝と崇あがめ、死ぬときは棺かん桶おけに入れて欲しいとまで言っている、熟女専門のエロ雑誌「投とう稿こう熟女写真塾じゆく」だ。お年を召めしたマダムの赤せき裸ら々らな性体験を豊富な熟女ヌード写真と一いつ緒しよに紹しよう介かいする内容で、絶対にウソだろというシチュエーションが目白押し。部活の合宿に来ていた男子高校生の童どう貞ていを一晩で十五人分も奪うばった女占い師（68歳）の投稿とか爆ばく笑しようだったよ。性欲の塊かたまりな男子高校生に抱だかれながら（あんたイクわよ）と五秒後の射精を予言するシーンとか、読んでいて最高にクールだったのを覚えてるということで、雷斗のポテンシャルが半はん端ぱないよ。権力チートの露出男でビート板イーターの鬼畜眼鏡で熟女好きとか羅ら列れつするだけで疲つかれてくるよ。

『わたしも雷斗さんには負けるかもしれません……』

　超ちようＳ級の変態幽霊も、雷斗の前では敗北を示し唆さしてる。

　喩たとえるなら、全属性の異能を操あやつる能力者　対　一種に特化した能力者のバトルだね。

「ごめんね。雷斗の家宝を台無しにして」

「いいさ」

　涙をこらえる雷斗に、ぼくはいくつかお願いをして聞き入れてもらった。

　理由は言えなかったけど「ワトソンの頼たのみだ」と、クールに了りよう承しようした雷斗に感謝。

　鬼畜眼鏡の変態貴公子は、盗とう撮さつ被害者を対象とした説明会に参加すべく消えていった。

　これから水泳部一同は、盗撮で逮たい捕ほされた体育教師の無罪請せい求きゆうをするらしい。

　精神的苦痛は皆かい無むで「鍛きたえたボディーを見られて快感だった」と主張するそうだ。

　うん、男子水泳部って絶対おかしいよ。

「さて」

　雷斗に借りていたエロ本問題は、解決した。

　あと権力チートな雷斗へのお願いも、ナイスガイの計らいで聞き入れてもらえた。

　これで、ぼくと由宇は心置きなく真犯人と対たい峙じすることができる。

　でも、まだ解決したいことがある。





〈23〉






「おはよう」

　警察署で会長と面会してから、しばらくして。

　ぼくと由宇は、夏休みの河か川せん敷しきにいた。

　平日昼間の遊歩道に、長い黒くろ髪かみが綺き麗れいな大和やまと撫子なでしこがやって来た。

　その表情は沈ちん鬱うつで、唇くちびるは固く結ばれている。

　スマフォで彼女を呼び出したところ、指定されたのが河川敷だった。

　ぼくは、黒髪ロングの刃は物もの撫子に語りかける。

「比良坂さんは、今日も古都美ちゃんのお見み舞まいに行ってたんだね」

「妹は長い入院生活を送ってるし、できるだけ顔を見せるようにしてるわ」

　ぼくの幼おさななじみ──比良坂さんの妹は難病にかかっている。世界でも百人ぐらいしか患かん者じやがいない珍めずらしい病気で、小学生の頃ころから入院と退院を繰くり返している。退院時もいつ発ほつ作さを起こすか分からないから、一人でお風ふ呂ろに入れられないほどの難病だ。

　河川敷から見える、古都美ちゃんが入院している病院を見上げながら言った。

「ぼくが何を言いたいか、分かるよね？」

「えぇ、白瀬さんを見たら嫌いやでも分かっちゃうわ」

　ぼくの背後を漂う由宇は、器用にも空中浮ふ遊ゆうしながら土下座していた。

　土下座ゴーストは、比良坂さんに言うのだ。

『ごめんなさい！　わたしの記憶喪失がウソだってこと、バラしちゃいました！』

「会長の推理が炸さく裂れつした結果だよ。由宇が全部喋しやべっちゃったんだ」

「……白瀬さんはよくやってくれたわ」

　さり気なく由宇をフォローする比良坂さんは、疲ひ労ろう困こん憊ぱいといった感じ。

　黒曜石みたいに透すき通った瞳ひとみの目元が腫はれていて、どこか疲れた表情を浮かべている。

　ぼくは、消しよう耗もうしきった表情の比良坂さんに言った。

「昨日も、ぼくの部屋を見張ってたんだね」

「……そうよ」

　背後の由宇は不安げで、そわそわと落ち着かない感じだ。

　ぼくは小声で「大だい丈じよう夫ぶだよ」と、元気づける言葉を口にしてみる。

　それより、今は比良坂さんだ。

　核かく心しんに迫せまる発言を、ぶつけることにした。

「死神の比良坂さんは、昨日も由宇を殺せなかったんだね」

「…………」

　比良坂さんの返事はない。

　どうやら、会長の推理は正解だったらしい。

　ぼくが次の言葉を探さぐっていると、由宇が言いづらそうに発言した。

『わたしのせいで……』

「白瀬さんは何も悪くないわ。むしろ悪いのは……」

「由宇の事故を隠いん蔽ぺいしようとした、死神の上層部なんだね」

「……えぇ」

　比良坂さんの口から紡つむがれた自供は、おおむね会長の推理通りだった。

　物語の始まりは、由宇の水中放尿から。

　夜のプールで趣しゆ味みを堪たん能のうしてたら、体育教師がカメラを回収するのを目もく撃げきした。

　由宇は「盗撮は黙だまっていてあげますから、わたしが夜のプールで泳いでいるのも秘密にしておいてくださいね」と、体育教師と水中放尿を目的とした取引を行った。

　体育教師は、教え子に盗撮がバレたことを共犯者に連れん絡らくした。

　体育教師を脅おどして盗撮ビデオを貢みつがせていた共犯者は、赤い外車で高校に駆かけつけた。

「ここまでが、逮捕された体育教師が自供した内容になるね」

　由宇は、共犯者が運転する赤い左ハンドルのスポーツカーに轢ひかれた。

　それが焦あせりから来る事故だったのか、それとも故意に轢いたものかは分からない。

　結果として、由宇は亡なくなった。

　そして、死後の幽ゆう霊れいにルールを説明する死神が派は遣けんされた。

　比良坂さんは言う。

「直属の上司を経由しない上層部からの特別指示だったわ。白瀬さんの魂たましいを始末しろと。まだ生きていたら殺してでも魂を始末しろと。規定違い反はんでも構わない。命令に違反したら……あたしの死神資格を剝はく奪だつすると」

　それは脅しだった。

　比良坂さんの妹──古都美ちゃんの病気は、治ち療りよう法の研究が進んでいない。

　珍しい難病ではよくある話らしい。多くの人を助けられる治療法の研究なら経済的にも道徳的にも熱心になれても、極ごく少数の人だけを助ける珍しい病気の研究はモチベーション的に極きわめて低い。製薬会社が莫ばく大だいな利益を得られる新しい麻ま酔すい薬を開発するため、世界に数十人しか存在しない「痛みを感じない障害」を持つ人の体を調査しても、その熱意と研究予算が痛みを感じない障害を治す薬の開発に投じられることはないというわけだ。

　だからこそ、妹ラブの比良坂さんは高時給のアルバイト「死神」を選んだ。稼かせいだお金の大部分は妹さんの治療のため貯金して、その一部を趣味の刃物に投じているはず。

「あたしは白瀬さんの魂を抹まつ消しようしたくなかった。でも、死神を首になったら……」

「死神採用試験に掛かかった研修費だね。死神を首になると自腹を切らないといけない」

「お金もそうだけど、もし断ったらあたしも無事じゃ済まなかったでしょうね。警視庁が秘ひ密みつ裏りに心霊犯罪専門の部隊を組織するご時世よ。死神上層部の身内が起こした犯罪を隠蔽するのに、被ひ害がい者しやの幽霊ごと証しよう拠こ隠いん滅めつを図はかるのはおかしくないし、秘密の共有者となったあたしを消すのはさらに容易たやすいこと。だから……」

『比良坂さんは、わたしに「記き憶おく喪そう失しつの演技をしなさい」と指示しました』

「……これしか思いつかなかったわ。あたしは上層部にウソを報告して指示を仰あおいだの」

　──白瀬由宇の霊体は、事故のショックで記憶喪失を起こしています。

　──自身のプロフィールや、事故前後の記憶がありません。

　──死神の職務規定に違反する、危ない橋をあえて渡わたりますか？

「上層部から追加で出された指示は『通常手順で対処せよ』だったわ。あたしは上層部の指示に従って、白瀬さんに死神として接したの」

『あのときの課金ではお世話になりました』

　ペコリと頭を下げる由宇の言う課金とは、きっとロクでもないアレのことだろう。

　ともかく、幽霊になった由宇はプールで地じ縛ばく霊れいをしていた。

　平和に趣味を堪能できた日々は、たったの数日だけ。

　比良坂さんに、新たな指示が出たからだ。

「会長に聞いたよ。夜のプールに幽霊が出るとタレこんだのは、比良坂さんだって」

「上層部から追加で指示が来たの。白瀬さんを誰だれかに憑ひよう依いさせて抹消しろと」

　以前、比良坂さんが言っていた。

　人間に憑依した幽霊は、危険防止の為ために予告なく魂を刈かり取ることが許可されている。

　だからこそ、ぼくに由宇を憑依させようとした。

「和藤君が適任だったの。あたしの自宅から徒歩二十秒の場所に住んでいて」

「由宇を他ほかの死神から守りやすかったんだよね？　徹てつ夜やでぼくの部屋を監かん視ししてたのも、実は死神の上層部が差し向けた殺し屋みたいなのが来ても大丈夫な──」

「違ちがうっ！」

　ぼくの声を遮さえぎって、ヒステリックに叫さけばれてしまった。

「あたしが命じられたのは……」

　比良坂さんの目元から、ポツリと涙なみだがこぼれ落ちるのが見えた。

　それは乾かわいた河川敷の地面に大おお粒つぶの染しみを作って、染みはぽつぽつと連続して増える。

　涙の跡あとを隠すように、ざぁざぁーと雨が降ってきた。

　真夏に突とつ然ぜんの雨は珍しくない。

　そして、ぼくの幼なじみが刃物を取り出すことも珍しくない。

　殺人を目的にデザインされた凶きよう器きを構えながら。

　雨でずぶ濡ぬれの比良坂さんは、ハイライトが消えた瞳で呟つぶやいた。

「今日来た指示は──事故の真相を知る白瀬さんを憑依対象の和藤君ごと消せ──よ」

「……」

　ぼくは身構える。

　比良坂さんの戦せん闘とう力は、幼なじみだからよく知っている。

　刃物を用いた近接戦闘は達人クラス。

　中学校の修学旅行で行った京都で、苔こけむした石いし灯どう籠ろうを両断するのを見たことがある。

　投げナイフや手しゆ裏り剣けんを用いた中ちゆう距きよ離り戦は、およそ人間の限界に到とう達たつしている。

　同時に投とう擲てきできる投げナイフの数は八本を数えて、直線で狙ねらえる静止目標への命中率は限りなく百パーセントに近い。障害物の裏側にいる目標も、弧こを描えがく軌き道どうでナイフを投擲することで対処可能。異なるタイミングと異なる軌道で手裏剣を連続投擲して、同一目標にほぼ同時に着ちやく弾だんさせる大道芸を平気で行える腕うで前まえがある。

『だ、大丈夫ですか？』

「…………」

　由宇が心配するけど、ぼくは体が硬こう直ちよくして返事もできない。

　過去のデータから予測したあらゆる未来図が、ぼくの死亡エンドを示唆してるから。

　──あ、死んだかも？

　ざぁざぁーと、真夏の通り雨が降りしきる中。

　ナイフを逆手に持った比良坂さんが、黒髪から雨水を滴したたらせながら歩んでくる。

　全すべての感情を殺したような表情からは、殺意とは違う何かを感じる。

　顔にも声にも出していないけど、幼なじみのぼくには分かる。

　──比良坂さんは、助けて欲しいに違いない。

　由宇を殺した真犯人は、死神の上層部にコネクションを持っているらしい。

　政治家が警察に事件をもみ消して貰もらったとかはよく聞く話だし、事実として警察幹部の叔父おじを持つぼくの親友は、何度もわいせつ物陳ちん列れつ罪をもみ消して貰っている。

　腐くさった上層部から不正を命じられた比良坂さんは金銭面の弱みを握にぎられていて、それは難病の妹が人ひと質じちに取られているに等しくて逆らえない状じよう況きよう下かにある。

　雨で濡れて分かりづらいけど、凍こおりついた表情の比良坂さんは泣いていた。

　なら、ぼくが取るべき選せん択たくはひとつだ。

「…………」

　歩み寄る比良坂さんに、ぼくは折りたたみ傘がさを向ける。

　手を伸のばせば届く距離まで近づいた刃は物もの撫子なでしこに、手にした傘を──

「はい」

「……えっ？」

「傘。雨で濡れちゃうよ」

「あ、ありがとう。でも、和藤君が濡れちゃうから……」

『をおっ!?　さりげない優やさしさに、全ての女の子が濡れちゃいそうです！』

「その表現は下品だよ！」

　由宇にツッコミを入れながら。

　困こん惑わくする比良坂さんに傘を差し出して、優しく笑うぼくは言葉を続けた。

「ほほほ、ほら……あめ、あめ、あめ……」

『ワトソンさん、クールに思わせて、実はビビりまくってたんですね……』

　当然だよ！　刃物馬ば鹿かで妹ラブのシスコン幼なじみが、ヤンデレヒロインな据すわった瞳で、ぼくを斬ざん殺さつしようと迫ってきたんだからっ！

　それより、雷斗がおそすぎる！

　今回の事件を解決するには、アブノーマルを極めた変質者の協力が必要なのに！

　ぼくが、じれったい時間を過ごしていると。

　比良坂さんの指示で記憶喪失のフリをしていた、風変わりな幽霊が口を開いた。

『比良坂さんは、わたしのお願いを聞いてくれたんですよね？』

「……ほえ？」

『もー☆　そんなに照れないでくださいよ！』

　明るく笑え顔がおで比良坂さんに肘ひじ鉄てつを食くらわす由宇の態度に、比良坂さんが首を傾かしげる。

　とにかく、このビッグウェーブに乗るしかない。

「そうだね。死神の規定に違反してまで、由宇のお願いを果たすなんて真似まねできないよ」

　死神は、よく死者からお願いされるらしい。

　ベッドの下のエロ本を処分してほしいとか、家族や恋こい人びとに伝言を頼たのむとか。

　死者のお願いに応じるのはルール違反で、デキる死神にスルースキルは必ひつ須すとのこと。

　でも、

『比良坂さんは規定に違反して、わたしのお願いを聞いてくれました』

「……なんのことかしら？」

『わたし、ずっと妄もう想そうしてたんです。ワトソンさんや、比良坂さんや、会長さんや、雷斗さんと、一いつ緒しよに学園生活を送れたら、どんなに楽しいだろうって』

　あの日、交通事故が発生した現場で。

　自身の死を理解した由宇は、死神の比良坂さんにお願いをした。

『ワトソンさんに借りてたシャーペンを返したかったんです。事故に巻き込まれて粉々になっちゃって返せなかったんですけどね……』

「ごめん……」

　気まずさを感じて、ぼくは由宇に謝る。

　本人に聞くまで忘れてたけど、ぼくは生前の由宇にシャーペンを貸していたらしい。

　そのエピソードは、

『わたし、高校の入学試験で筆箱を忘れちゃったんです。それでオロオロして、どうしたらいいか分からなくて、でも助けてほしいと言えないでいたら……隣となりの席にいたワトソンさんが困っているわたしに気づいてシャーペンを貸してくれたんです。お借りしたシャーペンで筆記試験をくぐり抜ぬけて、面接が終わって返そうと思ったら』

「入試で緊きん張ちようしてたせいで、シャーペンのことなんてすっかり忘れてたよ……」

　ぼくと由宇は、入学試験で会っていた。

　試験会場でぼくは由宇にシャーペンを貸して、由宇はそれを返す機会を窺うかがっていた。

　でも、

『入学後、わたしは学校でワトソンさんを見かけました。一緒に合格できたことを喜んで、お借りしたシャーペンを返そうとしました。けど──』

「いや、ごめんね……」

　やっぱり忘れてたけど、ぼくは由宇に話しかけられたらしい。

　正直、よく覚えていない。

　入学直後で慌あわただしい時期だったし、初対面の人が多すぎたのが原因かもしれない。

『ワトソンさんは、わたしのことを覚えていませんでした。そして気づいたんです。わたしにとって大事なエピソードは、ワトソンさんにとっては何でもない些さ細さいな出来事だったと。下心のない純じゆん粋すいな親切で助けてくれたんだって。そんなところに興味を惹ひかれると同時に……あの日お借りしたシャーペンを返へん却きやくしたら、そこで縁えんが切れちゃう気がしたんです。ワトソンさんの周りには、いつも比良坂さんや、会長さんや、雷斗さんがいましたし、わたしはあの輪に入れないんじゃないかと……わたしがあの輪に入ることで、皆みなさんの楽しい関係が崩くずれてしまうんじゃないかと……でも、杞き憂ゆうでしたね』

　由宇は、満面の笑みで言った。

『比良坂さんが、わたしとワトソンさんを夜のプールで引き合わせてくれましたから』

「……えっ？」

『夜のプールにワトソンさんを誘ゆう導どうして、わたしが憑依するよう仕向けましたよね？』

「そうだけど、それは白瀬さんを規定通りに抹まつ消しようする……」

『おかげで、ずっと憧あこがれてた夢を死後に果たせました！　たったの数日間でしたけど、みなさんと一緒に過ごせた日々は、とても楽しかったです！』

　ぼくに取り憑ついた幽ゆう霊れいは、いつも楽しそうだった。

　常にノリノリで、いつもハイテンションで、笑顔を絶やさずイキイキとしていた。

　パッと明るい幽霊は、スマイル全開で言った。

『比良坂さんのおかげで、わたしの死後ライフは充じゆう実じつしまくりんぐでした！』

「冗じよう談だんは言わないで！　あたしは白瀬さんを……」

「んっ？　もう雨やんだ？」

　通り雨だったみたいで、どしゃ降りは数分間で止やんだ。

　ぼくが折りたたみ傘を仕し舞まうのと、比良坂さんのスマフォから「必殺仕事人のテーマ」が流れたのは同時だった。

「出てみて」と促うながすと、比良坂さんはスマフォを耳に当てて。

「もしもし、エージェント比良坂です──うひぇっ!?　死神の上層部で大規模な不ふ祥しよう事じが発覚!?　私に証しよう拠こ隠いん滅めつの指示を出していたお偉えらいさんが逮たい捕ほされたっ!?　た、確かに極ごく秘ひ指示を受けて……指示を受けていたとはいえ、私が死神の規定違い反はんをしていたのは事実であり、どんな処分でも……ファッ!?　なにも規定違反を犯おかしていない!?　で、でも……はい、そういうことにしておきます……何なに卒とぞ、よろしくお願いします」

　どうやら、権力チートが炸さく裂れつしたらしい。

　ぼくの親友は、叔父が警視庁で大幹部をやっているそうだ。

　叔父さんは現場叩たたき上げの大幹部で、警視庁が秘密裏に組織した心霊犯罪や異能犯罪に特化した特とく殊しゆ部隊『防人機関』で指揮官を務めているらしい。その叔父さんに雷斗経由で死神上層部のスキャンダルを垂れ込めと命令したのは、他人の不幸でごはん三杯ばいはイケる会長なのは言うまでもない。

「う、うぇぇえ……ん」

　緊張の糸が切れたのか、比良坂さんがぼくに抱だきついて泣きじゃくる。

　ずっと一人で悩なやんでたんだね。

　証拠隠滅を図はかる死神の上層部からの突つき上げと、自分の正義の狭はざ間まで。

　でも、

「あとは、ぼくに任せて」

　背後から熱を帯びた視線を感じながら、ぼくは比良坂さんを優しく抱きしめて言った。

「由宇を殺した真犯人は、ぼくが必ず追い詰つめる！」

『いよっ！　主人公ワトソンさん！　めちゃんこ、かっこいいですよ！』

「悲劇のヒロインは、もっと悲しそうに振ふる舞まってよ!?」
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　ぼくは、通学路の途と中ちゆうにある公園に向かう。

　公園のすぐ脇わきにある、高級マンションのエントランスでその人物を待ち伏ぶせる。

　しばらく待っていると、そいつは現れた。

　ぼくは、そいつの進路を塞ふさぐように立ちふさがる。

　怪け訝げんな表情を浮うかべるそいつに、精一杯の笑みを浮かべて言ってやった。

「おはようございます。教頭先生」

「…………」

　ぼくに気づいた教頭先生は、動きをピタッと止めた。

　服装は、昨日と同じ真しん紅くのサイクルスーツ。

　股こ間かんのもっこりも昨日と同じで、裁判を起こされたら負けそうなぐらい立派だ。

　数日前に車通勤から自転車通勤へ切り替かえた、教頭先生に問いかける。

「教頭先生って、以前から自転車通勤でしたっけ？」

「……健康のためだ」

　無表情に脇をすり抜けようとする教頭先生を、ぼくは体を使って進路妨ぼう害がいする。

　氷みたいに冷れい徹てつな、教頭先生の顔つきが変わった。

　希き薄はくな感情に怒いかりが混じり、それがやがて打算じみた殺意へと変わる。

　ぼくは、さらに仕し掛かけることにした。

「教頭先生の愛車は左ハンドルのスポーツカーでしたよね。どうしたんですか？」

「あれは売ばい却きやくした」

「でしょうね。あの赤いスポーツカーは海外の怪あやしいディーラーに流したんですよね。日本国内で女子高生を轢ひいた車になんて乗れませんから」

「なんのことだね？」

「バレてるんですよ。教頭先生がゲイだってことは」

　ぼくの一声に。

　教頭先生は奥歯をギリっと嚙かみ締しめながら、絞しぼり出すように言った。

「……続けたまえ」

「ゲイの教頭先生は、同じくゲイの体育教師を脅おどしていました。その関係はレンタルビデオ店のゲイポルノコーナーでの偶ぐう然ぜんの出会いから始まり、二人は意気投合してゲイ仲間になりました。同じ趣しゆ味みを持つ二人の関係にヒビが入ったのは、教頭先生が体育教師をそそのかして男子更こう衣い室の盗とう撮さつを行わせた時からです。教頭先生は秘密の保持と引き換かえに服従を迫せまり、プールの男子更衣室を撮さつ影えいした盗撮ビデオを継けい続ぞくして貢みつぐことを要求しました。献けん上じようされた盗撮ビデオを教頭先生は個人的に楽しむだけでなく、同じ趣味を嗜たしなむ仲間にも分け与あたえました。盗撮ビデオで築かれたコネクションは警察幹部や死神の幹部にまで及および、その関係は長く続いて問題は起きなかったはずです。そう、白瀬由宇がひき逃にげされる日まで。事故当日、教頭先生は体育教師から盗撮がバレたと報告を受けました。その対応で夜の学校に赤いスポーツカーを走らせた。途中で白瀬由宇が通学路を歩いているのを目もく撃げきした。そこで魔まが差したんです。体育教師の盗撮がバレれば、いずれ自分にも繫つながってしまう。それを防ぐ一番の手段は白瀬由宇を亡なきモノにすること。リスクは大きいものの盗撮ビデオで築いたコネクションがある。彼らの権力は殺人をもみ消せるほどで」

「その推理には誤あやまりがある。私は白瀬君を故意に轢いてはいない。猫ねこを追いかけて道路に飛び出した彼女を、車を速度超ちよう過かで運転していた私が避よけきれなかっただけだ」

　それは、ひき逃げの自白に等しかった。

　故意に殺したわけではない。その発言に矛む盾じゆんはない。おそらく真実だろう。

　怒りで忘れていたけど、由宇も『猫を追いかけて道路に飛び出した』と証言していた。

「……推理の一部に誤りがあったことを認めます。しかし、なぜ教頭先生は被ひ害がい者しやを放置したんですか！　すぐ救急車を呼べば、被害者は助かったかもしれないのに！」

「なにを言う。被害者は私の方だ。ひき逃げを犯しても損ばかりだろ？　しかし、白瀬君の不運には同情するよ。猫を追いかけて道路に飛び出なければ、盗撮ビデオの口止め料として百万ぐらいの臨時収入があったろうからな」

『うわっ！　この人、全然反省してませんよ！　ぷんぷんですっ！』

「ひどい言い草ですね。被害者も怒おこってますよ」

「知っているし、聞こえているさ」

　刹せつ那な、教頭先生が動いた。

　老体とは思えない速度で、ぼくの背後を浮ふ遊ゆうする由宇に腕うでを伸のばしてくる。

「あぶない！」

　ぼくは、とっさに身を挺ていして由宇をかばう。

　そうだった。すっかり忘れていた。

　事故の証拠隠滅のため、比良坂さんに由宇の魂たましいを刈かり取る指示を飛ばした外げ道どう。

　その正体を、ぼくは比良坂さんから聞いていて、

『きゃぁ！　ワトソンさん！』

「が、はぁ……」

「どうだ、和藤君。ただの首絞しめにしては苦しかろう。私が絞めているのは人体急所のひとつ、頸けい部ぶの甲こう状じよう腺せんだ。軟なん弱じやくな若い死神と違ちがって、修しゆ羅ら場ばを多く重ねた古参の死神は、生者との戦せん闘とうを想定した護身術も嗜んでいる」

　ぼくの頸部を、ぎりぎりと絞め上げながら。比良坂さんの上司で、死神のバイトリーダーを務める教頭先生は言葉を重ねた。

「君が白瀬由宇に憑ひよう依いされたことは、部下の比良坂君から聞いていたが、私の前に直接現れたときは驚おどろいたぞ！」

『あぁぁ！　猫に毒エサをあげていた時ですね！』

「いかにも。演技力には自信があるが、白瀬君に気づかぬふりをするのは大変だった」

『んぎりぃぃぃ！　この悪人さん、許せないです！』

　由宇は、半はん透とう明めいの手で水平チョップ。

　ひ弱なパンチや、ほのぼのとしたキックを、教頭先生の筋肉質な体にペチペチして。

『……ふんっ！　今日のところは、これぐらいで勘かん弁べんしてやります！』

「由宇、よわ……」

　ぼくの肺に残された最後の酸素は、ツッコミに消費されてしまった。

　というか、ま……マジで死ぬ。

　証拠を出せば素す直なおに罪を認めると思ったけど、この展開は予想しておくべきだった。

　ぼくは、本当にラストの酸素で助けを呼んだ。


「たしゅけて……比良坂しゃん……」



「承知したわっ！」

　凜り々りしくも勇ましい美声は、頭上から聞こえた。

　マンション六階の廊ろう下かがキラリと光り、複数の刃は物ものが飛んでくる。

　同時に八本投とう擲てきされたナイフが、目にも留まらぬ疾はやさで教頭先生に降り注ぐ。

「くっ」

　教頭先生はぼくの頸部から腕を外して、体を捩よじりながら回かい避ひ行動を行う。

　その動きは、刃物撫子なでしこに読まれていた。

　マンションの六階から飛び降りた人ひと影かげは、自由落下をしながら投擲の二波を放つ。

　必中の確信で放たれたのは、卍まんじの形状をしたアフリカ製の投げナイフ。

「討うったわ！」

　比良坂さんが落下速度を落とすべく「ガリガリ」とマンションの外がい壁へきにナイフを突き立てるのと、死神のバイトリーダーな教頭先生が拳こぶしで刃物を叩き落とすのは同時。

「未熟者がァァ！」

「ちっ！」

　着地した比良坂さんは、太もものホルスターからナイフを抜ぬいて斬きりかかる。

　教頭先生も地面に落ちたナイフで応じて、キンっと鋼はがねと鋼が擦こすれ合う火花が散った。

「このクソ上司！　今までさんざんコキ使ってくれたわね！」

「エージェント比良坂。いいのかね。私に逆らったら」

「はん！　なんの問題もないわ！　あんたはもうおしまいよ！」

「比良坂さんの言うとおり、警察の捜そう査さは最終段階です。ゲイの教頭先生が同じくゲイの体育教師を脅して盗撮ビデオを貢がせていたことも、例の盗撮ビデオを政治家や死神の上層部に流していたことも、顧こ客きやくの権力を悪用してひき逃げ事件を無関係な老人に押し付けて強ごう引いんに解決させたことも、郷田先生が全すべて自供したんです。もう逃げられませんよ」

「私の築いた『わけのしんのす同好会』は、国の政治すら左右する。そう簡単には」

「この事件には決して権力に囚とらわれない機関が協力しています。警視庁の特殊部隊──防人さきもり機関。来きたるべき闇やみの勢力との……ぼくはよく知らないし、ぶっちゃけ興味ありませんが、とにかく正義側に特化した特殊組織が、たまたま例の事件に投入され、裏の事情を知って介かい入にゆうしてくれたんです。証しよう拠こが集まり次し第だい、教頭先生は逮たい捕ほされます。チェックメイトです。悪あがきせず自首して、ぼくの背後にいる被害者に謝罪して下さい」

　なんとか、最後まで言い切った。

　正直に言わせてもらえれば、怖こわくて怖くて仕方がない。

　教頭先生のナイフみたいに鋭するどく尖とがった冷たい瞳ひとみが、諦あきらめの丸みを帯びていく。

　手にしたナイフを地面に落とし、首をやれやれと横に振って。

「少し脅せば、引くと考えていたがな」

「残念でしたね。教頭先生が非通知でかけた怪かい電話のおかげで、ぼくはこのマンションを割り出すことができたんです」

「赴ふ任にん当時は低レベルな学校に転勤させられたと嘆なげいていたが、どうやら私が思っていた以上に、我が校の生徒は優ゆう秀しゆうだったようだ」

『フハハ！　卑ひ劣れつな犯罪者さん！　もっとわたしを褒ほめて下さい！』

「たぶん、由宇のことは褒めてないから……」

「それよりね」

　比良坂さんは、ナイフをチラつかせながら教頭先生に言った。

「まずは謝罪を要求するわ。事故の被害者である白瀬さんにも、権力があるのをいいことに不正の片棒を担かつがせたあたしにも」

「そんなことに興味はない。私が興味があるのは、キミだよ和藤君」

「ん？　ぼく？」

　教頭先生は冷徹さの中に熱を帯びた眼まな差ざしで、ぼくをまっすぐ見み据すえてくる。

　その視線が意味することは、はたして一体なんなのか。

　教頭先生は、ぼくの目を見ながら提案してきた。

「和藤君。今夜、学校に来たまえ」

「……なぜ？」

「拒きよ否ひは許さないよ」

　有う無むを言わせずそう告げると、教頭先生はマンションから出て行く。

　背中を向けたまま、卑劣な同性愛者は囁ささやいた。

「君たちの捜査が及ぶ早さより、私の散り際ぎわの権力のほうが早い」

「……」

「私もチェックメイトは自覚している。必ず犯おかした罪の償つぐないはするさ」

　教頭先生は、右手を振ふりながら立ち去っていった。

　今夜、学校に来い。

　ふざけるな、今すぐあいつを！

「比良坂さんッ！」

「ええ。この場であいつのクビをッ！」

『だめです』

「えっ？」

「どうしてっ？」

　由宇が、強い口調でぼくらを制した。

　もしかして、ぼくと比良坂さんの身を案じてくれてる？

　自分が現世に留とどまっている間の事件解決より、ぼくたちに危険が及ばないよう。

「由宇……」

『猫殺しのあの人がいま逮捕されたら、ワトソンさんは一日中事情聴ちよう取しゆとかで警察に拘こう束そくされちゃいます。そしたら夜のプールでおしっこする時間がなくなっちゃいますよ』

「もうやだっ！　この変態幽ゆう霊れいっ！」

『アイツの挑ちよう戦せんは受けて立ちましょう！　夜の学校に殴なぐりこみです！　夜のプールでおしっこするついでに！』

「由宇の優先順位って……」

「１に水中放ほう尿によう、２に猫モフり、３、４、が、えーと……」

　うん、由宇の趣しゆ味みって少ないんだね。

　比良坂さんも、こめかみに指を当てて、首を横に振っている。

　でも、ちょうどいい。

　卑劣な犯罪者を追い詰つめるだけの別れの日なんて、あまりに面おも白しろくなさすぎる。

　ぼくは『うーん、うーん』と、３番を悩なやんでいる由宇に尋たずねた。

「夜までしばらく時間があるし、今日は一日、由宇がやりたいことをしようよ」

『えっ？』

「由宇とは、今日でお別れだし」

　そう、今日は由宇に残された最後の日だ。

　今日が終わる前に、由宇は四十九日間の滞たい在ざい期間を使いきって成じよう仏ぶつする。

　この世界に明日が来る前に、由宇のいる世界は終わる。

　ぼくの世界は終わらないけど、由宇の世界は今日でおしまい。

　それは悲しいぐらいリアルな現実で、脆もろくて儚はかない最後の最さい期ごでラストだからこそ。

『いいんですか？』

「うん。残り少ない時間を、由宇に楽しく過ごして欲しいからね」

『ならならっ！』

　ウキウキと、由宇は身を乗り出す。

　そう、この明るく元気で変態な幽霊には笑え顔がおが似合っている。
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　権力者がひき逃にげ事件のもみ消しなどの不正を働いた、前ぜん代だい未み聞もんの不ふ祥しよう事じ。

　この事件は、現実社会でも、死神社会でも、大事件に発ハツ展テンした。

　教頭先生が郷田先生に貢みつがせていた、例の盗とう撮さつビデオは大人気だったらしい。

　男子水泳部員の白いケツを愛する権力者たちが多数処しよ罰ばつを受けた事件の事情聴取で、死神監かん察さつ部に出頭を命じられた比良坂さんは、ぼくたちと別行動を取ることになった。

　その結果が、

「死んじゃう……」

『死んでる♪』

　このザマだった……

　最初に死を覚かく悟ごしたのは、遊園地に入場するとき。

　つぎに自害を考えたのは、きぐるみとツーショット写真を撮とったとき。

　一人でコーヒーカップに乗り込むときは、リアルで人生とは何かと考えたよ。

　由宇が見たいと言って参加したキャラクターショーでは、司会のオバ……ゲフゲフ、お姉さんの「舞ぶ台たいの上でニッヒーと握あく手しゆしたいお友達はいないかなぁー？」という呼びかけに手を挙げさせられた。静まり返った観客席の空気を察した司会のお姉さんが、必死でぼくをフォローするのを見ているとリアルで自殺したくなったけど、舞台の端はじっこに佇たたずんでいたプリンの妖よう精せいに肩かたをポンポン叩たたいて慰なぐさめて貰もらってもう少し生きてみようと思い立ったし、実は一番きついのってもう若くもないのに壊こわれた明るさで子供向けキャラクターショーをハッピーに盛り上げる司会のお姉さんなんじゃないかと考えて、少しだけ元気になった。

　そんなわけで、

「ひとり遊園地ってキツイよ……」

『一人じゃありません。わたしが後ろに憑ついています♪』

　ぼくと由宇は、女児向けのテーマパークにいた。

　ここに行きたいと言われた時は、さすがに拒否権を発動しようか悩んだよ。

　だって、男一人で遊園地だよ？

　どんだけ上級者向けで、しかもここは女児向けのテーマパークだよ？

　看板の謳うたい文もん句くは『すべての女の子に夢のひとときを』だよ？

　いま座ってるベンチも、ピンクでファンシーな女の子カラーだし。

　女子校に転校した男子は、たぶんこんな感じだと思う。

　どこにも居場所がなくて、どこか落ち着かない。女児向けのテーマパークに男子高校生の一人客（幽霊憑き）とか、客層から離はなれているを通り越こして不ふ審しん者しやだよ。

「星くずポップコーン、ひとつ下さい……」

「八百円でぇーす」

『わぁ。美味おいしそうです！　どうです？　星くずの味しますか？』

「ジャリジャリしてる……」

『あはは、隕いん石せきとかデブリとか、そっち系なのかもしれませんねっ』

　由宇に振り回されてぐったり憑かれたぼくは、疲つかれた体をベンチに預けていた。

　小高い丘おかにあるベンチで、見晴らしのいい高台から園内が見み渡わたせる。

　園内の各所に備え付けられたスピーカーから、そろそろ閉園との放送が流れてくる。

　青い夏空が茜あかね色いろに染まって、夜の空気が運ばれてくる。

　ひんやりと心地ここちいい夜風には、ほのかな秋の気配が混じっていた。

　今日は、夏休みが終わる八月三十一日。

　ぼくと由宇がお別れする日。

「なにしてるの？」

　しんみりしたぼくの隣となりで、記き憶おく喪そう失しつの幽霊はまぶたを閉じていた。

『小さい頃ころも、この丘の上で夕日が地平線に沈しずんでいくのを眺ながめたことがあります』

「…………」

『以前に話した始まりの場所がここなんです。丘の上から見下ろせるプールです。あそこで家族と過ごして水中放尿に目覚めたエピソードは、今も鮮せん明めいに覚えています』

「すごくコメントに困るけど、ここが元げん凶きようだったんだね……」

『はい。小さい時は、広くて、大きくて、ずっと遊んでいられると思いましたけど、こうして高台から見下ろしてみると、ちっぽけな遊園地だったんですね』

　夕ゆう闇やみに染まる景色を眺めながら、由宇は呟つぶやいた。

『始まりの場所で最後のひとときを過ごす。ロマンチックじゃありませんか？』

「本当に由宇は、アレが好きなんだね……」

『はい！　水中放尿で死んだようなモノですから！』

「うわっ、明るいっ!?」

『水中放尿に生きて、水中放尿に死ぬ──いい人生でした』

「ろくでもない人生だよ……」

『でも、ちょっとさびしいですね』

　由宇が眺める地平線に、人生で最後の夕日が沈んでいく。

　小さな声で『これで太陽ともお別れです』と、悲しく笑いながら言った。

　もう由宇は、太陽も青空も見ることができない。

　明日を迎むかえることもなく、幽霊の由宇はこの世から消しよう滅めつする。

『あはは、湿しめっぽいのはだめだめですよね』

　空中でムーンサルト。

　笑顔の由宇は、夜空と夕焼けの境目をバックに言った。

『最後まで笑っていたいんです。悲しんだり泣いたりしないで、明るくはしゃいで楽しい最後の一日を、悔くいのないラストを笑顔でずっと……ずっとは叶かなわないんですよね』

　夕日は、完全に地平線の向こうに落ちてしまった。

　最後の昼が終わって、最期の夜がやって来た。

　夕闇に浮うかぶ由宇は、半はん透とう明めいな瞳ひとみに涙なみだを浮かべている。

　無理して精せい一いつ杯ぱい笑おうとしながら、悲しさに押しつぶされそうになっている。

　自然と体が動いた。

　由宇の肩を抱だき寄せて、こちらに引き寄せる。

『……うぇぇぇん』

　ついに限界が来たのか。

　由宇が泣き出して、ぼくの胸に顔を埋うずめてきた。

『本当はとても怖こわいんです……悲しいんです……だけど……でも』

「由宇……」

　ぼくは、なにもできない。

　無力で普ふ通つうで奇き跡せきと無む縁えんで、魔ま法ほうも異能も使えない凡ぼん人じんにすぎないから。

　だから、受け入れるしかない。

　由宇がこの世界に存在して、今夜をラストに消えてしまうことを。

　ぼくは、泣きじゃくる彼女を抱きよせ──

『うぇぇぇん！　わたしは、もっと水中放尿がしたかったです！』

「……ノーコメント」

『今夜のおしっこが最後だなんてっ！　悲しくて、泣きたくって、笑っていたくて、でも涙が止まらなくて、明るく最期を迎えたくて、でも……だからこそぉ、げへへぇ』

　由宇が、ぼくに抱きついてきた。

　かなり力強く、抱きつくというより、捕つかまえたという表現が近いかもしれない。

『この世に未練を残したく……ドュフフ、ないんですよぉ』

　由宇の吐と息いきが、ハァハァと荒あらい。

　幽霊なのに、吐はく息が熱を帯びている。

　瞳の焦しよう点てんがあってなくて、体温も上じよう昇しようしてるみたいで、口元からはヨダレ。

『ですから、ちょっとぐらいマニアックな……でゅへへっ』

　由宇の口から大おお粒つぶのヨダレが垂れた。幽霊のヨダレって初体験かもしれない。

　いやな予感がする。とてつもなく嫌いやな予感がする。

　恐きよう怖ふを覚えてその場で後ずさるけど、半透明な腕うでがぼくを捉とらえて離さない。

　由宇は、パッと明るい笑顔で質問してきた。

『今夜に行う最後の水中放ほう尿にようですけど、すぺしゃるハードで構いませんよね？』
















「…………」

　どう答えるか、とても悩なやむ。

　ここで「イエス」と答えたら、たぶんぼくは一生モンのトラウマを抱かかえる。

　何をするか分からない。何をされるか分からない。

　ただひとつ言えるのは、この幽ゆう霊れいが何をしてもおかしくない変態であることだけで。

「……うん、いいよ」

『ありがとうございます！　一生モンのプレイで人生とグッバイしますっ！』

「…………」

　もうやだ、この幽霊。

　心のなかにモヤモヤを抱えながら、ぼくと由宇は最後の戦いに赴おもむいた。
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「待っていたぞ」

　呼びだされた夜の学校には、教頭先生が待ち構えていた。

　例のサイクルスーツを着ていて、股こ間かんのもっこりも健在だ。

『フレー、フレーッ！　ワトソンさん！　ファイトです！　どんなに怖くても、おしっこだけは漏もらしちゃ駄だ目めですからねっ！』

　幽霊に応おう援えんされて力が抜ぬけるけど、ぼくは言葉を紡つむいだ。

「よく捕まりませんでしたね」

「まったくだ。今日一日で、私の所属する『わけのしんのす同好会』のメンバーが、次々と捕まったと情報が入っているよ」

　厳格な顔つきはそのまま、教頭先生は首を左右に振ふった。

　なんとか同好会の詳しよう細さいは不明だけど、エロ本の回し読みグループ的なものだろう。

　回し読みのメンバーが、警察幹部とか死神の上層部とか偉えらくてエロいだけの。

　教頭先生は、ぼくを冷たい瞳で見み据すえてくる。

　そして、問いかけてきた。

「和藤君は『わけのしんのす』を知っているかね？」

「いいえ。知りませんけど」

「わけのしんのすとは『若者の尻しりの穴』を意味する、九州地方の方言だ」

「……じつは、用事を思い出して」

　ぼくが逃にげ出そうとすると、教頭先生は有う無むを言わせず問いかけてきた。

「和藤君。キミは童どう貞ていかね？」

「ど、どどっ童貞ちゃ……」

『童貞さんですね』

「あーっ、そうだよっ！　ぼくは童貞だよ！　なにが悪いんだよ！　至って普通だよ！」

「私もだよ」

「はい？」

「私も女を知らないのだよ。まあ私の場合は女に興味を持てなかっただけだがね」

「あのぉ……そのぉ……」

「童貞の定義は様々だろうが、私は真性童貞に違ちがいない。なにせ一度も挿そう入にゆうしたことがないのだから」

　ぼくは、おしりを押さえながら後ずさる。

　だって、もう分かっちゃったもん。

　教頭先生の狙ねらいがなんなのか。あの股間もっこり男が何を狙っているのか。

「ふっ」

　冷れい酷こくな表情はそのままで、ぺろりと唇くちびるを舐なめる教頭先生。

　ピチピチのハーフパンツに覆おおわれた股間は、老体にも拘かかわらず膨ぼう張ちようしていた。

「どうだね？」

「すごく……大きいです」

　ぼくの発言を満足そうに聞きながら、教頭先生は巨きよ砲ほうを布越ごしに撫なでる。

「私のイチモツは巨大すぎてな。男同士のまぐわいに憧あこがれていたが、これを受け入れてくれる男はいなかった」

　そりゃあ、受け入れ拒きよ否ひもするよっ!?

　だって教頭先生のそれ、ハーフパンツを突つき破らんばかりのサイズだもんっ！

『チョモランマ！　エベレスト！　マンハッタン！』

　ほら、赤面した由宇も興奮してるし。

　まぶたをパチクリするぐらい、ビッグなアレでビックリだよ！

　というより、

「まさか教頭先生……それを、ぼくのわけのしんのすに？」

「私はプライドが高くてね。大人しく捕まって罪を償つぐなうなど耐たえられない。だから潔いさぎよく自殺しようと考えているのだが、童貞のまま死ぬのはごめんだ。一度でいいから、わけのしんのすに挿入してみたい」

『どんどん大きくなってます！　すごい！　きゃあ！　これは百点！　きゃ！』

「ひぃ……来ないでぇ……」

　ぼくはおしりを押さえながら、後ろへ後ろへ後ずさる。

　そんなぼくを、教頭先生は追いかけてくる。

「ハハハ。怖くないぞ」

「怖いよ！」

　夜の校舎で鬼おにごっこ！

　ルールは簡単、教頭先生に捕まったらア──ッ！

「わけのしーんのす、わーけのしんのす」

「教頭先生ぇ！　変な歌を歌いながら、ぼくを追いかけないで下さいっ!?」

『わけのしーんのす、わーけのしんのす』

「もうやだぁぁぁ！」

　夜の校舎を走りながら、ぼくは涙目で叫さけびまくる。

　なんで由宇まで、わけのしーんのす、わーけのしんのす、なのっ！

　もしかして、ぼくが掘ほられるの期待してるの!?

　あんなの挿いれ♂られたら、トラウマになるか、戻もどれなくなるか、真逆な二択たくだよ！

「だれか助けてぇぇぇ！」

「任せろ！」

　ぼくの叫びに呼応して、人型のシルエットが飛び出してくる。

「待たせたな、親友」

　キラっと、銀ぎん縁ぶち眼鏡めがねが光った。

　見慣れた制服を着た、真ま面じ目めでハンサムな美少年だ。

　デキる執しつ事じを思わせるサディストな容姿は、鬼き畜ちくの誉ほまれに相応ふさわしいエロスがある。

「雷斗！　来てくれたんだ！」

「あぁ。四谷会長から、ワトソンを助けてやってくれと依い頼らいされてな」

「会長から？」

「そうだ。見たところだと、いいタイミングだったようだな」

「うん、マジで掘られる五秒前だったよ」

　そう言いながら、ホラー映画の怪かい人じんみたいに迫せまる教頭先生を見据える。

　股間のもっこりが、冗じよう談だん抜きで挿さし絵え禁止レベルだった。

「相手は強敵だな」

「うん、ここは相手せず逃げるのが最善だと」

「いや、迎むかえ撃うつ」

　雷斗は一歩前に出て、凄すさまじい疾はやさで制服を脱ぬぎだした。

　靴くつ下したや下着を残すような中ちゆう途と半はん端ぱはせず、何も身につけないＺＥＮＲＡフルヌードだ。

　しかし、あれだよね。

　水泳部員の雷斗は、盗とう撮さつビデオに映ったアレを採点されたメンバーの一人だけど。

『かわいいですねぇ……』

　由宇の冷めた視線が見つめる先には、７点のアレがあった。

　──雷斗……キミは常つね日ひ頃ごろから粗あらチンを晒さらして、なにが楽しいんだい？

　いや、変質者だからなんだろうけど……

　全ぜん裸らの雷斗は、もっこりパンツの教頭に宣言する。

「教頭、全裸の俺と勝負しろ！　俺が勝ったら、潔く自首するんだ！」

「ほぉ？　私と何を勝負するのだね？」

「決まっているだろ」

　雷斗が取り出したものは、二個の洗せん濯たくバサミを紐ひもで繫つないだものだった。

　それを自らの片乳ち首くびに装着して、雷斗は叫ぶ。

「乳首相撲ずもうだ！」

「よろしい」

「えっ!?　教頭先生、この勝負を受けるのっ!?」

「勝負を挑いどまれて断るのは、男の名折れではないかね？」

「いやですね、卑ひ劣れつなひき逃げ犯が、男を見せても評価に困るわけで……」

「ルールを説明しよう！　互たがいの乳首に紐付きの洗濯バサミを付けて、体の動きだけで互いの洗濯バサミを外し合う！　先に外れてしまったほうが負けだ！」

「面おも白しろい。私の乳首で受けて立つ」

　教頭先生はサイクルスーツの上着をまくって、片乳首を露ろ出しゆつする。

　老熟した男乳首に、洗濯バサミが装着される。

「ワトソン。貴様に行司は任せる」

「うん……」

　空気に流されて、ぼくはそれを口にする。

「はっけよーい、のこった！」

　ぼくのお尻の貞てい操そうを賭かけた、運命の戦いが始まった。

　乳首相撲のルールは単純。

　互いに互いの乳首を引っ張り合い、先に相手の洗濯バサミを外したほうが勝ちだ。

　乳首を挟はさむ洗濯バサミは紐で互いの乳首に繫がっているので、攻こう撃げき行こう為いがイコール自分へのダメージにつながるのが特とく徴ちようだ。

　だからこそ、

『ごくりっ……熱い攻防ですね……』

　雷斗と教頭先生は、一定の間合いを保ちながら紐で繫がる乳首を引っ張り合う。

「ふんっ」

「ぬぅっ」

　熱い戦いだった。

　押しては引いて、押されては引く。

　男と男の乳首を挟む洗濯バサミが、ジリジリとズレていく焦しよう燥そう感かんはたまらない。

　紐がピンと張り詰つめて、益ます荒ら男おが「ふぐっ」と悶もだえるのも熱い。

　やがて、勝負はついた。

「ワトソン、すまない……」

　雷斗の乳首から「パチンッ」と、プラスチック製の洗濯バサミが外れる。

　廊ろう下かのリノリウムに、ポタポタと大おお粒つぶの涙なみだが落下する。

「俺の負けだ……教頭に掘られてくれ……ッ」

「イヤだよッ！」

　四よつん這ばいの雷斗の脇わき腹ばらに、ぼくはローキックを入れながら叫んだ。

「どうにかしてよ！」

「すまない……俺は教頭との乳首相撲対決に負けてしまった……だがっ！」

　鬼畜な眼鏡が、キラリと光る。

　涙で濡ぬれた瞳ひとみにサディストのオーラが戻り、四つん這いの裸体をグルンっと捻ひねるッ！

　四つん這いの尻しりを、ビシっと教頭に向ける！

　凜り々りしい表情で、雷斗は叫んだ！

「そんなに童貞を捨てたいのなら、俺の尻を使うがよいっ！」

「…………」

『…………』

「…………」

　ぼくが言葉を失い、由宇が言葉を失い、教頭先生も言葉を失った。

　四つん這いの全裸で尻を教頭先生に向ける雷斗は、セクシーな低音ボイスで叫ぶ。

「今夜は俺がシンデレラだ！　淫みだらな童話で尻を濡らしてくれ！」

「雷斗……」

「ワトソン！　貴様は逃にげろ！　俺の尻が犠ぎ牲せいになる！　教頭のアレを受け入れたら、俺の肛こう門もん括かつ約やく筋きんは持たないだろう！　だが、ただでは死なん！　未使用の新品だが品質には自信がある！　俺の尻でイケない男は不ふ感かん症しようだッ！　必ずや教頭を！」

「こんのぉぉぉ！　ド変態がァァァ！」

　──ずばこーん！

　視界の範はん囲い外がいから飛んできたのは、黒くろ髪かみロングのシルエットだった。

　見事な飛ひ翔しよう経路のドロップキックは、四つん這いで尻を向ける露出野や郎ろうを打ち据すえる。

　雷斗の天敵で有名な和風美人さんは、乙女おとめらしくない悪態をつきながら。

「このド変態ィィ！　唾だ棄きすべき汚お物ぶつ！　軽犯罪の総合商社！」

「比良坂さん……いくら雷斗でも、顔面にサッカーボールキックを連発するのは……」

「フンッ！　鬼畜眼鏡の変質者は、超ちよう合ごう金きん並みに頑がん丈じようだから平気よ！」

「ひ、比良坂……お、俺を……も、もっと罵ののしってくれ……」

「滅ほろびなさいっ！」

　顔面にローファーがめり込み、鬼畜な銀縁眼鏡が宙を舞まった。

　意識もどこかに飛んだみたいで、うわごとのように「俺のヒップがホップステップ」と、リズミカルな辞世の句を残して動かなくなる。

『……仲間が増えますかね？』

「できれば、死神の比良坂さんに引き取ってもらいたいな……」

「ハァハァ……和藤君、助けに来たわよ！」

　サラっと、滑なめらかな黒髪が揺ゆれた。

　見慣れた制服を着た、刃は物もの撫子なでしこの幼なじみだ。

　皇族や華か族ぞくの子女を思わせる容姿には、決して屈くつしないと思わせる意志の強さがある。

「比良坂さん！　来てくれたんだ！」

「えぇ。四谷先せん輩ぱいから、和藤君を助けて欲しいと依頼があったの」

「会長から？」

「そうよ。見たところだと、いいタイミングだったようね」

「うん、マジで掘られる五秒前だったよ」

　そう言いながら、ホラー映画の怪人みたいに迫る教頭先生を見据える。

　股こ間かんのもっこりが、冗談抜きで挿絵禁止レベルだった。

「すごい闘とう気きを感じるわ……さすがは歴戦の死神、楽に勝てる相手じゃないようね」

「うん、ここは相手せず逃げるのが最善だと」

「いや、迎え撃つわ」

　比良坂さんは一歩前に出て、凄まじい疾さで各種ナイフを取り出し始めた。

　スイス製のアーミーナイフ、ソビエト製のスペツナズナイフ、マレーシア製のバタフライナイフ、戦国時代製の小こ太刀だち、ガスボンベが搭とう載さいされたワスプナイフ、スタンガンを内蔵したスタンナイフ、それらが床ゆかに落下する。

「…………」

　比良坂さんは、その場で動けなくなっていた。

　制服の下に欲張ってナイフを仕込みすぎたせいで、その重みでホルスターが外れる。

　外れたホルスターのベルトが複雑に絡からまって、セルフ緊きん縛ばくで動けなくなる。

　あまりにアホすぎる。装備の重量超過は恐おそろしい。

　この状じよう況きようを克こく服ふくするには、制服の下に仕込んだホルスターのベルトを外すしかない。

　つまり、

「……ド畜ちく生しよおォォ！」

　比良坂さんが赤面しながら悪態をついて、その場で制服を脱いだっ!?

『紫むらさき色いろのレース下着にガーターベルトっ!?』

「ごくりっ……」

　和風な容姿に淫らで妖よう艶えんな下着という組み合わせに、ぼくは生なま唾つばを飲み込む。

　下着姿に絡まったホルスターのベルトが、見方によっては縛しばられてるようでエロい。

「おかげで動きやすくなったわ！」

　ホルスターの緊縛を外した下着姿の比良坂さんは、ナイフを構える。

　腰こしを低く落として、ニタッと嗜し虐ぎやくに頰ほおを緩ゆるませ、凶きよう悪あくな形状をしたネパール製のククリナイフを構え、前かがみだから紫レースのブラジャーに包まれたＥカップの谷間がヤバくて、教頭先生の股間のもっこりに気づいて、その大きさに動どう揺ようして、男性器のシルエットに興奮して、限界上じよう昇しようした血圧が、脆ぜい弱じやくな鼻の毛細血管を突つき破り、

「フランクフルト……ッ！」

　腸ちよう詰づめの通つう称しようを鎮魂歌レクイエムに、鼻血を「ぶしゅっ」と噴ふん出しゆつして廊下に倒たおれた。

　紫色のセクシー下着は、鼻血で染まって毒々しい色合い。

　ピクピクッと痙けい攣れんして、もう動かない物体を。

　ぼくと、由宇と、教頭先生は、無言でしばらく呆ぼう然ぜんと眺ながめて。

「──ハハハ。和藤君、鬼おにごっこの再開だ」

「だぁぁぁ！　猟りよう奇きな刃物マニアは、肝かん心じんな時に役立たずだよッ！」

　ぼくはその場で回れ右。出血多量で意識不明の幼なじみを放置して逃とう走そうを再開。

「わーけのしんのす、わーけのしんのす」

『わけのしーんのす、わーけのしんのす』

「ヤダァァァ！」

　夜の廊下で、ぼくは涙目で叫さけんだ。

「だれか助けてぇぇぇ！」

『私に任せろ！』

　ぼくの叫びに呼応して、スマートフォンのスピーカーが鳴り出した。

『待たせたな。脱だつ獄ごくに成功したぞ！』

　パカパカと、操作もしていないスマートフォンが遠えん隔かく操作で動き出す。

　その声は、ぼくに違い法ほうソフトをインストールしたスマフォを預けたロリな幼女だ。

『私だ！　餅もちつき大会で性に目覚めたことでお馴な染じみ、乳首を舐なめるとカブトムシの味がする美少女アイドルこと、四谷愛＠脱獄中だ！』

「会長ォォ！　たすけっ！　掘ほられっ！　おしり！　大きっ！　裂さけっ！」

『あと三分でそちらに到とう着ちやくする！　だから……くっ、残念だが三分では無理だ。追手に見つかった。ステルス戦闘ヘリコプター「アマツバチ」に支し援えんされた防人機関の機械化歩兵がワンプラトーンだ。面おも白しろい、受けて立とう。私こと四谷愛が最新のエレクトロニクスで強化されたサイバー歩兵を相手してやる。くっ、赤外線探知センサーでロックされたようだ、私の位置がバレ……ガガッ……ピッ……くそっ、ジャミングだと……ガガッピッ……電子戦部隊も投入され……ガガガッ、ピッ、ワトソン君……ガガッ、もう通信は……ピッ……スマフォ最後の役目を……ガガッ、果た……』

「──アドバイスに感謝します」

　ぼくは、スマフォを握にぎりながら走るのをやめた。

　後ろを振ふり返ると、股間のもっこりがアウトな教頭先生が迫せまっていた。

　股間ピチピチのサイクルスーツを着た犯罪者は、スマフォを握りしめたぼくに命じる。

「和藤君。いまさら警察に通報するつもりかね？」

「…………」

「電話を渡わたして貰もらおう。せっかくの時間を警察に邪じや魔まされたくない」

「……わかりました」

　ぼくは、おおきく振りかぶって。

　会長に託たくされたスマートフォンを、教頭先生に放ほうり投げた。

　放物線を描えがく電子機器が、教頭の手に収まる。

　その瞬しゆん間かんを逃のがさず、ぼくは腹の底から大声で叫んでやった。

　音声入力モードのスマフォに、例のアレすぎる起き爆ばくコードを叫んでやった。

「──ぼくのお尻に野太いチ●ポを挿いれて下さい！」

「ハハハ、頼たのまれなくても──っ!?」

　──ボンッ!!

　アレな起爆ワードに応じて、スマフォが爆発する。

　バッテリーのセルに蓄たくわえられたエネルギーが、高温の融ゆう解かい金属となって噴出する。

『やりましたね！』

　白はく煙えんに包まれた教頭先生は、溶よう解かい金属流で火傷やけどした顔を押さえて悶えている。

　だが、

「ぐうがぁ……か、かわいい女顔には似合わず、こしゃくな真似まねを……」

「ゲイに掘られそうになったら！　誰だれだって必死になりますよ！」

「えぇぇい！　キミはおとなしく、私の童どう貞ていを捨てる祭さい壇だんの蜜みつ壺つぼとなりたまえ！」

「神聖な比ひ喩ゆ表現がイヤだよッ！」

「拒きよ否ひは許さんよ」

　教頭先生がニヤリと笑いながら、足元に転がって動かない物体を抱かかえ上げる。

　下着姿で失神した比良坂さんに、教頭先生はナイフを添そえながら言った。

「キミが拒否すれば、エージェント比良坂の命はない」

「…………」

　ぼくは覚かく悟ごを決めた。

　足元に転がるナイフを拾い上げて、誰かを守るために戦うことを決意する。

「ほぉ？　私と戦おうというのかね？」

「…………」

　体が少し震ふるえている。

　それは怒いかりのせいでもあるし、今から人を傷つけることへの恐れでもある。

　ぼくは、目の前にいる悪人が憎にくくて仕方ない。

　だから、

『ダメですよ！』

　由宇が止めに入るけど、ぼくは決めたんだ。

　震えるナイフの切っ先を、ぼくとの性せい行こう為いを望む悪党に向ける。

　そして、

「あ、あんびゅるひゃめんたぁ！　ひっぽろけぇ！」

　ビビって震えて怖こわがりすぎて、解読不能な宇宙語が口から滑すべり出た。

『……はぁ』

　情けないぼくに、背後の由宇がため息。

　とにかくッ！

「そ、その薄うす汚ぎたない手を離はなして下さいよぉぉ！　あぁぁ！　もうやめて下さい！」

「やめるさ。キミのわけのしんのすに、私の野太い（ぽろんっ）」

「ぼくに近寄るなぁぁぁ！」

　半泣きでナイフを振り回すぼくに、ビッグ♂マグナムを露ろ出しゆつしたゲイが近寄ってくる。

　いや、マジでやめて！

　ぼくに人を殺す度胸はないし、アレ♂に、掘♂られて、無事な※の拡張性もないから！

　夜の廊ろう下かで、尻しりを押さえるぼくは叫んだ。

「だれか助けてぇぇぇ！」

『けっ。オスのくせに、情けねぇ声で泣くんじゃねぇ』

　ぼくの叫びに呼応して、猫ねこ型のシルエットが飛び出してくる。

『世話になった恩だ。助けてやる』

　フサっと、自じ慢まんのカギしっぽが揺れていた。

　銀河の暗黒を思わせる毛色は、決して人には懐なつかない野生の誇ほこり。

　妖よう怪かい猫ねこ又またを象しよう徴ちようする、九本のカギしっぽには見覚えがあった。

「クロ！　来てくれたんだ！」

『けっ。ちょっとした頼まれ仕事と、殺された仲間の恨うらみを晴らすついでさ』

「な、なぜ貴様のような……」

　教頭先生が、クロの姿を見て怯おびえ始めた。

　武人を思わせる厳格な佇たたずまいの教頭先生とは思えない、大げさな怯えようだ。

　教頭先生は、わなわなと震える声で言う。

「九本のカギしっぽだと……黒こく面めん九きゆう尾びの賢けん猫びようともあろう大妖怪が、このような所に……」

『けっ。お仲間を散々毒殺してくれたお礼参りさ』

「黒面九尾の賢猫？」

　その厨ちゆう二にチックな二つ名は、以前にクロが自じ称しようしてたけど。

「クロ？　もしかして大物だったの？」

『どうだかな。大和やまと朝ちよう廷ていとやりあってた若い頃ころならともかく、いまはただの野の良ら猫ねこさ』

「私ごときが、黒面九尾の賢猫に勝てるはずがない……そ、それに……」

『おう人間。てめぇに殺された若いのも連れてきてやったぜ』

　ぼくは薄暗い廊下を見渡すけど、見えるのは猫又のクロ一いつ匹ぴきだけだ。

　でも、霊れい感かんがあって、死神のバイトリーダーの教頭先生には見えてしまうのだろう。

『ワトソンさんには見えませんか？　見えないですよね？　うふふ、ふふ』

　ぼくの背後で、由宇がニヤリとサディスティックに笑いながら言う。

『来たんですよ。カレらが恨みを晴らしに』

　ぼくには見えない死後の世界の住人が、由宇や教頭先生には見えているらしい。

　教頭先生は、怯えて、震えて、無様に尻もちをついて。

「くっ来るな！　そ、それと貴様は死んだハズだ！　自損事故で亡なくなって、私が犯おかしたひき逃にげの罪を被かぶせられて……く、来るなぁ！　私に恐おそろしい姿を見せるなぁ！　焼け爛ただれた顔で……ひぃっ!?」

『うふふ、大勢の猫ちゃんの幽ゆう霊れいに囲まれてます。隣となり町まちのガソリンスタンドで事故死したおじいちゃんも来てますね。無実の罪を押し付けられてご立腹の様子です。課金メイクを奮発して抗こう議ぎしに来たみたいです』

「…………」

　ぼくの前で、教頭先生が悲鳴を上げて床ゆかを這はっていた。

　涙なみだをボロボロ流して、あらんかぎりの謝罪の言葉を、壊こわれた機械のように叫んでいる。

　きっと、教頭先生は死に勝まさる恐きよう怖ふを味わっているのだろう。

『おいコラ』

「んっ？　クロ、どうしたの？」

　教頭先生を猫パンチでボコし終えた黒猫が、ガラの悪い口調で忠告してくる。

『てめぇたちは、他ほかにやることがあるんじゃねぇのか？』

「えっ？」

『死にぞこないの幽霊がやり残したことだ。それを叶かなえてやるんだろ？』

「……そうだったね」

　クロに言われて、ぼくは何をすべきかを悟さとった。

　もう、教頭先生は脅きよう威いに値あたいしない。

　この様子だと、これから時間をかけて、たっぷり贖しよく罪ざいの一夜を過ごすことだろう。

　あとは、ぼくと由宇に残されたラストミッションだ。

「由宇、行くよ！」

『はい！　お願いします！』

　ぼくと由宇は、戦場をあとにする。

　プールに向かって、ぼくらは走りだす。

『さぁさぁ！　みなさん、お待ちかね！　魅み惑わくの水中おしっこタイムですよ！』

「こんのぉ……」

　さぁ、始めよう。

　明るく変態な美少女幽霊と、別れの水中放ほう尿にようを。
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　月明かりに照らされる水面は、星空を映す鏡みたいだった。

　プールサイドに佇んで、ぼくはため息をひとつ。

　あぁ、やっぱり始めるんだよね。

　由宇曰いわく『すぺしゃるハード』な、ラストの水中放尿を……

　耐たえ難がたい頭痛に苦しみながら、背後を振り返る。

　もうすぐこの世から消えてしまう、半はん透とう明めいの変態が笑えみを浮うかべていた。

『プールに入ってくれますか？』

「うん」

　由宇に命じられるまま、服を着たままプールに入る。

　ひんやりとした水の感かん触しよくがなぜか可笑おかしくて、ぼくはくすりっと笑ってしまった。

　思えば、幽霊になった由宇と初めて会った時も、着衣水泳をした記き憶おくがある。

　ぼくは由宇に何かを言おうと思ったけど、何を言ったらいいか分からず黙だまってしまう。

　由宇に残された時間は、あと少し。

『こっちです。どうせならプールの真ん中でしましょう』

　──水中放尿をね。

　脳内でツッコミを決めるけど、ラストぐらいは由宇のペースに合わせようと思う。

　そう、もうすぐ由宇は消えてなくなる。

　与あたえられた四十九日の滞たい在ざい期間を使い果たして、由宇とは二度と会えなくなる。

　そして、

『えへへ、これがラストの水中放尿ですね』

　これで由宇は……

　明るく元気な幽霊は……

　キュートで憎めない由宇は……

『ふふふ、水中放尿の美学をたっぷり味わわせてあげますよぉ』

　コノ救いようのない、ド変態はッ！

　どうして……どうしてこいつが、ヒロイン枠わくに収まってんだよッ！

　水中放尿が趣しゆ味みのヒロインなんて、前ぜん代だい未み聞もんだよ！

　わりと重いストーリーのハズなのに、コイツのせいでシリアス要素が行方ゆくえ不明だよ！

　ネタ要素しかないヒロインに、ぼくは奥歯を嚙かみしめて泣いた。

　涙は流れなかった。魂たましいが泣いているのを感じた。

『わたしは、ワトソンさんに憑つけて、ほんとうに幸せでした』

「えっ？」

　半透明なお口から、別れを前にした言葉が紡がれた。

　ぼくの瞳ひとみをまっすぐ見み据すえながら、由宇は明るく笑顔で楽しげに語りかけてくる。

『この数日間、とっても楽しかったです。ワトソンさんや、他の皆みなさんと楽しい日々を過ごせた思い出はできるなら来世にも持って行きたいです』

「由宇……」

『ありがとうございます。そしてさよならです。憑ひよう依いできたのがワトソンさんで本当に良かったです。もし、わたしの趣味を否定されたらどうしようと……でも、ワトソンさんは呆あきれつつも理解して、こんなわたしを受け入れてくれました。それが嬉うれしかったです』

　言われて、ぼくは苦く笑しようする。

　たしかに由宇の性せい癖へきは特とく殊しゆだし、常人には理解できないし、絶対真似まねしたくない。

　──でも、ぼくは由宇が好きだ。

　それに理由なんてない。ただ惚ほれてしまった。

　自然と異性に惹ひかれる気持ちを他人に説明はできないし、この気持ちは偽いつわれない。

　ぼくは由宇が好きだ。でも別れは不ふ可か避ひだ。

　悲しい。悔くやしい。涙が出てくる。由宇も笑いながら泣いている。

　ぼくも、笑顔で泣いていた。

　そう、この天てん真しん爛らん漫まんな幽霊には泣き顔は似合わない。

　前代未聞の変態性癖でぼくを翻ほん弄ろうした、風変わりな幽霊には笑顔が似合っている。

　だから、ぼくも笑顔で由宇を見送ろう。

　この世にバイバイ、現世とサヨナラ、これから消えてしまう、ぼくが恋こいした幽霊を。

「そろそろだね」

『はい！』

　ぼくは、由宇の瞳をまっすぐ見据える。

　二人の距きよ離りはすぐ近くで、互たがいの吐と息いきを感じるぐらい。

「ぼくもね、由宇と出会えてよかったよ」

『ほんとですかっ!?』

『うん。由宇と過ごした四日間は、ぼくの人生の中で最高にスリリングで、最高に面おも白しろくて、最高にサイテーな、かけがえのない時間だったからね」

『わたしも同じです！　これまでの人生で最高にハッピーな四日間でした！』

　パッと、笑顔が咲さき乱れた。

　真夏に咲いた向日葵ひまわりみたいに、爽さわやかで元気あふれる半透明の笑顔だ。

　さよならグッバイは笑顔がいい。

　由宇は、遊園地でそんなことを言っていた。

　だからぼくも、明るく笑顔で楽しくラストの時間を、

『それでぇー♪　現世とバイバイな、ラスト放尿プレイの相談ですけどぉ♪』

「この変態、もうヤダァァァ！」

　ぼくの心が慟どう哭こくする。やっぱり魂が血けつ涙るいを流す。

　だって、最後のお別れのシーンだよ？

　もうすぐ永遠に会えなくなるシーンで、あろうことか水中放尿の打ち合わせだよ？

　やっぱり、この物語にはシリアス成分が不足しておりますっ！

　早急な補ほ充じゆうをお願いし──ムギュ。

「由宇？」

　ふわりと、柔やわらかな感触。

　背中に回された、細くて温かい半透明な腕うで。

　鼓こ動どうがトクトク高まって、恥はじらいで頰ほおがじんわりと熱くなる。

『ギュッと、わたしを抱だきしめて下さい……』

　ほんのり頰を染めた由宇が、ぼくの胸に顔をうずめながらお願いしてきた。

　由宇に抱きしめられたぼくは、彼女の背中に腕を回す。

　幽ゆう霊れいなのが信じられないぐらい、柔らかくて、温かくて、いい匂においがした。

　消え入りそうな小声で、ぼくの胸に顔をうずめる由宇は囁ささやく。

『水中放尿には……様々な型があるんです』

　アタマのオカシイことを。

　……えーとね、光の速度で気持ちが萎なえたんだ。

　さっきハートで感じた、ピュアなドキドキを返して欲しいんだ。

　マジで変態、ブレない幽霊、シリアス殺し、コイツは手て遅おくれ、打つ手なし。

　……でもいいさ、なんでも受け入れてやる。

　ぼくは、変態幽霊の透すき通った体を、男らしく力任せに抱きしめる。

　由宇は、ぼくに包まれながら言葉を紡つむいだ。

『最後の水中放尿は、ワトソンさんとキスをしながらしたいです……』

「キスをしながら？」

『最後のおしっこは、そのぉ……好きな人とキスしながらと決めてました……』

「……由宇。ぼくもキミのことが好──」

『水中でキスをしながら、わたしと一いつ緒しよにワトソンさんも水中放尿を──』


「イヤだよっ！」



　即そく答とうっていうか、脳で考えるより疾はやく言葉が口から出たよ！

　だって女の子と水中で抱き合ってキスしながら二人で水中放尿するんだよっ!?

　そんな変態行こう為いは、

「イヤだよ！　ぼくは由宇みたいな、ド変態の仲間に入りたくない！」

『こっちはいつでも入国歓かん迎げいです』

「せっかくのお誘さそいですが、パスポートがないので辞退するね……」

『わたしが逃にがすと思います？』

「かみさま……ヒロイン最後のお願いのハードルの高さがスカイツリーです……」

『ハードルは高い方がくぐりやすいと』

「その格言って便利だよねっ!?　耳にするたびに思うけどっ!?」

『もー我が慢まんしっぱなしなんですよっ！　わたしと一緒におしっこ、ダメですかぁ？』

　見上げる視線で、頰を染めた由宇が懇こん願がんしてくる。

　ぼくとキスをしながら、二人で一緒に別れの水中放尿がしたいと。

　……うん。

「やるよ。ぼくはやってやるよ……ッ」

『きゃっ』

「たとえ大事な何かを壊こわしても……由宇とキスしながら水中放尿するよ！」

　覚かく悟ごを決めて、由宇を見る。

　いつでもオッケー、さぁ始めましょう。

　由宇が、まぶたを閉じる。

　ぼくも、まぶたを閉じる。

　視界が闇やみに包まれる。

　鼓動がトクトク。熱を帯びた息いき遣づかいが聞こえる。

　──ちゅ。

　唇くちびるに、柔らかな感触。

　ぼくにとっては、ファーストキスで別れのキス。

　だけど由宇には、ファーストでラストな別れのキス。

『んんっ』

　ぼくと唇を重ねる由宇は、控ひかえめに喘あえいだ。

　二人の股こ間かんからは、生なま温ぬるい水流があふれ出た。

　プールで抱き合いキスする二人を、温かくて黄色い水流が祝福していく。

　冷えた股間を、官能的な温かさでくすぐる。

　幸せなおしっこが、ぼくと由宇を包みこんでいく。

『……んんっ、ぁあん……くぅ』

　その喘ぎが最後だった。

　夏の終わりに現れた、前代未聞のヒロイン。

　天真爛漫でド変態な幽霊美少女は、半はん透とう明めいな体を光の粒りゆう子しに変化させて。

　夜の大気と静かに混ざって、煙けむりみたいに薄うすれて消えた。

「……さよなら」

　白瀬由宇は、もういない。

　だけど、ぼくの股間には残ってる。

　由宇と一緒に出した、生温い水流の残ざん滓しが残っている。

　明るく、元気で、最高にサイテーな、幽霊少女は。

　一生忘れることのできない、たった四日間の思い出を残して。
















　プールで漏もらしたおしっこが、塩素混じりの水に溶とけて透明になるみたいに。

　現世の未練を残らず晴らして、夜の大気と混ざって消えた。








九月一日
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　八月が終わって、九月に入って。

　新学期を迎むかえたぼくは、通学路を歩いていた。

　聞いた話によると、教頭先生は日付が変わる頃ころ、自ら警察に出頭したらしい。

　出頭時の教頭先生は、恐きよう怖ふで半分錯さく乱らんした状態だったそうだ。

　クロたちは、一体どんなおしおきを、教頭先生にしたんだろう……？

　とにかく事件は解決して。教頭先生は法に従って罪を償つぐなう。

　だけど、由宇は帰ってこない。

　そんな喪そう失しつ感が、ぼくを無気力にさせる。

　どこか上の空で、高校まで延びる通学路を歩いていると。

「やっほぉ！　おひさしぶりぶりです！」

　聞き覚えのある声。

　ぼくの後ろ、すぐそばから。

　──まさか、噓うそだろ。

　あわてて、その場で回れ右すると。

「てへ。一日ぶりですね」

　松まつ葉ば杖づえで体を支えながらニコニコ笑う、変態幽霊の由宇がいた。

　って、

「幽霊ェェっ!?」

　腰こしを抜ぬかして尻しりもちをついたぼくに、彼女はクスッと笑って。

　ぼくに手を伸のばしながら、どこかで聞いたことのある台詞を言った。

「イエス！　アイム、ゴースト。です」

「……ＹＯＵ、霊？」

「ノーです。マイネーム、イズ、由宇。ですよ」

「……ＹＯＵ、由宇？」

　　　　　　　　「白書っ♪」

「……由宇って、やっぱりノリがいいよね」

「てへっ☆　また会えちゃいましたね。でも幽霊じゃありませんよ。ほらほら、ちゃんと足もありますし。片っぽ折れてますけどｗｗｗ」

　笑え顔がおで言葉を紡ぎながら、由宇は石せつ膏こうで固められた足を見せびらかしてきた。

　ぼくは思考停止で、それを眺ながめる。

　啞あ然ぜんにぼーぜんと、信じがたい光景に意識を奪うばわれていると。

「やあ。呼ばれて飛び出てロリータでお馴な染じみ、需じゆ要ようはあれどメインになれないサブヒロインが主役のラノベを読みたい美少女アイドルこと四谷愛だ」

「留置所からの脱だつ獄ごく劇や、戦せん闘とうヘリとの激げき闘とうは語らなくて結構です……ぼくの目の前で笑ってる包帯少女の説明をお願いします……なぜ、死んだはずの由宇が生き返って……」

「ワトソン君。キミはなにを言ってるんだね？」

　愉たのしげに笑う会長は、アホ毛とツインテールを揺ゆらしながら言った。

「由宇君は、生き返る以前に死んでないぞ？」

「えっ？」

「私との会話を思い返してみろ。由宇君が死んだとは一度も言ってないはずだ」

「会長には、実はネクロマンサーとかの裏設定があったんすか……」

「禁断の人体錬れん成せいには興味があるぞ。平たく言うと妊にん娠しんのことだが。まあそれはいいとして、なぁに単純なことだよ。由宇君は最初から死んでいなかったのだ」

「……ハハハ、噓ですよね？」

「本当だ。事故を伝える記事を見ただろ。その記事には『白瀬由宇さん（16）がはねられ、頭を強く打って救急搬はん送そうされた』と、書いてあったハズだ」

「いや、でも……」

「まあ、アレだよ。おとぎ話において、眠ねむれる姫ひめ君ぎみを目覚めさせる王子様の必殺技わざだ」

「そんな技、ぼくは知らんです……」

「はいはい！　わたし、分かりました！」

　放心状態のぼくに代わって、由宇が手を挙げる。

「眠れる姫君を起こす必殺技。それは王子様のキスです！」

「由宇君。大正解だ」

「イェーイ！」

　背の低い会長が背伸びして、笑顔の由宇とハイタッチ。

　由宇とペチペチ手を叩たたきあった会長が、ニヤニヤ笑いながら呟つぶやいた。

「たぶん、明美君もワトソン君と同じ勘かん違ちがいをしてるだろうな」

「はい。幽体離り脱だつ中のわたしと比良坂さんが出会ったのは、魂たましいだけを事故現場に残してわたしの体が救急搬送された後でしたし、いまも死んでると思いこんでるハズです」

「クククッ、私は最初から奇き妙みような事件と思っていたのだよ。まだ生きている由宇君の幽霊が目もく撃げきされるなんて。そこでワトソン君に調査を依い頼らいしたが、まさか『病院で意識不明のまま眠り続ける女子高生の生いき霊りよう』が正体とは予測できなかったぞ」

「つまり、幽霊だった由宇は……」

「お憑つき合い頂きありがとうございました！　これからも末永くお付き合い下さい！」

　……ヘナヘナ。

　あまりの脱力展開に、ぼくはその場にへたり込んでしまう。

　なんだよ。これじゃあ、まるで。

「安っぽいハッピーエンドだよね、これって!?」

「その通り、我われ々われの完全勝利だ！」

「ウィーハッピーっ☆」

　死ぬほどアホらしくて、最高に嬉うれしい展開に脱力してしまう。

　だけど、ぼくは叫さけんだ！

「どうして会長は、由宇がまだ生きていることを、ぼくに黙だまってたんですかぁぁ！」

「その方が面おも白しろいだろ？」

「こんちくしょうめぇ！　でも良かったです、結果オーライ大だい歓かん迎げいですっ！」

　放心状態でへたり込んだ、ぼくの耳元に。

　イキイキと生きている由宇は、そぉーっと唇を近づけて。

「最後のキスとおしっこ、サイコーに気持ちよかったですよ。またしましょうね♪」

「イヤだよっ！」

　ぼくは叫んだ！　脳で考えるより疾く！

　あんな変態チックな行こう為い、二度とするもんか！

　断固拒きよ否ひのぼくに、由宇は「ふふふ、逃にがしませんよ」調教とかを企たくらんでるらしい。

「でも、由宇が生きててよかったよ……」

「わたしも、ワトソンさんとまたアレができるのがうれしくて！」

「変態だぁ！　この女ァ、真性の変態だァァ！」

　絶ぜつ叫きようするぼくを、道行く人たちが、変なモノを見る目で眺めている。

　──チクショウ！　ぼくの感動を返せ！

　地面で嘆なげいていると、鬼き畜ちく眼鏡めがねと刃は物もの撫子なでしこが走り寄ってくるのが見えた。

　雷斗と比良坂さんは、いつもと同じだ。

　二人で仲良く罵ののしり合ったり、どつきあったりしている。

　口論の最中に雷斗が脱ぬぎだして、比良坂さんのシャイニング・ウィザードが炸さく裂れつ。

　顔面を狙ねらって放たれた飛び膝ひざ蹴げりは、鬼畜な銀ぎん縁ぶち眼鏡を吹ふき飛ばした。

「あっ、雷斗さんと比良坂さんですよ！　やっほぉ！」

　由宇がはしゃいで、四谷会長が幼女なボイスで「今日も仲良しで結構」と笑う。

　地面に倒たおれた露ろ出しゆつ男の雷斗は、いつもと同じく全ぜん裸らで失神中。

　変質者に天てん誅ちゆうを加えて「はぁはぁ」と息を荒あららげる比良坂さんもいつも通りだけど、死んで成じよう仏ぶつしたハズの由宇が笑顔で手を振ふってることに気づいて、お口を「あんぐり」と開いたまま硬こう直ちよくしてる。

「ハハハ……どこから説明しようか」

「まあ、なんとかなるっしょ☆」

　ぼくと由宇は、このあとの展開を想像して共に笑った。




　そう、物語はここで終わりじゃない。

　サイコーにサイテーで、奇人・変人・変態だらけの青春学園ラブコメは。




　まだまだ冒ぼう頭とう、始まったばかりだ。







あとがき




　はじめまして、新人作家の相上おかきです。

　このたびは「ぼくの日常が変態に侵しん蝕しよくされてパンデミック!?」略して「変パン」を手にとって頂きありがとうございました。

　本作は第29回ファンタジア大賞で〈審しん査さ員特別賞〉を受賞した『女の子のおしっこは好きですか？［ＹＥＳ／ＮＯ］』を改かい稿こうの上で出版した作品です。

　タイトルが物議を醸かもして、内容とネタでさらなる物議を醸して、受賞後に出版を危ぶまれた作品でしたが、どうにか読者の皆みな様さまにお届けできました。




　さて、私が初めて読んだライトノベルは、神かん坂ざか一はじめ先生の「スレイヤーズ！」です。

　その巻末に書かれていた解説文「ストーリーなどは忘れてしまったとしても、個性的なキャラクターは読者の心に残ります」は、私の創作に大きな影えい響きようを与あたえました。変パンに登場する個性豊かなキャラクターたちも、リナ＝インバースのように、読者の皆様の心にいつまでも残り続けてくれたら嬉うれしいです。




　以下、謝辞になります。

　担当編集のＵＨ様、大変お世話になっております。

　本作を世に出せたのは、ＵＨ様のおかげといっても過言ではありません。

　イラスト担当のemily様には、多大な感謝を。

　文字に過ぎない拙せつ作さくのキャラクターに、素敵なイラストで命を注ぎ込んでくれました。

　ファンタジア大賞の選考に関わった、全ての方々にも感謝とお礼を。

　選考委員の、葵あおいせきな先生、石いし踏ぶみ一いち榮えい先生、橘たちばな公こう司し先生。

　審査員特別賞、ありがたく頂ちよう戴だいしました。

　この御ご恩おんには、いつか私が作家として成功する形で報えればと思います。

　営業様、流通関係の皆様、書店員の皆様、この本に携たずさわったすべての方にお礼を。

　多くの方々のご協力があって、変パンを世に出すことができました。




　最後になりますが、本作を手に取ってくれた読者の皆様にお礼を。

　二巻も作風はそのまま、ＮＥＷ変態ヒロインを迎え入れて、愛すべき変態が大増殖パンデミツクしてドタバタする、読み応ごたえのある物語をお届けできればと思います。

　始まったばかりの変態パンデミック、応援をよろしくお願いします。

















相上おかき

●あいうえおかき



第29回ファンタジア大賞において「女の子のおしっこは好きですか？［ＹＥＳ／ＮＯ］」で〈審査員特別賞〉を受賞。歯ごたえサクサク、湿り気が弱点、虎視眈々と出席番号１番を目指している。陳列棚の左上で見かけたら手にとってね！
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